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1. 医療機関に対する実態調査及びその分析 単純集計結果 

【施設票】

病院調査
■調査結果 サマリー

＜労働時間・働き方＞
 フルタイム勤務正規職員の月平均時間外労働時間は、医師：16.8時間、看護職：10.0時間である。医師の月平均時間外労働時間数はほ
ぼ横ばい、看護職の月平均時間外労働時間は増加傾向にある。（参照：16.17）

 医師の最長連続勤務時間について、令和元年度以降、13時間以下の割合が増加しており、最長連続勤務時間は短縮傾向にある。（参
照：22）

 労働時間の管理方法について、いずれの職種においても、半数以上がタイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な情報を活用し
ている。なお、 医師の労働時間および時間外労働時間の管理は、他職種と比較すると客観的な情報の活用割合が低い。（参照：15.21）

＜休日・休暇＞
 医師の有給休暇取得率は、20%未満の割合が減少し30%以上割合が増加している。看護職についても50%未満の割合が減少し50%以
上の割合が増加している。医師・看護職いずれにおいても有給休暇取得率は増加傾向にある。（参照：35.36）

＜育児休業制度＞

 在職中に本人または配偶者が出産した医師の数は男女間に大きな差は見られないが、育児休業を実際に開始したかについては男女間
で乖離がある。（参照：38.39）

 医師の育児休業取得の課題として、「代替要員の確保」を指摘する病院が多い。（参照：40）

＜勤務環境改善の取組＞
 医療従事者の勤務環境に関する取組状況は、平成29年度以降、大きな改善は見られない。（参照：47）

 医療従事者の勤務環境改善に取り組んでいない理由として、昨年度と同様に「人員や時間に余裕がない」ことを指摘する病院が多い。（参
照：50）

＜いきサポ・医療勤務環境改善支援センター＞
 「いきサポ」の認知度は平成30年度以降大きな変化は見られないが、閲覧したことがある割合は増加している。（参照：65）
 「医療勤務環境改善支援センター」の認知度は向上傾向にあり、利用意向についても前向きな回答が増加している。（参照：69.70）
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問1．開設主体を教えてください。（該当するもの１つにチェックをしてください）
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 開設主体について、多い順に、「医療法人」（54.9%）、「地方公共団体等」（17.9%）、「国等」（8.7%）となっている。
 過去の調査結果と同様の傾向であり、大きな変化は見られない。

病院調査－1

問2．病床区分のうち、最も多い病床を教えてください。（該当するもの１つにチェックをしてください）

 病床区分については、多い順に、「一般病床」（69.7%）、「療養病床」（19.7%）、「精神病棟」（10.6%）となっている。
 過去の調査結果と同様の傾向であり、大きな変化は見られない。

病院調査－2

67.7

64.7

66.2

70.2

71.2

69.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.7

23.8

22.9

18.6

18.2

19.7

11.6

11.5

10.8

11.0

10.7

10.6

0.0

0.0

0.1

0.2

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=966)

平成29年度

(n=2209)

平成30年度

(n=1172)

令和元年度

(n=1599)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

一般病床 感染症病床 療養病床 精神病床 結核病床
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問3．新型コロナウイルス感染症患者の受入れを行っていますか。（令和3年6月時点。帰国者・接触者相談
センター等から紹介のあった疑い例の患者を含む） （該当するもの1つにチェックをしてください）

 新型コロナウイルス感染症患者を「受け入れている」病院は43.9%、「受け入れていない」病院は56.1%である。
 令和2年度調査と比較すると、「受け入れている」と回答した病院の割合が増加している。

病院調査－3

34.6%

43.9%

65.4%

56.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

受け入れている 受け入れていない

問4．貴院において、COVID-19ワクチン接種業務（自院勤務者への接種は含まず）を行っていますか。（令
和3年6月時点）（該当するもの1つにチェックをしてください）

病院調査－4

84.2% 15.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=1768)

行っている 行っていない

 COVID-19ワクチン接種業務について、「行っている」病院が84.2%、「行っていない」病院は15.8%である。
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問5．問2で回答した病床区分の病床利用率（小数点第1位まで）と平均在院日数を教えてください。（数字
を入力）

 病床利用率は、「90%以上100%未満」（24.4%）、「70%以上80%未満」（22.7%）、「90%以上100%未満」（22.1%）が上位を占める。
 令和2年度までは病床利用率が低下する傾向にあったが、令和3年度調査では病床利用率の減少傾向が頭打ちの結果となっている。

病床利用率

病院調査－5
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問5．問2で回答した病床区分の病床利用率（小数点第1位まで）と平均在院日数を教えてください。（数字
を入力）

 平均在院日数は、「15日未満」（26.8%）、「30日未満」（23.0%）、「360日以上」（10.4%）が上位を占める。
 過去調査と比較すると、「10日未満」の割合が増加しているのが特徴的である。。

平均在院日数

病院調査－6
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令和元年度
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令和3年度

(n=1768)

10日未満 15日未満 30日未満 60日未満 90日未満 180日未満 360日未満 360日以上
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問6．医療機能のうち、病床数が最も多い機能を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてくださ
い）

 医療機能については、多い順に、「急性期」（48.3%）、「慢性期」（30.3%）、「回復期」（15.3%）、「高度急性期」（6.1%）となっている。

病院調査－7
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問7．標榜している診療科目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 標榜している診療科目は、「内科」（86.7%）、「リハビリテーション科」（71.8%）、「整形外科」（66.2%）が上位3科目となっている。

病院調査－8
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婦人科

腫瘍内科

緩和ケア科

リハビリテーション科

放射線科

麻酔科

病理診断科

臨床検査科

救急科

その他

86.7
40.6

53.2
50.1

21.8
36.9

24.9
15.9

45.8
6.3

20.5
4.1

42.0
36.6

11.3
58.5

18.9
19.9
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1.0
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内科

呼吸器内科

循環器内科
消化器内科（胃腸内科）

腎臓内科

神経内科
糖尿病内科（代謝内科）

血液内科

皮膚科

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

小児科

精神科

心療内科

外科

呼吸器外科

心臓血管外科

乳腺外科

気管食道外科
消化器外科（胃腸外科）

(単位：％)
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①職員数
(正規職員・非正規
職員を含む)

②：①のうち、フルタイムの正規職員
数

③：①のうち、短時間勤務の正規職員数

全体 401.0 306.4 24.6

医師数 63.6 36.6 5.4

看護職数 181.1 159.3 10.1

令和2年度

問8．令和3年6月30日現在の職員の状況について伺います。
①職員数（正規職員・非正規職員を含む実人数（常勤換算ではありません））
② ①のうち、フルタイム勤務の正規職員数
③①のうち、短時間勤務の正規職員数
を教えてください。（産休・育休・休職など稼働していない職員は除く）（数字を入力）

（参考）令和元年度
①職員数

(正規職員・非正規
職員を含む)

②：①のうち、フルタイムの正規職員
数

③：①のうち、短時間勤務の正規職員数

全体 416.2 317.8 26.0 

医師数 69.0 38.8 7.6 

看護職数 186.7 163.8 10.3 

 現在の職員数の平均は、全体で401.0人（フルタイム正規職員数306.4人、短時間勤務正規職員数24.6人）、医師63.6人（フルタイム正規
職員数36.6人、短時間勤務正規職員数5.4人）、看護職181.1人（フルタイム正規職員数159.3人、短時間勤務正規職員数10.1人）であった。

病院調査－9

(単位：人)

問9．令和2年度の1年間に夜間勤務（三交代の準夜勤・深夜勤、二交代の夜勤）を行わない期間が 1 か月
以上あった看護職員数を教えてください。（数字を入力）

(a)1年間に夜間勤務を行わない期間
が1か月以上あった看護職員数（人）

(b)職員数：看護職（人） a/b(%)

令和元年度
(n=1512)

36.3 176.6 20.5 

令和2年度
(n=1245)

34.9 186.7 18.7 

令和3年度
(n=1767)

34.8 181.1 19.2

 1年間に夜間勤務を行わない期間が1か月以上あった看護職員数の平均は34.8人で、過去調査と大きな変化はない。
 夜勤勤務を行わない期間が1か月以上あった看護職員数の職員数に対する割合は19.2%で、看護職員の約5人に1人は夜勤勤務を行わな
い期間が1か月以上あることを示している。

病院調査－10
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問10．令和2年度の1年間における正規看護職の離職率を教えてください。（数字を入力）

 正規看護職の離職率は、「5%超10％以下」（36.0%）、「0％超5％以下」（22.3%）、 「10％超20％以下」（22.5%）が上位を占める。
 過去調査と比べて、特徴的な傾向は見られない。

病院調査－11
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(n=2130)
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令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

0 0%超5%以下 5%超10%以下 10%超15%以下 15%超20%以下 20%超

問11．就業規則等で定められたフルタイム勤務の医師及び看護職の週所定労働時間数（変形労働時間制
の場合は、単位期間における週当たりの平均労働時間数）を教えてください。（令和3年6月30日時点）（数
字を入力）

 フルタイム医師の週所定労働時間数は、「35時間以下」が33.1%、「35時間超40時間以下」が66.9%である。平均値は、36.3時間である。

病院調査－12

医師の週所定労働時間数

33

26.5

34.5

33.1

67

73.5

65.5

66.9
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平成29年度

(n=2146)

令和元年度

(n=1334)

令和2年度

(n=1229)

令和3年度

(n=1745)

35時間以下 35時間超40時間以下
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 フルタイム看護職の週所定労働時間数は、「35時間以下」が5.1%、「35時間超40時間以下」が94.9%である。平均値は38.4時間である。

病院調査－13

看護職の週所定労働時間数

問11．就業規則等で定められたフルタイム勤務の医師及び看護職の週所定労働時間数（変形労働時間制
の場合は、単位期間における週当たりの平均労働時間数）を教えてください。（令和3年6月30日時点）（数
字を入力）

3.5

3.6

7.1

5.1

96.5

96.4

92.9

94.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=2171)

令和元年度

(n=1371)

令和2年度

(n=1229)

令和3年度

(n=1746)

35時間以下 35時間超40時間以下

 フルタイム勤務の夜勤専従看護職の週所定労働時間数は、「35時間以下」が41.6%、「35時間超40時間以下」が58.4%である。平均値は
28.7時間である。

 令和元年度以降、「35時間以下」と回答する割合が減少傾向にある。

病院調査－14

問11．就業規則等で定められたフルタイム勤務の医師及び看護職の週所定労働時間数（変形労働時間制
の場合は、単位期間における週当たりの平均労働時間数）を教えてください。（令和3年6月30日時点）（数
字を入力）

夜勤専従看護職の週所定労働時間数

47.4

49.4

46.8 

41.6

52.6

50.6

53.2

58.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=567)

令和元年度

(n=322)

令和2年度

(n=312)

令和3年度

(n=449)

35時間以下 35時間超40時間以下
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問12．労働時間の管理方法を教えてください。（次の(1)～(4)の職種ごとに、主として該当するもの１つに
チェックをしてください）

 労働時間の管理方法は、「タイムレコーダーや勤怠管理システム等」、「出勤簿（管理簿等」、「自己申告」の順に多い。

 医師は、他職種に比べ「出勤簿（管理簿）等」「自己申告」の割合が高く、「タイムレコーダーや勤怠管理システム等」の割合が低いのが特徴
的である。

病院調査－15

59.8

73.7

73.2

74.7

34.8

24.9

25.2

23.8

3.5

1.1

1.3

1.1

1.9

0.3

0.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師

(n=1764)

看護職

(n=1759)

コメディカル

(n=1719)

事務職員

(n=1702)

タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している

出勤簿（管理簿）等を活用して上司や権限が委任された担当者が現認する形で管理している

職員の自己申告のみで管理している

労働時間を管理していない

問12-1．問12で「1．タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している」と回答した方にお聞
きします。具体的な管理方法を教えてください。（次の(1)～(4)の職種ごとに、主として該当するもの１つにチェックをしてくだ
さい）

病院調査－16

 具体的な管理方法について、「タイムレコーダー・タイムカード」、「ICカード」、「勤怠管理システム」の順に多い。
 職種間で大きな差は見られない。

54.0

57.6

57.2

56.0

32.8

29.0

29.4

28.6

0.6

0.4

0.4

0.2

11.4

12.3

12.4

14.4

1.2

0.6

0.6

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師

(n=1054)

看護職

(n=1296)

コメディカル

(n=1259)

事務職員

(n=1271)

タイムレコーダー・タイムカード

ICカード

電子カルテなどのログ

勤怠管理システム（始業・終業時間をパソコンログイン情報等から自動的に記録するもの）

その他
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問13．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の月平均時間外労働時間数を教えてください。（数字を
入力）

 フルタイム勤務医師の月平均時間外労働時間数は、16.8時間であった。

病院調査－17

医師の月平均時間外労働時間数

17

17.2

14.6

16.8

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

平成30年度

(n=1158)

令和元年度

(n=1165)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

(単位：時間)

問13．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の月平均時間外労働時間数を教えてください。（数字を
入力）

 フルタイム勤務看護職の月平均時間外労働時間数は、10時間であった。
 平成30年度調査以降、年々増加傾向にある。

病院調査－18

看護職の月平均時間外労働時間数

7

7.7

7.9

10

0 2 4 6 8 10 12

平成30年度

(n=1317)

令和元年度

(n=1319)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

(単位：時間)
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問14．フルタイム勤務正規職員のコメディカルのうち月平均時間外労働時間（令和2年度）が最も長い職種
及びその時間を教えてください。（該当するものに1つチェックをしてください）

病院調査－19

 フルタイム勤務正規職員のコメディカルのうち、月平均時間外労働時間が最も長い職種は、多い順に「事務」（46.2%）、「薬剤師」（13.7%）、
「臨床工学技士」（7.0%）、「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」（6.5%）であった。

 令和元年度以降、「事務職」と回答する割合が年々増加しており、事務職の業務負荷が大きくなっていることがうかがえる。

16.6

14.7 

13.6

4.6

4.5 

6.0

6.4

5.9 

4.6

6.9

5.6 

7.0

8.1

7.1 

6.5

5.8

5.6 

5.1

7.3

6.7 

6.0

39.7

44.7 

46.2

1.8

0.7 

0.7

2.3

3.9 

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1540)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

薬剤師 臨床検査技師

診療放射線技師 臨床工学技士

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 管理栄養士・栄養士

MSW・PSW等ソーシャルワーカー 歯科衛生士

事務 医師事務作業補助者

その他

問14-1．問14で回答した職種の、最も長い月平均時間外労働時間（令和2年度）（該当するもの1つにチェッ
クをしてください）

病院調査－20

 月平均時間外労働時間が最も長いフルタイム勤務正規職員のコメディカルの時間外労働時間について、「0～45時間以下」の割合が最も
高いのは「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」、「0～45時間以下」の割合が低く、「60時間超～80時間以下」「80時間超」の
割合が高いのは「臨床工学技士」である。

86.7

84.9

93.9

78.2

97.4

85.7

89.6

83.3

84.0

76.9

88.1

8.7

9.4

4.9

12.1

1.7

9.9

6.6

16.7

9.5

23.1

4.5

3.7

3.8

1.2

5.6

0.9

2.8

4.0

3.0

0.8

1.9

4.0

4.4

0.9

2.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

薬剤師

臨床検査技師

診療放射線技師

臨床工学技士

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職

管理栄養士・栄養士

MSW・PSW等ソーシャルワーカー

歯科衛生士

事務

医師事務作業補助者

その他

０∼４５時間以下 ４５時間超∼６０時間以下 ６０時間超∼８０時間以下 ８０時間超
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問15．フルタイム勤務正規職員の時間外労働手当について伺います。何に基づき、時間外労働手当を支
払っていますか。（次の(1)～(4)の職種ごとに、主として該当するもの１つにチェックをしてください）

 時間外労働手当の根拠については、いずれの職種も、「本人の自己申告」「タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテ等」が多く
を占める。

 医師は他職種に比べて「固定残業制（年俸制含む）を採用」されている割合が高いのが特徴的である。

病院調査－21

19.0

28.6

27.8

28.9

51.2

61.4

62.2

61.2

1.0

1.1

1.0

1.1

9.7

0.5

0.7

0.7

3.9

5.9

5.5

5.6

2.1

0.1

0.1

4.6

0.5

0.5

0.5

5.1

0.1

0.2

0.2

3.4

1.9

1.9

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師

看護職

コメディカル

事務職員

タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテ等のログなどの客観的な記録に基づき支払っている

本人の申告時間に基づき支払っている

時間外労働の上限時間を設定し、その上限の中で支払っている

固定残業制（年俸制含む）を採用し、決められた範囲内で残業代を支払っている

記録や申告時間とは独立して、上司・管理者等が時間外労働と認めた分を支払っている

．専門業務型裁量労働制によるみなし時間が法定労働時間内となっているため、時間外労働が発生しないことが通例となっている

時間外労働はないため、支払いルールを定めていない

時間外労働手当は支払っていない

その他

問16．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における最長連続勤務時間
（当直は含まない）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における医師の最長連続勤務時間は、「8時間超13時間以下」が51.8%で最多であり、続いて「8時間以下」が28.5%となっている。
平均値は、10.9時間である。

 令和元年度以降、「8時間以下」「8時間超13時間以下」を合わせた割合は減少傾向にある。

病院調査－22

医師の最長連続勤務時間

27.2

16.9

28.5

58.0

63.6

51.8

6.2

7.6

6.3

5.4

7.6

7.0

2.5

3.2

5.6

0.7

1.1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1363)

令和2年度

(n=1217)

令和3年度

(n=1768)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超
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医師の休憩時間

問16．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における最長連続勤務時間
（当直は含まない）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における医師の休憩時間は、「0時間超2時間以下」が81.0%で最多であり、続いて「2時間超4時間以下」が12.6%となっている。平
均値は、1.4時間である。

2.7

81.0 12.6

1.6

0.4

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=1768)

0時間 0時間超2時間以下 2時間超4時間以下 4時間超6時間以下 6時間超8時間以下 8時間超

病院調査－23

問16．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における最長連続勤務時間
（当直は含まない）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における看護職の最長連続勤務時間は、「16時間超24時間以下」が67.0%で最多であり、続いて「8時間超13時間以下」が15.6%、
「13時間超16時間以下」が9.8%となっている。平均値は14.8時間である。

看護職の最長連続勤務時間

病院調査－24

6.7

7.8

6.4

18.5

18.2

15.6

32.2

35.1

9.8

42.0

37.8

67.0

0.2

0.2

0.6

0.5

0.8

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1424)

令和2年度

(n=1235)

令和3年度

(n=1768)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超
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看護職の休憩時間

問16．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における最長連続勤務時間
（当直は含まない）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における看護職の休憩時間は、「0時間超2時間以下」が49.4%で最多であり、続いて「2時間超4時間以下」が47.9%となっている。
平均値は、1.7時間である。

1.0

49.4 47.9

1.1 0.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=1768)

0時間 0時間超2時間以下 2時間超4時間以下 4時間超6時間以下 6時間超8時間以下 8時間超

病院調査－25

問17．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における当日の勤務終了から
次の勤務開始までの間隔が最も短い時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における医師の当日の勤務終了から次の勤務開始までの間隔が最も短い時間は、「11時間超16時間以下」が64.5%で最多であり、
続いて「16時間超」が11.5%となっている。平均値は12.6時間である。

医師の勤務間隔が最も短い時間

病院調査－26

3.5

5.5

6.3

3.5

2.9

2.1

6.9

9.3

4.9

8.4

9.5

10.7

74.6

68.1

64.5

3.0

4.7

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1329)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超8時間以下 8時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超
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問17．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における当日の勤務終了から
次の勤務開始までの間隔が最も短い時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における看護職の当日の勤務終了から次の勤務開始までの間隔が最も短い時間は、「11時間超16時間以下」が55.3%で最多であ
り、続いて「4時間超8時間以下」が18.3%、「8時間超11時間以下」が12.4%となっている。平均値は12.8時間である。

 「11時間超16時間以下」と「16時間超」の割合が増加しており、勤務間の時間は長くなっている傾向がうかがえる。

看護職の勤務間隔が最も短い時間

病院調査－27

1.1

1.1

0.9

1.7

1.4

0.5

27.8

25.0

18.3

10.6

10.0

12.4

54.7

55.3

55.3

4.2

7.2

12.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1420)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超8時間以下 8時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超

問18．フルタイム勤務正規職員の医師の令和3年6月の当直時の最長連続勤務時間（当直前後の勤務時
間を含む）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 医師の当直時の最長連続勤務時間は、「24時間超36時間以下」が52.9%で最多であり、続いて「8時間以下」が15.0%、「16時間超24時間
以下」が11.8%となっている。平均値は23.5時間である。

医師の当直時の最長連続勤務時間

病院調査－28

1.9

7.7

15.0

6.2

8.7

7.4

7.2

11.2

5.3

18.0

20.7

11.8

57.9

46.2

52.9

8.8

5.5

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1203)

令和2年度

(n=1133)

令和3年度

(n=1768)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超
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問18．フルタイム勤務正規職員の医師の令和3年6月の当直時の最長連続勤務時間（当直前後の勤務時
間を含む）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 医師の当直時の休憩時間は、「2時間超4時間以下」が34.8%で最多であり、続いて「0時間超2時間以下」が22.5%、「8時間超」が14.1%と
なっている。平均値は3.7時間である。

医師の当直時の休憩時間

病院調査－29

2.6

13.7

13.2

45.0

48.1

22.5

25.4

18.5

34.8

6.5

5.7

11.4

5.8

3.9

3.9

14.7

10.0

14.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1071)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

0時間 0時間超2時間以下 2時間超4時間以下 4時間超6時間以下 6時間超8時間以下 8時間超

問19．労働基準法上の労働時間に関する規制は、労働者からの申告等により把握された副業・兼業による労働時間を通

算して適用されます。これに関連して、職員の副業・兼業を把握していますか。（主として該当するもの１つにチェックをして
ください）

 職員の副業・兼業について、「許可制を用いて把握している」が32.0%、「届け出制を用いて把握している」が12.3%、「その他、自己申告に
より把握している」が26.2%であった。「把握していない」は12.4%、「副業・兼業を認めていない」は31.3%であった。

病院調査－30

12.3 32.0 10.9

1.1

12.4 31.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=1768)

届出制を用いて把握している 許可制を用いて把握している

その他、自己申告により把握している 副業・兼業先との連携により把握している

把握していない 副業・兼業を認めていない
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問19-1．問19で、「1．届け出制を用いて把握している」「2．許可制を用いて把握している」「3．その他、自己申告により把
握している」「4．副業・兼業先との連携により把握している」に回答した方に伺います。
職員の副業・兼業について、どこまで把握していますか。（該当するもの１つにチェックをしてください）

病院調査－31

 職員の副業・兼業について、「副業・兼業の有無、勤務先、及び労働時間の予定」が44.0%で最多であり、続いて「副業・兼業の有無、及び
勤務先」が28.5%、「副業・兼業の有無のみ」が16.4%となっている。

16.4 28.5 44.0 11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=995)

副業・兼業の有無のみ把握している

副業・兼業の有無、及び勤務先を把握している

副業・兼業の有無、勤務先、及び労働時間の予定を把握している

副業・兼業の有無、勤務先、労働時間の予定、及び労働時間の実績を把握している

問20．正規職員である短時間勤務の医師も当直（宿直・日直）を行っていますか。（該当するもの1つに
チェックをしてください）

病院調査－32

8.4

8.9

8.9

2.7

2.5

2.9

1.2

0.6

0.8

25.3

27.8

28.3

62.5

60.2

58.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1580)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

当直（宿直・日直）を行っている 宿直は行っていないが日直を行っている

日直は行っていないが宿直を行っている 当直（宿直・日直）を行っていない

正規職員である短時間勤務の医師はいない

 短時間勤務の医師の当直（宿著・日直）について、「正規職員である短時間勤務の医師はいない」が58.9%で最多であり、短時間勤務の医
師がいるうち、「当直（宿直・日直）を行っていない」が28.3%、「当直（宿直・日直）を行っている」が8.9%であった。
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問21．正規職員である短時間勤務の看護職も夜勤を行っていますか。（該当するもの1つにチェックをしてく
ださい）

 短時間勤務の看護職の夜勤について、「正規職員である短時間勤務の看護職はいない」が37.8%で最多であり、短時間勤務の看護師がい
るうち、「行っている」が19.6%、「行っていない」が42.6%であった。

病院調査－33

18.0

17.5

17.2

19.6

82.0

44.7

45.5

42.6

37.8

37.3

37.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=2003)

令和元年度

(n=1584)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

行っている 行っていない 正規職員である短時間勤務の看護職はいない

(単位：％)

問22．令和2年度の年間所定休日日数を教えてください。（数字を入力）

 年間所定休日日数は、「72日超120日以下」が57.4%で最多であり、続いて「120日超144日以下」が40.7%なっている。

病院調査－34

1.0

0.4

1.0

59.6

57.2

57.4

39.5

41.2

40.7

1.2

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1536)

令和2年度

(n=1224)

令和3年度

(n=1768)

52日超72日以下 72日超120日以下 120日超144日以下 144日超
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問23．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の、令和2年度の年次有給休暇取得率を教えてください。
（数字を入力）

 医師の年次有給休暇取得率は、「30%以上40%未満」が20.5%で最多であり、続いて「20%以上30%未満」が16.7%、 「40％以上50%未
満」が13.9%となっている。

 経年で比較すると、「10%未満」および「10%以上20%未満」の割合が減少しており、30%以上の割合が増加していることから、有給休暇取
得率が向上していることがうかがえる。

病院調査－35

16.5

13.2

11.1

18.2

11.8

11.3

19.8

18.8

16.7

13.5

16.4

20.5

10.4

11.2

13.9

7.7

11.7

9.9

4.3

5.0

5.7

3.1

3.8

3.5

2.2

3.0

2.5

4.3

5.2

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1434)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

10%未満 10％以上20％未満 20％以上30％未満 30％以上40％未満 40％以上50％未満

50％以上60％未満 60％以上70％未満 70％以上80％未満 80％以上90％未満 90％以上

医師の年次有給休暇取得率

問23．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の、令和2年度の年次有給休暇取得率を教えてください。
（数字を入力）

 看護職の年次有給休暇取得率は、「60%以上70%未満」が17.3%で最多であり、続いて「80%以上90%未満」が16.0%、 「50%以上60%未
満」が15.9%なっている。

 経年で比較すると、50％未満の割合が減少しており、50%以上の割合が増加していることから、有給休暇取得率が向上していることがうか
がえる。

病院調査－36

1.1

2.3

1.4

3.4

2.2

1.6

5.7

4.6

3.7

12.7

9.4

8.1

13.6

16.2

14.9

15.2

14.4

15.9

15.2

15.3

17.3

11.7

12.4

16.0

11.9

12.9

12.2

9.4

10.4

8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1515)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

10%未満 10％以上20％未満 20％以上30％未満 30％以上40％未満 40％以上50％未満

50％以上60％未満 60％以上70％未満 70％以上80％未満 80％以上90％未満 90％以上

看護職の年次有給休暇取得率
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問24．育児休業制度に関する規定の有無について教えてください。（該当するもの１つにチェックをしてくだ
さい）

病院調査－37

 育児休業制度に関する規定について「ある」が99.0%となっており、ほぼ全ての病院で育児休業制度に関する規定がある。

99.0

0.5

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=1768)

ある ない わからない

問25．令和元年8月1日から令和2年7月31日までの期間で、在職中に本人又は配偶者が出産した医師がいますか。（男女
それぞれについて、該当するもの１つにチェックをした上で、「1．いる」の場合は人数を記載してください）

病院調査－38

 令和元年8月1日から令和2年7月31日までに、本人または配偶者が出産した医師の有無について、男性は24.0%、女性は22.5%となって
いる。

24.0

22.5

67.3

74.7

8.7

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=1768)

女性

(n=1768)

いる いない わからない
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問25-1．問25「令和元年8月1日から令和2年7月31日までの期間で、在職中に本人又は配偶者が出産した医師がいます
か。」で「1．いる」と回答した方に伺います。
問25に該当する医師のうち、令和3年8月1日までの期間に、育児休業を開始した医師はいますか。（男女それぞれについ
て該当するもの1つにチェックをした上で、「1．いる」の場合は人数を記載してください）

病院調査－39

 令和元年8月1日から令和2年7月31日までに、本人または配偶者が出席した医師のうち、育児休業を開始した医師は、男性が17.9%、女
性は86.4%となっている。対象者の育児休業取得には男女に差が見られる。

17.9

86.4

81.9

13.1

0.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=425)

女性

(n=397)

いる いない わからない

問26．貴院における医師の育児休業取得についてどのようなことを課題と認識していますか。（該当するも
のすべてにチェックをしてください）

病院調査－40

 医師の育児休業取得に関する課題について、「代替要員の確保」が83.1%と最も多く、「医師の養成課程などキャリア形成の調整」（13.7%）、
「労働者自身が育児休業取得を希望しないことが多い」（10.1%）と続く。

(単位：％)

83.1

7.8

3.8

13.7

3.2

1.6

10.1

10.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

代替要員の確保が難しい

育児休業を取得しやすい職場の雰囲気作りや管理職の理解促進が難しい

育児休業を取得できることについての労働者の認識不足している

医師の養成課程などキャリア形成の調整が難しい

育児休業の取得要件（引き続き雇用された期間が１年以上）に該当しない場合が多い

育児休業の取得要件（子が１歳６か月になる日までに、労働契約期間が満了しており、かつ、

契約が更新されないことが明らかでないこと）に該当しない場合が多い

保育サービスの活用や家族の協力により労働者自身が育児休業取得を希望しないことが多い

その他
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問27．有期雇用労働者について、法定の育児休業取得要件を満たさない場合でも育児休業を取得可能と
する独自の制度はありますか。

病院調査－41

11.1 88.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=1768)

ある ない

 法定の育児休業取得要件を満たさない有期雇用労働者が育児休業を取得できる制度の有無について、「ある」と回答したのは（11.1%）に
とどまり、「ない」と回答した病院がほとんどを占める（88.9%）

問27-1．問27「有期雇用労働者について、法定の育児休業取得要件を満たさない場合でも育児休業を取得可能とする独
自の制度はありますか。」で「1．ある」と回答した方に伺います。

有期雇用労働者に対する独自の育児休業取得要件について教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてくださ
い。）

病院調査－42

 有期雇用労働者に対する独自の育児休業取得要件について、「継続雇用の期間に関わらず取得を認める」（68.5%）が最も多く、「子が1歳
6か月になる日までに、労働契約期間の満了かつ契約が更新されないことが明らかな者も取得可能」（25.9%）と続く。

(単位：％)

68.5

6.6

25.9

13.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

継続雇用の期間にかかわらず取得を認める

継続雇用要件の緩和

子が１歳６か月になる日までに、労働契約期間の満了かつ契約

が更新されないことが明らかな者も取得可能としている

その他

令和3年度 (n=197)
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問28．医師以外の職種で、令和2年度に育児休業を取得した男性職員は何人か教えてください。（数字を入力）
また、育児休業を取得した男性職員の職種を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

病院調査－43

 医師以外の職種で育児休業を取得した男性職員の職種は、「看護職」（33.6%）が最も多く、「理学療法士・作業療法士などリハビリテーショ
ン職」（27.2%）、「事務」（10.8％）と続く。

33.6

5.6

4.0

5.7

5.9

27.2

0.7

1.9

0.0

10.8

0.1

4.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

看護職

薬剤師

臨床検査技師

診療放射線技師

臨床工学技士

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職

管理栄養士・栄養士

MSW・PSW等ソーシャルワーカー

歯科衛生士

事務

医師事務作業補助者

その他 (n=749)

(単位：％)

問29．医療従事者の勤務環境改善に関する現状認識として、当てはまるものを教えてください。（該当する
もの1つにチェックをしてください）

 勤務環境改善に関する現状認識について、「重要な課題である」が58.4%が最多であり、「やや重要な課題である」が29.1%と続いている。

病院調査－44

57.7

53.1

60.6

60.4

58.4

32.8

33.0

23.9

27.3

29.1

8.5

12.1

12.6

10.0

10.4

0.9

1.8

2.9

2.3

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=965)

平成29年度

(n=2197)

令和元年度

(n=1599)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

重要な課題である やや重要な課題である あまり重要な課題ではない 重要な課題ではない
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問29-1．問29「医療従事者の勤務環境改善に関する現状認識として、当てはまるものを教えてください」で
「1．重要な課題である」又は「2．やや重要な課題である」と回答した病院にお尋ねします。問29について、
そのように認識する理由を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 勤務環境改善が重要だと認識した理由としては、「職員の業務負担軽減のため」が85.9%と最多であり、続いて、「職員の健康やメンタルヘ
ルスの維持・向上のため」（78.7%）、「質の高い医療の提供、質の向上のため」（74.9%）となっている。

 「職員の業務負担軽減のため」、「質の高い医療の提供、質の向上のため」、「職員の健康やメンタルヘルスの維持・向上のため」との回答
は、過去3年で増加傾向にある。

医療従事者の勤務環境改善に関し重要だと認識した理由

病院調査－45

72.5

85.9

78.7

74.9

63.7

26.6
19.3

29.7

17.7

0.3

0 20 40 60 80 100

人材の確保・定着のため

職員の業務負担軽減のため

職員の健康やメンタルヘルスの維持・向上のため

質の高い医療の提供、質の向上のため

職員のワークバランス確保のため

当然の義務であるため

医療体制の維持が困難なため

法改正に伴う対応のため

生産性の向上のため

その他

平成29年度

(n=1890)

令和元年度

(n=1351)

令和2年度

(n=1092)

令和3年度

(n=1548)

(単位：％)

問29-2．問29「医療従事者の勤務環境改善に関する現状認識として、当てはまるものを教えてください」で「3．あまり重要
な課題ではない」又は「4．重要な課題ではない」と回答した病院にお尋ねします。問29について、そのように認識する理由
を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 勤務環境改善が重要だと認識していない理由としては、「やや問題はあるが喫緊の課題ではないため」が69.1%と最多であり、続いて、「現
状で問題がないため」43.6%となっている。

 今年度調査では、「やや問題はあるが喫緊の課題ではないため」と回答する割合が高いことが特徴的である。

医療従事者の勤務環境改善に関し重要だと認識していない理由

病院調査－46

47.0

59.3

62.7

43.6

43.1

30.9

19.0

69.1

29.4

16.8

13.8

13.9

7.2

14.1

1.6

0.8

1.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=304)

令和元年度

(n=246)

令和2年度

(n=153)

令和3年度

(n=220)

現状で問題がないため やや問題はあるが喫緊の課題ではないため

勤務環境が良好なため すでに対策に取り組んでいるため

その他
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問30．医療従事者の勤務環境改善に関する取組状況について教えてください。（該当するもの1つにチェッ
クをしてください）

 勤務環境に関する取組状況について、「職種を問わず取り組んでいる」が59.2%、「一部の業種で取り組んでいる」が14.7%となっている。
 「職種を問わず取り組んでいる」と「一部の業種で取り組んでいる」を合わせた割合は、平成29年度以降大きな変化はない。

病院調査－47

58

55.8

57.3

59.8

59.2

22.9

17.1

17.3

13.6

14.7

18.7

26.2

24.4

26.1

25.4

0.4

0.8

1.1

0.5

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=966)

平成29年度

(n=2196)

令和元年度

(n=1507)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

職種を問わず取り組んでいる 一部の業種で取り組んでいる あまり取り組んでいない 全く取り組んでいない

問31．問30「医療従事者の勤務環境改善に関する取組状況について教えてください。 」で「1．職種を問わず取り組んでい
る」又は「2．一部の職種で取り組んでいる」 と回答した病院にお尋ねします。医療従事者の勤務環境改善の具体的な取組
態様について教えてください。（各項目について該当するもの1つにチェックをしてください）

 勤務環境に関する具体的な取り組み様態について、最も取組率の高いものは「勤務環境の現状の把握・分析を行っている」であり、最も取
組率の低いものは、「勤務環境改善に向けた対策と行動計画（アクションプラン）を策定している」となっている。（「その他」を除く）

 支援センターの活用は、「勤務環境改善の取組方針を表明して職員に周知している」を除き、5%未満にとどまっている。

病院調査－48

5.2

4.9

4.2

5.6

4.4

4.1

3.9
0.4

77.0

81.4

67.4

85.5

60.2

51.6

59.4

1.7

17.8

13.7

28.4

9.0

35.4

44.3

36.7

23.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

勤務環境改善の取組方針を表明して職員に周知している

経営トップが主体的に関与して組織的に取り組んでいる

勤務環境改善のための推進体制（委員会・プロジェクトチーム、専門部署・専任担

当者等）を設置している

勤務環境の現状の把握・分析を行っている

勤務環境改善に向けた達成目標を設定している

勤務環境改善に向けた対策と行動計画（アクションプラン）を策定している

取組の達成状況や成果を確認・評価し、目標や計画の見直し、取組方法の改善等に

つなげている

その他

取り組んでおり、勤改センターを活用している 取り組んでいるが、勤改センターを活用していない

取り組んでいない
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問31-1．問31の項目5「勤務環境改善に向けた達成目標を設定している」に取り組んでいる病院にお尋ね
します。どのような目標を設定していますか。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 勤務環境改善に関する取組の目標について、「時間外労働時間の削減」が78.1%で最多であり、続いて、「休暇取得率の上昇」が76.4%、
「業務の負担軽減・効率化」が70.3%と続いている。

 特に「業務の負担軽減・効率化」「休暇取得率の向上」については、目標設定の項目として年々増加している。

病院調査－49

78.1

76.4

70.3

26.9

34.5

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

時間外労働時間の削減

休暇取得率の上昇

業務の負担軽減・効率化

職員満足度の向上

離職率の低下

その他

平成29年度

(n=695)

令和元年度

(n=673)

令和2年度

(n=590)

令和3年度

(n=844)

(単位：％)

問32．問30で「3．あまり取り組んでいない」又は「4．全く取り組んでいない」と回答した病院にお尋ねします。医療従事者の
勤務環境改善にあまり又は全く取り組んでいない理由を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 勤務環境改善にあまり又は全く取り組んでいない理由について、「人員や時間に余裕がないため」が49.5%で最多であり、続いて、「これか
ら取組を始める段階であるため」が28.6%、「現在の勤務環境が整っており取り組む必要がないため」が16.3%と続いている。

 前年と比較して「これから取組を始める段階であるため」が減少している。一方、「どのように取り組めばよいか分からないため」「費用がか
かるため」が増加している。

病院調査－50

49.5

28.6

16.3

16.3

16.1

27.5

3.5

2.6

0 10 20 30 40 50 60

人員や時間に余裕がないため

これから取組を始める段階であるため

現在の勤務環境が整っており取り組む必要がないため

どのように取り組めばよいかわからないため

費用がかかるため

現状問題がない

その他

特に理由はない

平成29年度

(n=588)

令和元年度

(n=378)

令和2年度

(n=331)

令和3年度

(n=461)

(単位：％)
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問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる
（％）

効果が高い（％）

１ 時間外労働時間の削減に取り組んでいる 84.4% 59.7%

2 1回当たりの最長勤務時間の削減に取り組んでいる 36.3% 14.5%

3 年次有給休暇をはじめとする休暇の取得を促進している 92.3% 79.6%

4
夜勤負担の軽減（夜勤明けの早帰りの推進、夜勤者の配置人数の見直し、夜勤回数の制限、仮
眠時間の確保等）を行っている

62.7% 31.2%

5 夜勤専従者への配慮（夜勤の時間・回数の制限等）を行っている 43.8% 20.4%

6 夜勤・交代制勤務の勤務間隔を適切に管理している 67.4% 31.6%

7 労働時間設定改善に関する労使間の話し合いの機会を設けている 31.2% 9.4%

8 勤務間インターバル制度を導入している 10.4% 5.1%

 労働時間管理について、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「年次有給休暇をはじめとする休暇の取得
を促進している」（92.3%／79.6%）、最も低いものは、「勤務間インターバル制度を導入している」（10.4%／5.1%）である。

労働時間管理

病院調査－51

「8．勤務間インターバル制度を導入している」で「取り組んでいる」と回答した方は、インターバルの時間を
記入してください。

 勤務間インターバルの時間は、多い順に「11時間超～16時間以下」（36.1%）、「9時間超～11時間以下」（29.5%）、「16時間超」（15.3%）と
なっている。平均値は14.4時間である。

病院調査－52
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3.3
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29.5
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(n=104)

令和2年度

(n=131)

令和3年度

(n=183)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超9時間以下 9時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超
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人数（平均） 調査数

医療事務作業補助者 9.5人 1,449

看護補助者 26.3人 1,449

令和3年度調査

「9．補助職（医師事務作業補助者、看護補助者等）を配置している」で「取り組んでいる」と回答した方は、
令和3年6月30日現在の補助職の人数を記入してください。

人数（平均） 調査数

医療事務作業補助者 9.1人 1,012

看護補助者 26.1人 1,012

（参考）令和2年度調査

 医療事務作業補助者と看護補助者の人数の平均は、それぞれ医療事務作業補助者9.5人、看護補助者26.3人であった。

病院調査－53

取り組んでいる（％） 効果が高い（％）

9 補助職（医師事務作業補助者、看護補助者等）を配置している 82.0% 72.3%

10
正職員について多様な勤務形態（短時間勤務、短日勤務、交代制勤務、フレックスタイム制など）
を活用している

54.7% 32.7%

11
当直（宿直・日直）明けの勤務者に対する配慮を行っている（連続当直を行わない、当直明けに
日勤を入れない等）

70.3% 43.7%

12 夜勤、緊急時対応、オンコール対応等に対する給与・手当等の処遇を充実・改善している 57.2% 21.7%

13 チーム医療や多職種連携（業務分担・連携の強化等・タスクシフト）により負担軽減を図っている 59.8% 29.0%

14 電子カルテやデジタル端末等のICT、IOT技術を活用した業務効率化・省力化に取り組んでいる 58.5% 31.2%

15 募集・採用を強化するための取組を実施している 49.5% 15.8%

16 地域の医療機関との連携（オープンシステム、外来機能の分担等）を推進している 27.0% 8.1%

 勤務負担軽減について、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「補助職（医師事務作業補助者、看護補助
者等）を配置している」（82.0%／72.3%）、最も低いものは、「地域の医療機関との連携（オープンシステム、外来機能の分担等）を推進して
いる」（27.0%／8.1%）である。

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

勤務負担軽減

病院調査－54
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「14．電子カルテやデジタル端末等のICT、IOT技術を活用した業務効率化・省力化に取り組んでいる」で「取り組んでいる」
と回答した方は、導入したもののなかで最も効果が高いと考えられる技術を教えてください。（該当するもの1つにチェックを
してください）

 導入したICT、IOT技術のなかで最も効果が高いと考えられる技術としては、「電子カルテ、オーダリングシステム、看護記録システム等の医
療情報システムの導入・活用」が92.1%と、ほとんどの病院から評価されている。

病院調査－55

92.1

91.0

3.9

4.7

2

1.9

0.9

1.2

0.2

0.3

0.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=661)

令和3年度

(n=1034)

電子カルテ、オーダリングシステム、看護記録システム等の医療情報システムの導入・活用

Ipad等のデジタルデバイスの導入

バイタルサイン測定装置の導入

音声入力システムの導入

位置情報システムの導入

RFIDタグの導入

その他

取り組んでいる（％） 効果が高い（％）

17 職員に健康診断を受診するよう働きかけている 98.0% 71.9%

18 健康診断の事後措置（医療上の措置、就業上の措置、保健指導等）を実施している 84.0% 39.0%

19 職員の健康教育や身体的健康対策（生活習慣病対策等）に取り組んでいる 52.3% 15.8%

20 職員のメンタルヘルス教育研修を実施している 52.9% 15.5%

21 「心の健康づくり計画」を策定し、組織的・計画的にメンタルヘルス対策の取組を行っている 30.3% 7.9%

22 長時間労働者に対する面接指導を実施している 48.3% 13.6%

23
職業感染（結核・インフルエンザ等呼吸器感染、HBV，HCV，HIVの針刺し切創対策、ワクチン
等）に取り組んでいる

92.3% 57.2%

24
有害化学物質（抗がん剤、エチレンオキシド、キシレン、ホルムアルデヒドの取扱い等）のばく
露予防に取り組んでいる

44.3% 12.9%

25 作業管理・作業環境対策（腰痛対策や眼精疲労対策等）に取り組んでいる 35.6% 8.4%

26 産業医を選任し、職員に周知している 90.2% 36.1%

 職員の健康支援について、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「職員に健康診断を受診するよう働きか
けている」（98.0%／71.9%）、最も低いものは、「「心の健康づくり計画」を策定し、組織的・計画的にメンタルヘルス対策の取組を行ってい
る」（30.3%／7.9%）である。

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

職員の健康支援

病院調査－56
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取り組んでいる
（％）

効果が高い
（％）

27 男性職員に育児休業を取得するよう積極的に働きかけている 23.8% 6.3%

28 法定以上の育児休業制度、子の看護休暇制度（男性職員・女性職 員ともに対象）を導入している 44.5% 28.4%

29 院内保育所や提携保育所等を整備している 50.6% 41.5%

30 保育サービス（病児保育や夜間預かり保育等）を実施している 27.9% 19.3%

31 院内や近隣に学童保育を整備している 6.4% 3.5%

32 学童期の子どもを有する職員に対する支援制度を設けている 15.4% 8.6%

33 本人の希望に応じて、子育て中の医師の当直を免除している 38.7% 16.3%

34 介護短時間勤務制度を導入している 55.3% 9.4%

35 法定以上の介護休業制度、介護休暇制度（男性職員・女性職員ともに対象）を導入している 29.8% 8.6%

36 法定以上の子育て・介護中の職員に対する夜勤・時間外労働免除（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 25.2% 9.5%

37 子育て・介護等を行っている職員が雇用形態や勤務形態を選択可能な制度を整備している 50.9% 23.0%

38 保育・介護サービス利用料の補助制度（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 14.6% 6.1%

39 子育て・介護その他の事情により退職した職員に対する再雇用の制度を設けている 17.3% 3.6%

40
子育て・介護を含む生活面との両立支援・ワークライフバランスに関する相談窓口の設置や専門スタッフの配置を
行っている

13.4% 3.6%

41 その他の子育て・介護との両立支援の制度・取組（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 9.4% 3.4%

 仕事と子育て・介護等の両立支援について、取り組んでいる割合が最も高いものは「介護短時間勤務制度を導入している」（55.3%）、最も
低いものは、「院内や近隣に学童保育を整備している」（6.4%）である。

 効果が高いと感じている割合が高いものは、「院内保育所や提携保育所等を整備している」（41.5%）、最も低いものは「院内や近隣に学童
保育を整備している」（3.5%）である。（「その他」を除く）

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

仕事と子育て・介護等の両立支援

病院調査－57

「37．子育て・介護等を行っている職員が雇用形態や勤務形態を選択可能な制度を整備している」で「取り組んでいる」と回
答した方は、整備している制度を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 子育て・介護等の両立支援のために整備している雇用形態や勤務形態は、「短時間勤務」が96.7%と圧倒的に多い。それ以外の整備状況
については「短日勤務」（21.7%）、「交代制勤務」（10.2%）、「フレックスタイム制」（10.0%）となっている。

病院調査－58
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取り組んでいる（％） 効果が高い（％）

42
職員へのいじめ・ハラスメントや患者等からの暴言・暴力・クレームへの対応窓口を設置して
いる

75.9% 23.8%

43
職員へのいじめ・ハラスメント対策や患者等からの暴言・暴力・クレームへの対策に関する研
修や、当該研修への職員参加の支援を行っている

52.3% 13.2%

 職員のいじめ・ハラスメント等対策について、「職員へのいじめ・ハラスメントや患者等からの暴言・暴力・クレームへの対応窓口を設置して
いる」（75.9%／23.8%）が、「職員へのいじめ・ハラスメント対策や患者等からの暴言・暴力・クレームへの対策に関する研修や、当該研修
への職員参加の支援を行っている」（52.3%／13.2%）に比べ、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が共に高い結果であっ
た。

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

職員のいじめ・ハラスメント等対策

病院調査－59

取り組んでいる（％）効果が高い（％）

風土・環境整備

44 職員の働く満足度の調査を行っている 35.5% 10.6%

45 職員向けに、院内に仮眠室や休憩室等を整備している 72.9% 19.8%

46
院内での職員のコミュニケーションの機会を設定・拡充している（職員旅行、イ
ベント等）

45.8% 16.5%

47 職員の地域活動への支援（ボランティア活動支援等）を実施している 20.2% 2.9%

人材の定着化

48 定期的職員の希望を把握し、配置や業務面の配慮をしている 52.8% 17.2%

49 複数主治医制を採用している 17.8% 5.2%

 風土・環境整備について、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「職員向けに、院内に仮眠室や休憩室等
を整備している」（72.9%／19.8%）、最も低いものは、「職員の地域活動への支援（ボランティア活動支援等）を実施している」（20.2%／
2.9%）である。

 人材の定着化について、 、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合は共に、「定期的職員の希望を把握し、配置や業務面の配
慮をしている」（52.8%／17.2%）が、「複数主治医制を採用している」（17.8%／5.2%）に比べ高い結果であった。

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

風土・環境整備／人材の定着化

病院調査－60
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取り組んでいる（％） 効果が高い（％）

50 施設外の研修への参加を支援している 83.3% 44.0%

51 学会への参加者に対し、勤務を免除する、通常勤務の時間を短くするなどの措置をとっている 59.5% 21.8%

52
すべての職員のキャリア形成支援のために、研修や子育てとの両立支援等に関する相談窓口
の設置、情報提供等が実施されている

14.4% 3.4%

53 法人内での人事ローテーションが、キャリア形成支援の視点から実施されている 27.8% 6.3%

54 専門資格の取得を支援する制度を設けている 58.5% 24.3%

 キャリア形成支援について、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「施設外の研修への参加を支援してい
る」（83.3%／44.0%）、最も低いものは、「すべての職員のキャリア形成支援のために、研修や子育てとの両立支援等に関する相談窓口の
設置、情報提供等が実施されている」（14.4%／3.4%）である。

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

キャリア形成支援

病院調査－61

取り組んでいる（％） 効果が高い（％）

55
産休・育休復帰後のキャリア形成の支援（業務経験や研修等の機会の付与、産休・育休経験
者による相談対応等）を行っている

21.4% 4.5%

56 復職者が利用できる短時間正職員制度や有期契約職員制度が導入されている 47.0% 17.2%

57
産休・育休中の職員の円滑な復職の支援（e-learning、実技実習、託児所を併設した勉強会
等）を行っている

17.8% 5.3%

 休業後のキャリア形成支援について、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「復職者が利用できる短時間
正職員制度や有期契約職員制度が導入されている」（47.0%／17.2%）である。

 取り組んでいる割合が最も低いものは、「産休・育休中の職員の円滑な復職の支援（e-learning、実技実習、託児所を併設した勉強会等）を
行っている」（17.8%）、効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「産休・育休復帰後のキャリア形成の支援（業務経験や研修等の
機会の付与、産休・育休経験者による相談対応等）を行っている」（4.5%）である。

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

休業後のキャリア形成支援

病院調査－62
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取り組んでいる（％） 効果が高い（％）

58 患者満足度の調査を行っている 63.3% 25.0%

59 子育て等により配慮を受ける職員とその他の職員の公平感に留意した制度を設けている 13.6% 2.4%

60 定年退職者の再雇用に積極的に取り組んでいる 86.1% 49.8%

61 医師、看護師に対し、賠償保険に加入するよう積極的に働きかけている 34.2% 9.6%

62 通常診療時間外の病状説明は避けるなど患者家族に働き方改革の理解を求めている 30.9% 8.6%

63 その他 0.6% 0.3%

 その他、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「定年退職者の再雇用に積極的に取り組んでいる」（86.1%

／49.8%）、最も低いものは、「子育て等により配慮を受ける職員とその他の職員の公平感に留意した制度を設けている」（13.6%／2.4%）
である。

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

その他

病院調査－63

問34．問33で1つでも「効果が高い」と回答した病院にお尋ねします。問33で回答した勤務環境改善の取組の効果として、
どのような経営上のメリットを感じていますか。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 勤務環境に関する取組の経営上のメリットについて、「職員の休暇取得率が増加した」が32.9%で最も多く、「職員の時間外労働が減少し
た」（28.5%）、「離職率が低下した」（18.3%）が続く。

病院調査－64

32.9

28.5

18.3

16.7

15.3

8.9

8.7

4.1

0.2

1.3

8.9

0 10 20 30 40 50

職員の休暇取得率が増加した

職員の時間外労働が減少した

離職率が低下した

人材が確保しやすくなった

職員の満足度が向上した

患者の満足度が向上した/患者の声が届きやすい環境になった

診療報酬の加算の算定ができるようになった

アクシデントが減少した/医療安全が改善・向上した

経営指標が改善した

その他

経営上のメリットは感じていない

平成28年度

(n=964)

平成29年度

(n=1305)

令和元年度

(n=985)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

(単位：％)
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問35．あなたは、「いきサポ」をご存じでしたか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 「いきサポ」の認知度について、「この調査票で知った（今まで知らなかった）」が48.9%である。
 「知っており、閲覧したことがある」と「知っているが、閲覧したことはない」を合わせた割合は、平成30年度からほぼ横ばいである。

病院調査－65

13.5

14.9

21.8

22.0

23.1

27.0

23.2

23.5

30.4

28.0

28.0

24.2

63.4

61.6

47.8

50.0

48.8

48.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=966)

平成29年度

(n=2181)

平成30年度

(n=1144)

令和元年度

(n=1581)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

知っており、閲覧したことがある 知っているが、閲覧したことはない

この調査票で知った（今まで知らなかった）

問35-1．「いきサポ」をご覧になったご感想をお聞かせください。（該当するもの1つにチェックをしてくださ
い）

 「いきサポ」の感想について、「参考になる」が72.4%で最も多い。
 「あまり参考にならない」の割合が増加しているが、令和3年度より設問の対象者を拡大したことが影響していると考えられる。

病院調査－66

9.2

11.4

6.0

7.9

10.4

6.1

83.1

83.3

85.5

83.0

76.4

72.4

7.7

5.2

8.4

8.8

13.2

20.5

0.3

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=130)

平成29年度

(n=324)

平成30年度

(n=249)

令和元年度

(n=342)

令和2年度

(n=288)

令和3年度

(n=1768)

非常に参考になる 参考になる あまり参考にならない 全く参考にならない

※令和3年度より、問35で「知っているが、閲覧したことはない」「この調査票で知った（いままで知らな
かった）」と回答した場合にも、「いきサポ」にアクセスしてもらい本設問を回答してもらう構成とした。
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問35-2．「いきサポ」で参考になるページ・情報を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてくだ
さい）

 「いきサポ」で参考になるページについては、「取組事例・提案の紹介」が46.3%で最も多く、「参考にされた取組事例・提案」（30.6%）、「資
料のダウンロード」（22.3%）と続く。

病院調査－67

10.2

30.6

46.3

22.3

13.5

16.3

10.6

5.7

4.6

11.7

6.6

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70

「検索ワードランキング」

「『参考にされた』」取組事例・提案」

「取組事例・提案の紹介」

「資料のダウンロード」

「FAQ～よくある問い合わせ～」

「役に立つ情報」の「国の施策情報」

「役に立つ情報」の「各種通知・審議会等」

「役に立つ情報」の「関係団体による取組」

「役に立つ情報」の「イベント開催案内および開催報告について」

「役に立つ情報」の「各都道府県における取組」

「役に立つ情報」の「各都道府県の医療勤務環境改善支援センター」

その他

平成28年度

(n=284)

平成29年度

(n=285)

平成30年度

(n=290)

令和元年度

(n=299)

令和2年度

(n=288)

令和3年度

(n=1768)

※令和3年度より、問35で「知っているが、閲覧したことはない」「この調査票で知った（いままで知らな
かった）」と回答した場合にも、「いきサポ」にアクセスしてもらい本設問を回答してもらう構成とした。

(単位：％)

問35-4．問35で「1．知っており、閲覧したことがある」もしくは「2．知っているが、閲覧したことはない」と回答された方にお
聞きします。あなたは、「いきサポ」を何で知りましたか。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 「いきサポ」の認知経路について、「都道府県庁又は医療勤務環境改善支援センターの紹介」が40.5%で最も多く、次いで「都道府県労働局
からの紹介」（33.7%）、「厚生労働省HPを見て」（23.3%）となっている。

 「都道府県労働局からの紹介」は、年々増加傾向にある。

病院調査－68

40.5

23.3

33.7

19.0

4.0

8.3

0 10 20 30 40 50

都道府県庁又は医療勤務環境改善支援センターの紹介

厚生労働省のHPを見て

都道府県労働局からの紹介

医療機関の新聞・雑誌、ウエブサイト、メールマガジ

ンなどを見て

同僚・知人などからの口コミ

その他

平成28年度

(n=428)

平成29年度

(n=803)

平成30年度

(n=597)

令和元年度

(n=753)

令和2年度

(n=637)

令和3年度

(n=904)

※令和3年度より、問35で「知っているが、閲覧したことはない」と回答した場合にも、「いきサポ」にアク
セスしてもらい本設問を回答してもらう構成とした。

(単位：％)
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問38．あなたは、「医療勤務環境改善支援センター」について、ご存じですか。（該当するもの1つにチェック
をしてください）

 「医療勤務環境改善支援センター」の認知度について、「すでに利用したことがある」が13.6%であり、利用したことはないとの回答が59.4%、
「知らない」が27.0%である。「すでに利用したことがある」や「利用したことはないが、活動内容を知っている」の割合が増加しており、認知度
の向上がうかがえる。

病院調査－69

2.4

4.3

8.3

8.8

9.8

13.6

22.6

26.7

29.0

33.2

31.9

33.1

27.2

27.7

29.3

29.3

29.9

26.3

47.8

41.3

33.4

28.8

28.4

27.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=966)

平成29年度

(n=2181)

平成30年度

(n=1139)

令和元年度

(n=1552)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

すでに利用したことがある

利用したことはないが、活動内容を知っている

利用したことはなく、活動内容も知らないが、名前を聞いたことがある

知らない

問39．今後の「医療勤務環境改善支援センター」の利用についての意向を教えてください。（該当するもの1

つにチェックをしてください）

 「医療勤務環境改善支援センター」の今後の利用意向について、「利用したい」（9.3%）、「利用するころを検討したい」が（34.2%）、「今のと
ころ利用は考えていない」（56.6%）と、過去調査と比べて勤改センターの利用について積極的な結果となった。

病院調査－70

3.6

4.2

4.5

5.5

6.5

9.3

31.3

30.6

28.7

21.9

27.4

34.2

65.1

65.2

66.8

72.6

66.1

56.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=965)

平成29年度

(n=2168)

平成30年度

(n=1131)

令和元年度

(n=1537)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

利用したい 利用することを検討したい 今のところ利用は考えていない
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「利用したい」・「利用することを検討したい」の理由

問40．問39「今後の「医療勤務環境改善支援センター」の利用についての意向」について、そう考える理由
を教えてください。

病院調査－71

55.3

48.3

43.2

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70

働き方に係る情報を入手するため

働き方改革を推進するため

働き方改革に係る専門的なアドバイスを受けられるため

その他
令和2年度

(n=422)

令和3年度

(n=768)

 医療勤務環境改善支援センターを利用したい／利用することを検討したい理由について、「働き方に係る情報を入手するため」（55.3%）が
最も多く、「働き方改革を推進するため」（48.3%）、「働き方改革に係る専門的なアドバイスを受けられるため」（43.2%）と続く。

(単位：％)

問40．問39「今後の「医療勤務環境改善支援センター」の利用についての意向」について、そう考える理由
を教えてください。

病院調査－72

「今のところ利用は考えていない」の理由

37.6

34.0

30.6

10.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40

現状問題がないため

利用する余裕や体制がないため

利用によって得られる効果が不明なため

勤務環境が良好なため

令和2年度

(n=823)

令和3年度

(n=1000)

 医療勤務環境改善支援センターの利用を考えていない理由について、「現状問題がないため」（37.6%）が最も多く、「利用する余裕や体制
がないため」が（34.2%）と続く。

(単位：％)
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問41．平成31年4月から一定の条件を満たせば医師・医療従事者の勤務時間短縮に資する一定の設備について、特別償
却をすることができます。この取組をご存じでしたか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 医師・医療従事者の勤務時間短縮に資する一定の設備について特別償却の取組みについて、知っているとの回答は5.2%にとどまり、前年
度（4.0%）に比べて微増しているが、依然認知度は低い。

病院調査－73

0.1

0.1

0.5

2.4

3.9

4.7

26.6

33.2

35.4

70.9

62.9

59.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1529)

令和2年度

(n=1245)

令和3年度

(n=1768)

知っており利用した 知っており、利用を検討している 知っているが、利用は検討していない 初めて聞いた
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有床診療所調査
■調査結果 サマリー

＜労働時間・働き方＞
 フルタイム勤務正規職員の月平均時間外労働時間は、医師：37.9時間、看護職：30.9時間であり、医師・看護職ともに時間外労働時間数
は増加傾向にある。（参照：17.18）

 最長連続勤務時間の平均は、医師：9.3時間、看護師：12.4時間となっており、医師の最長連続勤務時間は短縮の兆しが見られる。（参
照：20.21）

＜休日・休暇＞
 医師の有給休暇取得率は、依然として低く取得率10％未満が半数を超える。看護職についても50%未満の割合が減少し50%以上の割合
が増加している。看護職においては有給休暇取得率は増加傾向にある。（参照：31.32）

<育児休業制度>

 在職中に本人または配偶者が出産した医師の数は男女間に大きな差は見られず、育児休業を実際に開始したかについても男女間で差
はあるものの、病院勤務医ほど顕著ではない（男女とも取得していない割合が高い）。（参照：34.35）

 医師の育児休業取得の課題として、「代替要員の確保」を指摘する有床診療所が多い。（参照：36）

＜勤務環境改善の取組＞

 医療従事者の勤務環境改善に関する現状認識として、重要な課題と認識する割合が増加傾向にある一方で、実際の取組状況はあまり進
んでいない。（参照：40.43）

 医療従事者の勤務環境改善にあまり又は全く取り組んでいない理由として、人員や時間に余裕がないことを指摘する有床診療所が多い。
（参照：46）

＜いきサポ・医療勤務環境改善支援センター＞
 「いきサポ」の認知度は平成30年度以降大きな変化は見られないが、閲覧したことがある割合は増加している。（参照：55）
 「医療勤務環境改善支援センター」の認知度は頭打ち状態にあり、利用意向についても前向きな回答の増加は見られない。（参照：59.60）

所在地

 所在地については、多い順に、 「福岡」（8.5%）、 「北海道」（6.4%）、 「熊本」（5.3%）、 「愛知」（5.0%）、「大分」（4.9%）であり、九州地方で
の回答率が比較的高い。

有床診療所調査－1
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香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄
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問1．開設主体を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 開設主体については、多い順に、「医療法人」（79.3%）、「個人」（16.2%）、「地方公共団体等」（1.4%）となっている。
 過去の調査結果と同様の傾向であり、大きな変化は見られない。

有床診療所調査－2

2.9

3.1

2.6

2.3 

3.0 

0.1 

72.1

76.0

76.2

78.8 

79.3 

23.6

19.4

20.2

17.8 

16.2 

1.1

1.5

1.0

0.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=2057)

平成30年度

(n=997)

令和元年度

(n=1167)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

国等 地方公共団体等 公的医療機関 社会保険関係団体 医療法人 個人 その他

問2．医療機能を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 医療機能については、多い順に、「急性期」（67.8%）、「慢性期」（16.4%）、「回復期」（15.4%）、「高度急性期」（0.5%）となっている。
 過去の調査結果と同様の傾向であり、大きな変化は見られない。

有床診療所調査－3

1.0

0.7 

0.5 

65.6

68.5 

67.8 

14.7

14.3 

15.4 

18.7

16.6 

16.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1146)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

高度急性期 急性期 回復期 慢性期
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問3．新型コロナウイルス感染症患者の受入れを行っていますか。（令和3年6月時点。帰国者・接触者相談
センター等から紹介のあった疑い例の患者を含む） （該当するもの1つにチェックをしてください）

 新型コロナウイルス感染症患者を「受入れている」医療機関は4.2%、「受入れを行っていない」医療機関は95.8%と、新型コロナウイルス患
者を受け入れていない医療機関がほとんどである。

有床診療所調査－4

4.6

4.2 

95.4

95.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

受け入れている 受け入れていない

問4．貴診療所においてCOVID-19ワクチン接種業務（自診療所勤務者への接種は含まず）を行っています
か。（令和3年6月時点）（該当するもの1つにチェックをしてください）

60.4 39.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=879)

行っている 行っていない

 COVID-19ワクチン接種業務を「行っている」医療機関は60.4%、「行っていない」医療機関は39.6%となっている。

有床診療所調査－5
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問5．稼働病床数と1日平均入院患者数（小数点第1位まで）を教えてください。（数字を入力）

 稼働病床数は、「15～19床」51.0%、「5～9床」20.0%、「10～14床」17.1%が上位を占める。
 過去調査と比較すると、「1～4床」や「5～9床」の割合が増えており、稼働病床数の減少傾向が特徴的である。

稼働病床数

有床診療所調査－6

9.4

14

11.9

15.5

17.7

20.0

19.2

16.4

17.1

55.9

51.8

51.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1150)

令和2年度

(n=677)

令和3年度

(n=824)

1－4床 5－9床 10－14床 15－19床

問5．稼働病床数と1日平均入院患者数（小数点第1位まで）を教えてください。（数字を入力）

 1日平均入院患者数は、6.9人であり、平成30年度以降減少傾向となっている。

1日平均入院患者数

有床診療所調査－7

8

8.2

7.4

6.7 

6.9 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

平成29年度

(n=1098)

平成30年度

(n=1097)

令和元年度

(n=1146)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

(単位：人)
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問6．標榜している診療科目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 標榜している診療科目は、「内科」（41.8%）、「産婦人科」（25.3%）、「リハビリテーション科」（23.3%）が上位3科目を占める。

有床診療所調査－8

6.4%
7.2%

3.3%
22.4%

1.5%
0.6%

13.2%
2.7%

0.6%
25.3%

5.3%
6.6%

0.1%
0.2%

23.3%
5.5%
6.7%

0.0%
0.0%
0.2%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

泌尿器科

肛門外科

脳神経外科

整形外科

形成外科

美容外科

眼科

耳鼻いんこう科

小児外科

産婦人科

産科

婦人科

腫瘍内科

緩和ケア科

リハビリテーション科

放射線科

麻酔科

病理診断科

臨床検査科

救急科

その他

41.8%
6.7%

11.7%
17.6%

3.9%
3.3%
2.8%

0.0%
6.8%

2.4%
9.1%

0.2%
13.1%

2.6%
1.8%

17.3%
0.8%
1.0%
1.8%

0.3%
3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

内科

呼吸器内科

循環器内科
消化器内科（胃腸内科）

腎臓内科

神経内科
糖尿病内科（代謝内科）

血液内科

皮膚科

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

小児科

精神科

心療内科

外科

呼吸器外科

心臓血管外科

乳腺外科

気管食道外科
消化器外科（胃腸外科）

令和3年度

問7．令和3年6月30日現時点の職員の状況について伺います。

①職員数（正規職員・非正規職員を含む（常勤換算ではありません））・②①のうち、フルタイム勤務の正規職員数
③①のうち、短時間勤務の正規職員数を教えてください。（産休・育休・休職など稼働していない職員は除く）（数字を入力）

①職員数 ②：①のうち、フルタイムの正規職員数 ③：①のうち、短時間勤務の正規職員数

全体 全体 27.8 2.7 12.0

医師 医師 18.5 0.8 8.7

看護職 看護職 5.7 1.1 2.2

（参考）令和2年度

①職員数 ②：①のうち、フルタイムの正規職員数 ③：①のうち、短時間勤務の正規職員数

全体 全体 27.6 18.3 5.5

医師 医師 2.5 0.9 1.0

看護職 看護職 12.5 9.0 2.3

 現在の職員数の平均は、全体で27.6人（フルタイム正規職員数18.3人、短時間勤務正規職員数5.5人）、医師2.5人（フルタイム正規職員数
0.9人、短時間勤務正規職員数1.0人）、看護職12.5人（フルタイム正規職員数9.0人、短時間勤務正規職員数2.3人）であった。

有床診療所調査－9

(単位：人)
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問8．令和2年度の1年間に夜勤務（三交代の準夜勤・深夜勤・二交代の夜勤）を行わない期間が１か月以
上あった看護職員数を教えて下さい。（数字を入力）

(a)1年間に夜間勤務を行わない期間が
1か月以上あった看護職員数（人）

(b)職員数：看護職（人） a/b(%)

令和元年度
(n=1106)

2.89 13.7 21.1

令和2年度
(n=742)

2.58 5.7 45.3

令和3年度 2.90 12.5 23.2

 1年間に夜間勤務を行わない期間が1か月以上あった看護職員数の平均は2.90人で、昨年度からは増加して令和元年度と同水準である。
 看護職の職員数が減少しているため、職員数に対する割合は23.2%で、令和元年度と同水準である。

有床診療所調査－10

問9．令和2年度の１年間における正規看護職の離職率を教えてください。（数字を入力）

 正規看護職の離職率は、「0%」が54.0%であり、続いて、「 0％超5％以下」12.5%、「 5%超10％以下」11.4%が上位を占める。

有床診療所調査－11

55.7

52.5

56.7

54.0

7.1

8.8

11.1

12.5

10.6

12.7

12.1

11.4

9.4

9.3

5.3

6.9

5.0

6.5

5.0

5.9

12.3

10.3

9.8

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1987)

令和元年度

(n=1177)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=824)

0% 0%超5%以下 5%超10%以下 10%超15%以下 15%超20%以下 20%超
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問10．就業規則等で定められたフルタイム勤務の医師及び看護職の週所定労働時間数（変形労働時間制の場合は、単位
期間における週当たりの平均労働時間数）を教えてください。（令和3年6月30日時点）（数字を入力）

 フルタイム医師の週所定労働時間数は、「35時間以下」が25.7%、「35時間超40時間以下」が74.3%である。平均値は、38.5時間である。
 過去調査からの傾向として、「35時間以下」の割合が増加、「35時間超40時間以下」の割合が減少しており、前年度と同じ傾向である。

医師の週所定労働時間数

有床診療所調査－12

8.0

17.4

27.2

25.7

92.0

82.6

72.8

74.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1743)

令和元年度

(n=425)

令和2年度

(n=257)

令和3年度

(n=354)

35時間以下 35時間超40時間以下

問10．就業規則等で定められたフルタイム勤務の医師及び看護職の週所定労働時間数（変形労働時間制の場合は、単位
期間における週当たりの平均労働時間数）を教えてください。（令和3年6月30日時点）（数字を入力）

 フルタイム看護職の週所定労働時間数は、「35時間以下」が13.2%、「35時間超40時間以下」が86.8%である。平均値は38.0時間である。

看護職の週所定労働時間数

有床診療所調査－13

8.0

6.4

13.6

13.2

92.0

93.6

86.4

86.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1743)

令和元年度

(n=1045)

令和2年度

(n=668)

令和3年度

(n=801)

35時間以下 35時間超40時間以下
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問10．就業規則等で定められたフルタイム勤務の医師及び看護職の週所定労働時間数（変形労働時間制の場合は、単位
期間における週当たりの平均労働時間数）を教えてください。（令和3年6月30日時点）（数字を入力）

 フルタイム勤務の夜勤専従看護職の週所定労働時間数は、「35時間以下」が74.8%、「35時間超40時間以下」が25.2%である。平均値は
14.9時間であり、前年度と同じ割合であった。

夜勤専従看護職の週所定労働時間数

有床診療所調査－14

69.1

74.8

74.8

30.9

25.2

25.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=139)

令和2年度

(n=107)

令和3年度

(n=127)

35時間以下 35時間超40時間以下

職種別労働時間管理方法

問11．労働時間の管理方法を教えてください。（次の(1)～(4)の職種ごとに、主として該当するもの１つに
チェックをしてください）

有床診療所調査－15

 医師の労働時間管理方法において、「労働時間を管理していない」が22.2％を占めるのが特徴的である。
 看護職、コメディカル、事務職員のほとんどがシステムで管理しているが、出勤簿、自己申告の割合は病院より多い。

40.8

71.4

72.5

72.3

28.1

24.0

23.1

23.0

9.0

4.1

3.9

4.4

22.2

0.5

0.6

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師

(n=591)

看護職

(n=868)

コメディカル

(n=719)

事務職員

(n=820)

タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している

出勤簿（管理簿）等を活用して上司や権限が委任された担当者が現認する形で管理している

職員の自己申告のみで管理している

労働時間を管理していない
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問11-1．問11で「1．タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している」と回答した方にお聞
きします。
具体的な管理方法を教えてください。（次の(1)～(4)の職種ごとに、主として該当するもの1つにチェックをしてください）

 医師、看護職、コメディカル、事務職員のいずれの職種でも、「タイムレコーダー・タイムカード」で勤務時間を管理している割合が85％を超
えている。

有床診療所調査－16

85.1

91.3

90.8

91.2

7.1

4.2

5.0

4.4

0.4

0.2

0.2

0.3

5.8

4.2

3.8

3.9

1.7

0.2

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師

(n=241)

看護職

(n=620)

コメディカル

(n=521)

事務職員

(n=593)

タイムレコーダー・タイムカード ICカード 電子カルテなどのログ 勤怠管理システム その他

問12．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の月平均時間外労働時間数を教えてください。（数字を
入力）

 フルタイム勤務医師の月平均時間外労働時間数は、「0時間」が43.4%、「0時間超10時間以下」が21.1%と上位を占める。平均値は37.9時
間である。

 令和元年度以降「0時間」が減少し、0時間超の割合が増加していることから、時間外労働時間数の増加がうかがえる。

医師の月平均時間外労働時間数

有床診療所調査－17

76.5

54.3

43.4

9.8

24.7

21.1

3.6

6.6

7.7

4.2

5.5

10.9

5.9

8.9

16.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1204)

令和2年度

(n=439)

令和3年度

(n=532)

0時間 0時間超10時間以下 10時間超20時間以下 20時間超50時間以下 50時間超
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問12．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の月平均時間外労働時間数を教えてください。（数字を
入力）

 フルタイム勤務看護職の月平均時間外労働時間数は、「0時間超10時間以下」が54.7%、 「0時間」が13.7%、と上位を占める。平均値は
30.9時間である。

 前年度と比較し、 0時間超の割合が増加していることから、時間外労働時間数の増加がうかがえる。

看護職の月平均時間外労働時間数

有床診療所調査－18

20.5

23.2

13.7

58.3

59

54.7

8.3

6.7

10.2

5.7

4.7

7.7

7.2

6.3

13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1204)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

0時間 0時間超10時間以下 10時間超20時間以下 20時間超50時間以下 50時間超

問13．フルタイム勤務正規職員の時間外労働手当について伺います。何に基づき、時間外労働手当を支
払っていますか。（次の(1)～(4)の職種ごとに、主として該当するもの1つにチェックをしてください）

 医師の時間外労働手当の根拠については、「タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテ等」が27.1%、「支払っていない」が
22.0%、「本人の申告時間」が19.9%となっている。

 看護職、コメディカル、事務職員の時間外労働手当の根拠については、「 「タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテ等」と「本人
の申告時間」で90%以上を占めている。

有床診療所調査－19

27.1

51.7

52.1

52.1

19.9

41.0

40.8

40.0

0.9

0.7

0.7

0.7

10.4

1.0

1.2

1.8

3.4

3.3

2.5

2.9

0.1

9.7

0.9

1.6

1.1

22.0

0.4

0.6

4.0

0.7

0.5

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（1）医師

（2）看護職

（3）コメディカル

（4）事務職員

タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテ等のログなどの客観的な記録に基づき支払っている

本人の申告時間に基づき支払っている

時間外労働の上限時間を設定し、その上限の中で支払っている

．固定残業制（年俸制含む）を採用し、決められた範囲内で残業代を支払っている

記録や申告時間とは独立して、上司・管理者等が時間外労働と認めた分を支払っている

専門業務型裁量労働制の適用によるみなし時間が法定労働時間内となっているため、時間外労働が発生しないことが通例となっている

時間外労働はないため、支払いルールを定めていない

時間外労働手当は支払っていない

その他
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問14．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における最長連続勤務時間
（当直は含まない）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における医師の最長連続勤務時間は、「8時間超13時間以下」が47.3%で最多であり、続いて「8時間以下」が40.3%となっている。
平均値は9.3時間である。

 「8時間以下」の割合が前年度より増加しており、最長連続勤務時間の短縮の兆しが見られる。

医師の最長連続勤務時間

有床診療所調査－20

23.6

22.3

28.9

40.3

63.7

61.8

58.8

47.3

5.3

9.1

6.4

4.9

3.6

3.9

3.4

3.6

1.1

1.4

0.8

2.6

2.6

1.6

1.7

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=833)

令和元年度

(n=440)

令和2年度

(n=357)

令和3年度

(n=531)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超

問14．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における最長連続勤務時間
（当直は含まない）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における看護職の最長連続勤務時間は、「8時間超13時間以下」が35.6%で最多であり、続いて「16時間超24時間以下」が35.5%、
「8時間超以下」が18.7%となっている。平均値は12.4時間である。

看護職の最長連続勤務時間

有床診療所調査－21

14.2

12.2

18

18.7

47.1

39.3

36.1

35.6

24.6

30.3

35

7.8

12.5

16.7

10.1

35.5

0.5

1

0.6

1.9

1.1

0.5

0.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=833)

令和元年度

(n=440)

令和2年度

(n=357)

令和3年度

(n=879)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超
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問15．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における当日の勤務終了から
次の勤務開始までの間隔が最も短い時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における医師の当日の勤務終了から次の勤務開始までの間隔が最も短い時間は、「11時間超16時間以下」が50.4%で最多であり、
続いて「0時間」が12.5%となっている。平均値は10.4時間である。

 前年度と比較すると「0時間」や「0時間超4時間以下」が減少、「11時間超16時間以下」が増加していることから、勤務間隔は長くなっている。

医師の勤務間隔が最も短い時間

有床診療所調査－22

4.3

3.6

19.9

18.3

7.4

6.5

8.6

3.2

12.5

11.8

10.3

7.4

11.7

12.2

11.7

13.0

61

62.5

46

50.4

3.1

3.4

3.5

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=913)

令和元年度

(n=475)

令和2年度

(n=428)

令和3年度

(n=530)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超8時間以下 8時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超

問15．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の令和3年6月の勤務割における当日の勤務終了から
次の勤務開始までの間隔が最も短い時間を教えてください。（数字を入力）

 勤務割における看護職の当日の勤務終了から次の勤務開始までの間隔が最も短い時間は、「11時間超16時間以下」が59.0%で最多であ
り、続いて「8時間超11時間以下」が13.2%、「16時間超」が15.7%となっている。平均値は13.4時間である。

看護職の勤務間隔が最も短い時間

有床診療所調査－23

0.7

0.6

3

3.0

4.5

3.6

4.3

1.9

11.5

10.8

13.7

7.2

10.4

10.1

10.8

13.2

64.7

64.4

57.4

59.0

8.2

10.6

10.8

15.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=913)

令和元年度

(n=475)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超8時間以下 8時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超
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問16．フルタイム勤務正規職員の医師の令和3年6月の当直時の最長連続勤務時間（当直前後の勤務時
間を含む）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 医師の当直時の最長連続勤務時間は、「8時間以下」が49.4%で最多であり、続いて「8時間超13時間以下」が17.9%、「24時間超36時間以
下」が11.1%となっている。平均値は11.5時間である。

 「8時間以下」および「8時間超13時間以下」の割合が増加していることから、最長連続勤務時間の減少傾向がうかがえる。

医師の当直時の最長連続勤務時間

有床診療所調査－24

11.8

16.3

49.4

26.2

36.4

17.9

21

15.6

5.6

21

18.4

10.3

14.8

7.8

11.1

5.2

5.4

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=271)

令和2年度

(n=294)

令和3年度

(n=514)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超

問16．フルタイム勤務正規職員の医師の令和3年6月の当直時の最長連続勤務時間（当直前後の勤務時
間を含む）とそのうちの休憩時間を教えてください。（数字を入力）

 医師の当直時の休憩時間は、「0時間超2時間以下」が81.2%で最多であり、続いて「2時間超4時間以下」が12.1%、「4時間超6時間以下」
が2.9%となっている。平均値は2.2時間である。

 「0時間超2時間以下」の割合が増加しており、当直時の休憩時間が確保できなくなっている傾向がうかがえる。

医師の当直時の休憩時間

有床診療所調査－25

60.2

68.1

81.2

18.9

16.8

12.1

5.2

3.7

2.9

4.8

4.8

2.3

10.8

6.6

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=249)

令和2年度

(n=487)

令和3年度

(n=478)

0時間超2時間以下 2時間超4時間以下 4時間超6時間以下 6時間超8時間以下 8時間超
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問17．労働基準法上の労働時間に関する規制は、労働者からの申告等により把握された副業・兼業による労働時間を通

算して適用されます。これに関連して、職員の副業・兼業を把握していますか。（主として該当するもの１つにチェックをして
ください）

 職員の兼業把握について割合が多い順で、 「兼業を禁止している」37.5% 、「その他、自己申告で把握している」が21.3%、「把握していな
い」20.3%であった。

有床診療所調査－26

6.8 13.4 21.3

0.7

20.3 37.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=879)

届出制を用いて把握している 許可制で把握している その他、自己申告で把握している

副業・兼業先と連携し把握している 把握していない 副業・兼業を認めていない

問17-1．問17で、「1．届出制を用いて把握している」「2．許可制を用いて把握している」「3．その他、自己申告により把握し
ている」「4．副業・兼業先との連携により把握している」に回答した方に伺います。
職員の副業・兼業について、どこまで把握していますか。（該当するもの１つにチェックをしてください）

有床診療所調査－27

 職員の兼業把握について割合が多い順で、 「副業・兼業の有無、及び勤務先」（39.9%） 、「副業・兼業の有無のみ」（35.3%）、「副業・兼業
の有無、勤務先、及び労働時間の予定」（16.7%）であった。

35.3 39.9 16.7 8.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=371)

副業・兼業の有無のみ把握している

副業・兼業の有無、及び勤務先を把握している

副業・兼業の有無、勤務先、及び労働時間の予定を把握している

副業・兼業の有無、勤務先、労働時間の予定、及び労働時間の実績を把握している
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問18．正規職員である短時間勤務の医師も当直（宿直・日直）を行っていますか。（該当するもの1つに
チェックをしてください）

 短時間勤務の医師の当直について、「正規職員である短時間勤務の医師はいない」が65.9%で最多であり、短時間勤務の医師がいるうち、
「当直を行っていない」が23.8% 「当直を行っている」が8.0%であった。

有床診療所調査－28

11.1

8.0 

8.0 

1.9

2.0 

1.9 

1.2

0.9 

0.5 

23.0

23.7 

23.8 

62.9

65.4 

65.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=953)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

当直（宿直・日直）を行っている 宿直は行っていないが日直を行っている

日直は行っていないが宿直を行っている 当直（宿直・日直）を行っていない

正規職員である短時間勤務の医師はいない

問19．正規職員である短時間勤務の看護職も夜勤を行っていますか。（該当するもの1つにチェックをしてく
ださい）

 短時間勤務の看護職の夜勤について、「正規職員である短時間勤務の看護職はいない」が50.6%で最多であり、短時間勤務の看護師がい
るうち、「行っている」が9.2%、「行っていない」が40.2%であった。

有床診療所調査－29

11.8

8.4 

9.2 

42.1

40.3 

40.2 

46.1

51.3 

50.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1144)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

行っている 行っていない 正規職員である短時間勤務の看護職はいない
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問20．令和2年度の年間所定休日日数を教えてください。（数字を入力）

 年間所定休日日数の平均は、86.72日であった。

有床診療所調査－30

94.79

103.68

87.77

86.72 

0 20 40 60 80 100 120

平成29年度

(n=1642)

令和元年度

(n=1034)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

(単位：日)

問21．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の、令和2年度の年次有給休暇取得率を教えてください。
（数字を入力）

 医師の年次有給休暇取得率は、「10%未満」が59.0%で最多であり、続いて「10%以上20%未満」が7.3%、 「90%以上」が10.1%となってい
る。

医師の年次有給休暇取得率

有床診療所調査－31

61.4

47.6

62

59.0

8.7

9.4

7

7.3

6.4

6.7

5.3

5.5

4.9

6.5

4.8

4.4

2.1

3.0

2.1

2.2

4.7

9.9

6.4

5.7

2.3

2.4

1.9

2.2

1.4

1.9

1.6

1.8

3.0

3.5

2.1

1.8

5.0

9.1

6.7

10.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=699)

令和元年度

(n=372)

令和2年度

(n=374)

令和3年度

(n=454)

10%未満 10％以上20％未満 20％以上30％未満 30％以上40％未満 40％以上50％未満

50％以上60％未満 60％以上70％未満 70％以上80％未満 80％以上90％未満 90％以上
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問21．フルタイム勤務正規職員の医師及び看護職の、令和2年度の年次有給休暇取得率を教えてください。
（数字を入力）

 看護職の年次有給休暇取得率は、「90%以上」が18.6%で最多であり、続いて「50%以上60%未満」が12.8%、 「80%以上90%未満」が
12.6%となっている。

看護職の年次有給休暇取得率

有床診療所調査－32

11.7

6.7

9.2 

8.1 

7.3

6.1

5.5 

4.1 

8.8

6.4

6.2 

6.4 

7.5

7.5

7.9 

6.6 

9.0

8.0

6.9 

7.4 

9.2

10.6

12.8 

11.6 

9.3

9.1

10.4 

10.2 

8.2

10.1

9.9 

10.5 

10.6

10.0

12.6 

10.8 

18.4

25.4

18.6 

24.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1747)

令和元年度

(n=1061)

令和2年度

(n=709)

令和3年度

(n=879)

10%未満 10％以上20％未満 20％以上30％未満 30％以上40％未満 40％以上50％未満

50％以上60％未満 60％以上70％未満 70％以上80％未満 80％以上90％未満 90％以上

育児休業制度に関する規定の有無

問22．育児休業制度に関する規定の有無について教えてください。（該当するもの１つにチェックをしてくだ
さい）

有床診療所調査－33

87.9 6.7 5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=879)

あり なし わからない

 育児休業制度に関する規定について、「あり」が87.9%、「なし」が6.7%、「わからない」が5.3%と回答している。
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本人又は配偶者が出産した医師の有無

問23．令和元年8月1日から令和2年7月31日までの期間で、在職中に本人又は配偶者が出産した医師がいますか。（男女
それぞれについて、該当するもの１つにチェックをした上で、「１．いる」の場合は人数を記載してください）

有床診療所調査－34

2.2

4.0

96.1

94.8

1.7

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度男性

(n=879)

令和3年度女性

(n=879)

いる いない わからない

 本人又は配偶者が出産した医師について、男女とも「いない」が90%を超えている。

育児休業を開始した医師

問23-1．問23で「1．いる」と回答した方に伺います。
問23に該当する医師のうち、令和３年8月１日までの期間に、育児休業を開始した医師はいますか。（男女それぞれについ
て該当するもの1つにチェックをした上で、「１．いる」の場合は人数を記載してください）

有床診療所調査－35

15.8

25.7

84.2

68.6 5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度男性

(n=19)

令和3年度女性

(n=35)

いる いない わからない

 育児休業を開始した男性医師が「いる」と回答した割合が15.8%に対し、女性医師の割合は25.7%である。
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医師の育児休業取得に向けた課題

問24．貴診療所における医師の育児休業取得についてどのようなことを課題と認識していますか。（該当
するものすべてにチェックをしてください）

有床診療所調査－36

72.5

6.4

3.4

6.3

3.6

1.6

9.0

19.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

代替要員の確保

育児休業を取得しやすい職場の雰囲気作りや管理職の理解促進

育児休業を取得できることについての労働者の認識不足

医師の養成課程などキャリア形成の調整

育児休業の取得要件（引き続き雇用された期間が１年以上）に該当しない場合が多

い

育児休業の取得要件（子が１歳６か月になる日までに、労働契約期間が満了してお

り、かつ、契約が更新されないことが明らかでないこと）に該当しない場合が多い

労働者自身が育児休業取得を希望しないことが多い

その他

(単位：％)

 医師の育児休業取得に向けた課題について割合が多い順で「代替要員の確保」が72.5%、「その他」が19.5％、「労働者自身が育児休業取
得を希望しないことが多い」が9.0%であった。

育児休業の制度

問25．有期雇用労働者について、法定の育児休業取得要件を満たさない場合でも育児休業を取得可能とする独自の制
度はありますか。

有床診療所調査－37

7.7 92.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=879)

ある ない

 有期雇用労働者について、法定の育児休業取得要件を満たさない場合でも育児休業を取得可能とする独自の制度が「ない」と92.3%が回
答した
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有期雇用労働者に対する独自の育児休業取得要件

問25 -1．問25で「１．ある」と回答した方に伺います。

有期雇用労働者に対する独自の育児休業取得要件について教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてくださ
い。）

有床診療所調査－38

75.0

7.4

11.8

13.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

継続雇用の期間にかかわらず取得を認める

継続雇用要件の緩和

子が１歳６か月になる日までに、労働契約期間の満了かつ契

約が更新されないことが明らかな者も取得可能

その他

(単位：％)

 有期雇用労働者に対する独自の育児休業取得要件について、「雇用の継続期間にかかわらず取得を認める」が75.0%を占める。

問26．医師以外の職種で、令和2年度に育児休業を取得した男性職員は何人か教えてください。（数字を入力）
また、育児休業を取得した男性職員の職種を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

有床診療所調査－39

29.3

2.4

14.6 26.8 2.4

2.4

9.8 12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=41)

看護職 薬剤師

臨床検査技師 診療放射線技師

臨床工学技士 理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職

管理栄養士・栄養士 MSW・PSW等ソーシャルワーカー

歯科衛生士 事務

医師事務作業補助者 その他

 医師以外の職種で男性が育児休業を取得した割合が高い順で、「看護師」が12人で29.3%、「理学療法士・作業療法士などリハビリテー
ション職」が11人で26.8%、「臨床工学技士」が6人で14.6%である。
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問27．医療従事者の勤務環境改善に関する現状認識として、当てはまるものを教えてください。（該当する
もの1つにチェックをしてください）

 勤務環境改善に関する現状認識について、「重要な課題である」が41.1%が最多であり、「やや重要な課題である」が33.7%と続いている。
 「重要な課題である」と「やや重要な課題である」と回答した割合の合計は、増加傾向にある。

有床診療所調査－40

28.9

37.1

39.1 

41.1 

27.7

30.8

30.7 

33.6 

30.3

24.1

22.4 

17.9 

13.2

8.0

7.8 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1945)

令和元年度

(n=1181)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

重要な課題である やや重要な課題である あまり重要な課題ではない 重要な課題ではない

問27-1．問27で「1．重要な課題である」又は「2．やや重要な課題である」と回答した診療所にお尋ねします。
問27について、そのように認識する理由を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

※令和2年度から新たに質問項目として「医療体制の維持が困難なため」「法改正に伴う対応のため」「生産性の向上のため」を追加

 勤務環境改善が重要だと認識した理由としては、「人材の確保・定着のため」が84.6%と最多であり、続いて、「高い医療の質の提供、質の
向上のため」（70.0%）、「職員の業務負担軽減のため」（64.3%）となっている。

医療従事者の勤務環境改善に関し重要だと認識した理由

有床診療所調査－41

84.6 

70.0 

64.3 

62.0 

45.9 

28.8 

20.9 

10.4 

11.7 

0.5 

0 20 40 60 80 100

人材の確保・定着のため

質の高い医療の提供、質の向上のため

職員の業務負担軽減のため

職員の健康やメンタルヘルスの維持・向上のため

職員のワークバランス確保のため

当然の義務であるため

医療体制の維持が困難なため

法改正に伴う対応のため

生産性の向上のため

その他

平成29年度

(n=1099)

令和元年度

(n=802)

令和2年度

(n=518)

令和3年度

(n=656)

(単位：％)
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問27-2．問27で「3．あまり重要な課題ではない」又は「4．重要な課題ではない」と回答した診療所にお尋ねします。問27に
ついて、そのように認識する理由を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

※令和2年度から新たに質問項目として「勤務環境が良好なため」を追加

 勤務環境改善が重要だと認識していない理由としては、「現状で問題がないため」が73.1%と最多であり、続いて、「勤務環境が良好なた
め」（37.2%）となっている。

医療従事者の勤務環境改善に関し重要だと認識していない理由

有床診療所調査－42

37.2

73.1

13.0

12.6

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

勤務環境が良好なため

現状で問題がないため

喫緊の課題ではないため

既に対策に取り組んでいるため

その他

平成29年度

(n=840)

令和元年度

(n=376)

令和2年度

(n=224)

令和3年度

(n=223)

問28．医療従事者の勤務環境改善に関する取組状況について教えてください。（該当するもの1つにチェッ
クをしてください）

 勤務環境に関する取組状況について、「職種を問わず取り組んでいる」が50.6%、「一部の業種で取り組んでいる」が7.4%となっている。

 「職種を問わず取り組んでいる」と「一部の業種で取り組んでいる」を合わせた割合は微減しており、取組状況に前年度からの大きな変化は
見られない。

有床診療所調査－43

54.5

51.8

50.6

5.8

6.7

7.4

32.9

36.8

37.7

6.8

4.7

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1073)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

職種を問わず取り組んでいる 一部の業種で取り組んでいる あまり取り組んでいない 全く取り組んでいない



 

- 195 -  

 

問29．問28で「1．職種を問わず取り組んでいる」又は「2．一部の職種で取り組んでいる」 と回答した有床診療所にお尋ね
します。医療従事者の勤務環境改善の具体的な取組態様について教えてください。（各項目について該当するもの1つに
チェックをしてください）

 勤務環境に関する具体的な取り組み様態について、最も取組率の高いものは「経営トップが主体的に関与して組織的に取り組んでいる」で
あり、最も取組率の低いものは、「勤務環境改善に向けた達成目標を設定している」となっている。

 支援センターの活用は、いずれも2%未満にとどまっている。

有床診療所調査－44

1.4

1.4

0.8

1.2

58.4

65.2

65.2

36.3

18.0

11.1

11.7

40.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

勤務環境改善の取組方針を表明して職員に周知している

経営トップが主体的に関与して組織的に取り組んでいる

勤務環境の現状の把握・分析を行っている

勤務環境改善に向けた達成目標を設定している

取り組んでおり、勤改センターを活用している 取り組んでいるが、勤改センターを活用していない

取り組んでいない

問29-1．問29の項目4「勤務環境改善に向けた達成目標を設定している」に取り組んでいる有床診療所に
お尋ねします。どのような目標を設定していますか。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 勤務環境改善に関する取組の目標について、「休暇取得率の上昇」が76.0%で最多であり、「業務の負担軽減・効率化」が69.1%と続いて
いる。

有床診療所調査－45

76.0

68.7

69.1

41.1

54.1

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

休暇取得率の上昇

時間外労働時間の削減

業務の負担軽減・効率化

職員満足度の向上

離職率の低下

その他

令和元年度

(n=266)

令和2年度

(n=220)

令和3年度

(n=246)

(単位：％)
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問30．問28で「3．あまり取り組んでいない」又は「4．全く取り組んでいない」と回答した有床診療所にお尋ねします。医療従

事者の勤務環境改善にあまり又は全く取り組んでいない理由を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてくだ
さい）

 勤務環境改善にあまり又は全く取り組んでいない理由について、「人員や時間に余裕がないため」が52.0%で最多であり、「現状問題がな
い」が35.2%、「現在の勤務環境が整っており取り組む必要がないため」が27.9%と続いている。

 「人員や時間に余裕がないため」、「費用がかかるため」の増加が顕著であり、人員や時間、予算等が取組の課題となっていることがうかが
える。

有床診療所調査－46

44.9

36.5

15.8

12.6

8.8

6.7

5.5

27.9

49.7

15.3

9.4

14.3

1.3

35.2

19.8

52.0

17.6

9.5

16.3

3.8

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70

現状問題がない

現在の勤務環境が整っており取り組む必要がないため

人員や時間に余裕がないため

どのように取り組めばよいかわからないため

これから取組を始める段階であるため

費用がかかるため

特に理由はなし

その他

令和元年度

(n=419)

令和2年度

(n=308)

令和3年度

(n=369)

(単位：％)

問31．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる（％） 効果が高い（％）

1
正職員について多様な勤務形態（短時間勤務、短日勤務、交代制勤務、フレックスタイム制な
ど）を活用している

53.9% 43.7%

2 年次有給休暇をはじめとする休暇の取得を促進している 85.4% 71.4%

3 勤務間インターバル制度を導入している 12.2% 7.1%

4 電子カルテやデジタル端末等のICT、IOT技術を活用した業務効率化・省力化に取り組んでいる 36.7% 30.7%

5
法定以上の子育て・介護中の職員に対する夜勤・時間外労働免除（男性職員・女性職員ともに
対象）を実施している

39.6% 30.3%

6 子育て・介護等を行っている職員が雇用形態や勤務形態を選択可能な制度を整備している 45.7% 36.6%

7 保育・介護サービス利用料の補助制度（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 12.9% 9.6%

8 子育て・介護その他の事情により退職した職員に対する再雇用の制度を設けている 25.8% 13.0%

9
その他の子育て・介護との両立支援の制度・取組（男性職員・女性職員ともに対象）を実施して
いる

10.6% 8.2%

10 職員へのいじめ・ハラスメントや患者等からの暴言・暴力・クレームへの対応窓口を設置している 35.8% 13.7%

(n=742)

 勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「年次有給休暇をはじめとする
休暇の取得を促進している」（85.4%／38.9%）である。

 取り組んでいる割合が最も低いものは、「その他の子育て・介護との両立支援の制度・取組（男性職員・女性職員ともに対象）を実施してい
る」（10.6%） であり、効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「勤務間インターバル制度を導入している」（7.1%）である。

有床診療所調査－47
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問31．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいるもの、そのうち効果
が高いと評価できる取組を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

(n=742)

取り組んでいる（％） 効果が高い（％）

11
職員へのいじめ・ハラスメント対策や患者等からの暴言・暴力・クレームへの対策に関する研修や、
当該研修への職員参加の支援を行っている

21.8% 9.1%

12 職員向けに、院内に仮眠室や休憩室等を整備している 67.8% 40.5%

13 院内での職員のコミュニケーションの機会を設定・拡充している（職員旅行、イベント等） 47.3% 28.4%

14 定期的職員の希望を把握し、配置や業務面の配慮をしている 32.9% 19.1%

15 施設外の研修への参加を支援している 45.5% 24.8%

16 学会への参加者に対し、勤務を免除する、通常勤務の時間を短くするなどの措置をとっている 37.4% 20.7%

17 復職者が利用できる短時間正職員制度や有期契約職員制度が導入されている 25.6% 13.4%

18 定年退職者の再雇用に積極的に取り組んでいる 58.1% 41.2%

19 医師、看護師に対し、賠償保険に加入するよう積極的に働きかけている 24.9% 10.0%

20 通常診療時間外の病状説明は避けるなど患者家族に働き方改革の理解を求めている 20.5% 7.3%

有床診療所調査－48

 勤務環境改善に関する取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「年次有給休暇をはじめとする
休暇の取得を促進している」（85.4%／38.9%）である。

 取り組んでいる割合が最も低いものは、「その他の子育て・介護との両立支援の制度・取組（男性職員・女性職員ともに対象）を実施してい
る」（10.6%） であり、効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「勤務間インターバル制度を導入している」（7.1%）である。

「3．勤務間インターバル制度を導入している」で「取り組んでいる」と回答した方は、インターバルの時間を
記入してください。

 勤務間インターバルの時間は、多い順に「11時間超～16時間以下」（48.6%）、「16時間超」（29.0%）、「0時間超～4時間以下」（9.3%）と
なっている。平均値は16.2時間である。

有床診療所調査－49

1.9

5.7

7.9

9.3

7.1

3.9

7.5

4.3

10.5

3.7

58.6

51.3

48.6

24.3

26.3

29.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=70)

令和2年度

(n=76)

令和3年度

(n=107)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超9時間以下 9時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超
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「4．電子カルテやデジタル端末等のICT、IOT技術を活用した業務効率化・

省力化に取り組んでいる」で「取り組んでいる」と回答した方は、導入したもののなかで最も効果が高いと考えられる技術を
教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 導入したICT、IOT技術のなかで最も効果が高いと考えられる技術としては、「電子カルテ、オーダリングシステム、看護記録システム等の
医療情報システムの導入・活用」が87.0%と、高い割合を占める。

有床診療所調査－50

89.2

6.9

2.2

0.9

0.9

87.0

8.0

2.8

0.9

0.0

0.0

1.2

0 20 40 60 80 100

電子カルテ、オーダリングシステム、看護記録システム

等の医療情報システムの導入・活用

Ipad等のデジタルデバイスの導入

バイタルサイン測定装置の導入

音声入力システムの導入

位置情報システムの導入

RFIDタグの導入

その他

令和2年度

(n=232)

令和3年度

(n=323)

(単位：％)

「6．子育て・介護等を行っている職員が雇用形態や勤務形態を選択可能な制度を整備している」で「取り組んでいる」と回
答した方は整備している制度を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 子育て・介護等の両立支援のために整備している雇用形態や勤務形態は、「短時間勤務」が82.3%と圧倒的に多く、昨年度と比較しても増
加している。

有床診療所調査－51

54.9

34.9

34.3

11.2

8.8

78.3

24.5

19.7

14

6.6

82.3

26.6

21.4

12.9

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

短時間勤務

短日勤務

交代制勤務

フレックスタイム制

その他

令和元年度

(n=499)

令和2年度

(n=351)

令和3年度

(n=402)

(単位：％)
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問32．問31で1つでも「効果が高い」と回答した有床診療所にお尋ねします。問31で回答した勤務環境改善の取組の効果
として、どのような経営上のメリットを感じていますか。（該当するものすべてにチェックをしてください）

有床診療所調査－52

44.7

19.9

32.3

39.2

41.2

9.1

9.3

2.9

0.2

1.1

12.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

離職率が低下した

人材が確保しやすくなった

職員の時間外労働が減少した

職員の満足度が向上した

職員の休暇取得率が増加した

アクシデントが減少した/医療安全が改善・向上した

患者の満足度が向上した/患者の声が届きやすい環境になった

診療報酬の加算の算定ができるようになった

経営指標が改善した

その他

経営上のメリットは感じていない

令和3年度

(n=452)

(単位：％)

 勤務環境改善の取組の経営上のメリットとして、「離職率が低下した」（44.7%）が最も多く、「職員の休暇取得率が増加した」（41.2%）、「職
員の満足度が向上した」（39.2%）、「職員の時間外労働が減少した」（32.2%）と続く。

問33．貴診療所における課題として考えられるものは何ですか。（該当するものすべてにチェックをしてくだ
さい）

 診療所における課題は、「人材確保」が68.1%で最多であり、「職員のモチベーションの維持」（54.5%）、「経営（収支改善）」（42.2%）と続い
ている。

有床診療所調査－53

68.1

54.5

38.7

42.2

28.2

23.5

21.8

8.6

3.4

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

人材確保

職員のモチベーションの維持

施設の老朽化

経営（収支改善）

事業継承

労務管理

職員残業時間の改善

医療施設や介護施設との連携

病床の不足

その他

令和元年度

(n=1113)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

(単位：％)
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問33-1．問33で「4．人材確保」に回答した方に伺います。

貴診療所における人材について、人材の確保が課題となっている職種を教えてください。（該当するものすべてにチェックを
してください）

 人材の確保が課題となっている職種は、「看護師」が57.9%と圧倒的に多く、職種別には「医事課職員」（19.9%）、「医師」（14.2%）と続いて
いる。

 「夜勤のできる職員」についても、人材の確保が課題となっている。（18.3%）

有床診療所調査－54

57.9

19.9

8.9

14.2

6.6

6.7

3.3

4.7

4.0

2.0

3.5

0.6

0.7

18.3

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

看護職員

医事課職員

介護士

医師

リハビリテーション職

調理師

臨床検査技師

介護福祉士

栄養士

薬剤師

清掃員

保育士

歯科衛生士

夜勤のできる職員

その他

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

(単位：％)

問34．あなたは、「いきサポ」をご存じでしたか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 「いきサポ」の認知度について、「この調査票で知った（今まで知らなかった）」68.7%である。
 「知っており、閲覧したことがある」と「知っているが、閲覧したことはない」を合わせた割合は、わずかながら増加傾向にある。

有床診療所調査－55

3.6

3.9

6.2

5.1 

8.0

14.6

20.8

23.9

25.7 

23.3

81.9

75.3

69.9

69.1 

68.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1997)

平成30年度

(n=942)

令和元年度

(n=1161)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=879)

知っており、閲覧したことがある 知っているが、閲覧したことはない

この調査票で知った（今まで知らなかった）
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問34-1．「いきサポ」をご覧になったご感想をお聞かせください。（該当するもの1つにチェックをしてくださ
い）

 「いきサポ」の感想について、「参考になる」が73.7%で最も多い。
 「非常に参考になる」「参考になる」の割合は減少傾向にあり、「あまり参考にならない」の割合が上昇しており、否定的な感想になっている。

有床診療所調査－56

22.9

8.1

15.5

10.5

4.8

70.0

81.1

77.5

73.7

60.6

5.7

10.8

7.0

15.8

31.4

1.4

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=70)

平成30年度

(n=372)

令和元年度

(n=71)

令和2年度

(n=38)

令和3年度

(n=878)

非常に参考になる 参考になる あまり参考にならない 全く参考にならない

※令和3年度より、問34で「知っているが、閲覧したことはない」「この調査票で知った（いままで知らな
かった）」と回答した場合にも、「いきサポ」にアクセスしてもらい本設問を回答してもらう構成とした。

問34-2．「いきサポ」で参考になるページ・情報を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてくだ
さい）

 「いきサポ」で参考になるページについては、「取組事例・提案の紹介」が25.4%で最も多く、「『参考にされた』取組事例・提案」（20.4%）、
「『役に立つ情報』の国の施策情報」（13.8%）と続く。

 令和3年度調査より、今まで閲覧したことがなかった回答者にも「いきサポ」にアクセスしてもらい回答する構成としたが、「検索ワードランキ
ング」と 「『参考にされた』取組事例・提案」 」については、例年との差が小さく、関心が高くない人にも参考になると示唆される。

有床診療所調査－57

※令和3年度より、問34で「知っているが、閲覧したことはない」「この調査票で知った（いままで知らな
かった）」と回答した場合にも、「いきサポ」にアクセスしてもらい本設問を回答してもらう構成とした。

13.8

20.4

25.4

13.7

10.8

13.8

6.0

3.3

2.6

12.1

5.0

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70

「検索ワードランキング」

「『参考にされた』取組事例・提案」

「取組事例・提案の紹介」

「資料のダウンロード」

「FAQ～よくある問合せ～」

「役に立つ情報」の「国の施策情報」

「役に立つ情報」の「各種通知・審議会等」

「役に立つ情報」の「関係団体による取組」

「役に立つ情報」の「イベント開催案内および開催報告について」

「役に立つ情報」の「各都道府県における取組」

「役に立つ情報」の「各都道府県の医療勤務環境改善支援センター」

その他

平成29年度

(n=58)

平成30年度

(n=93)

令和元年度

(n=59)

令和2年度

(n=38)

令和3年度

(n=878) (単位：％)
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問34-4．問34で「1．知っており、閲覧したことがある」もしくは「2．知っているが、閲覧したことはない」と回答された方にお
聞きします。
あなたは、「いきサポ」を何で知りましたか。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 「いきサポ」の認知経路について、「都道府県庁又は医療勤務環境改善センターの紹介」が43.3%で最も多く、次いで「都道府県労働局から
の紹介」（24.0%） 、「医療機関の新聞・雑誌、ウェブサイト、メールマガジンなどを見て」（21.5%）となっている。

有床診療所調査－58

21.5

18.9

43.3

24.0

2.5

7.3

0 10 20 30 40 50

医療機関の新聞・雑誌、ウエブサイト、メールマガジ

ンなどを見て

厚生労働省のHPを見て

都道府県庁又は医療勤務環境改善支援センターの紹介

都道府県労働局からの紹介

同僚・知人などからの口コミ

その他

平成29年度

(n=342)

平成30年度

(n=233)

令和元年度

(n=336)

令和2年度

(n=229)

令和3年度

(n=275) (単位：％)

※令和3年度より、問34で「知っているが、閲覧したことはない」と回答した場合にも、「いきサポ」にアク
セスしてもらい本設問を回答してもらう構成とした。

問37．あなたは、「医療勤務環境改善支援センター」を、ご存じですか。（該当するもの1つにチェックをしてく
ださい）

 「医療勤務環境改善支援センター」の認知度について、「すでに利用したことがある」が0.9%であり、利用したことはないとの回答が40.4%、
「知らない」が58.7%であり、過去調査から大きな傾向・特徴は見られない。

有床診療所調査－59

0.4

0.7

0.9

1.1 

0.9 

7.4

9.4

12.6

12.4 

12.5 

21.4

26.2

29.8

26.8 

27.9 

70.4

63.6

56.7

59.7 

58.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1967)

平成30年度

(n=942)

令和元年度

(n=1140)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=878)

すでに利用したことがある

利用したことはないが、活動内容を知っている

利用したことはなく、活動内容も知らないが、名前を聞いたことがある

知らない
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問38．今後の「医療勤務環境改善支援センター」の利用についての意向を教えてください。（該当するもの1

つにチェックをしてください）

 「医療勤務環境改善支援センター」の今後の利用意向について、「利用したい」、「利用することを検討したい」が21.3%、「今のところ利用は
考えていない」が78.7%と、過去調査と同様に消極的な結果となっている。

有床診療所調査－60

1.8

1.1

1.1

1.9

0.8

17.8

17.0

15.5

18.9

20.5

80.4

82.0

83.4

79.2

78.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1908)

平成30年度

(n=932)

令和元年度

(n=1123)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=878)

利用したい 利用することを検討したい 今のところ利用は考えていない

「利用したい」・「利用することを検討したい」の理由

問39．問38について、そう考える理由を教えてください。

有床診療所調査－61

75.3

25.3

28.6

1.3

69.5

32.1

27.3

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

働き方に係る情報を入手するため

働き方改革を推進するため

働き方改革に係る専門的なアドバイスを受けられるため

その他

令和2年度

(n=154)

令和3年度

(n=187)

(単位：％)

 医療勤務環境改善支援センターを利用したい／利用することを検討したい理由について、「働き方に係る情報を入手するため」（55.3%）が
最も多く、「働き方改革を推進するため」（69.5%）、「働き方改革を推進するため」（32.1%）と続く。
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問39．問38について、そう考える理由を教えてください。

「今のところ利用は考えていない」の理由

有床診療所調査－62

45.1

32.8

25

12.1

42.0

33.9

26.5

10.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

現状問題がないため

利用する余裕や体制がないため

利用によって得られる効果が不明なため

勤務環境が良好なため

令和2年度

(n=588)

令和3年度

(n=691)

(単位：％)

 医療勤務環境改善支援センターの利用を考えていない理由について、「現状問題がないため」（42.0%）が最も多く、「利用する余裕や体制
がないため」が（33.9%）と続く。

問40．平成31年4月から一定の条件を満たせば医師・医療従事者の勤務時間短縮に資する一定の設備について、特別償
却をすることができます。この取組をご存じでしたか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 医師・医療従事者の勤務時間短縮に資する一定の設備について特別償却の取組みについて、知っているとの回答は3.7%であり、前年度
（2.3%）に比べて微増しているが、以前認知度は低い。

有床診療所調査－63

0.2

0.1 

0.1 

1.5
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3.6 

17.3

21.4 

21.4 

81.0

76.3 

74.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=1113)

令和2年度

(n=742)

令和3年度

(n=878)

知っており利用した 知っており、利用を検討している 知っているが、利用は検討していない 初めて聞いた
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【職員票】

医師調査
■調査結果 サマリー

＜属性＞
 令和2年度以降、年代では30代以下、キャリア年数では5年以下からの回答が増加しており、比較的若年層からの回答が得られる傾向に
ある。若年層の勤務環境に対する関心の高さが背景にある可能性がある。（調査方法をWEB調査としてスマートフォン等から回答できる
仕様としたことも影響がある可能性がある。）併せて、結果の解釈には年代やキャリア年数のバイアスについて考慮する必要がある。 （参
照：1.5）

＜労働時間・働き方＞
 フルタイム勤務正規職員の月平均時間外労働時間は、「45時間以下」の割合が年々減少しており、月平均時間外労働時間数は増加傾向
にある。（参照：16）

 労働時間の管理方法について、タイムレコーダー等の客観的な情報の活用による管理が6割で、出勤簿等で上司および担当者の現認に
よる管理や自己申告のみによる管理が3割程度存在する。（参照：14）

 令和元年度以降、宿直の回数および宿直1回当たりの実労働時間は増加傾向にあり、宿直1回当たりの拘束時間は担当職員間で差が大
きい実態がうかがえる。（参照：30.34.35）

 宿直明けの勤務割について、業務内容の軽減や短時間勤務等の措置が年々拡充されている。（参照：36）
 令和6年度から開始される勤務医の時間外労働時間上限規制について、 「時期・内容について知っており、すでに自らの働き方を見直し
始めている」については18.3%にとどまり、認知率向上および取組における課題と言える。（参照：52）

＜休日・休暇＞
 所定休日日数に対して実際に休んだ日数は、令和2年度以降改善が見られ、所定休日と実際の差が減少している。（参照：24.25）
 年次有給休暇の取得日数について、4日以下の割合が減少する一方で5日以上の割合が増加しており、取得日数は増加傾向にあるとい
える。（参照：27）

＜健康状態＞
 現在の健康状況について、 「健康である」と「どちらかというと健康である」と回答している割合は平成29年度以降、減少傾向にある。睡眠

の状況については特段悪化の傾向は見られず、勤務環境等に対する満足度と健康状態の自己評価が関係している可能性がある。（参
照：42.45）
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問1．あなたの年齢を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 「40代」からの回答が30.4％と最も多く、次いで「30代」（30.3%）、「50代」（17.7%）となっている。
 令和2年度調査と同様に、令和元年度以前に比べて「20代」、「30代」からの回答が多くなっている。

医師調査－1

4

3

4.9

4.7

8.7

9.5

29.2

29.6

26.4

26.8

31.7

30.3

36.5

40.4

31.7

36.9

30.4

30.4

23

19

23.2

23.3

18.7

17.7

7.3

8.1

13.8

8.2

10.5

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=1047)

平成29年度

(n=1993)

平成30年度

(n=2547)

令和元年度

(n=2437)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

20代 30代 40代 50代 60代以上

（単位：％）

問2．あなたの性別を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 「女性」からの回答が23.2％、「男性」からの回答が76.2％、「その他・答えたくない」の回答が0.6％である
 過去6か年の経年変化で見ると、女性の回答割合がわずかながら増加傾向にある。

医師調査－2

20.5

19.7

19.4

21.9

22.8

23.2

79.5

80.3

80.6

77.5

76.5

76.2

0

0

0.8

0.6

0.7

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=1049)

平成29年度

(n=1992)

平成30年度

(n=2524)

令和元年度

(n=2437)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

女性 男性 その他・答えたくない
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問3．あなたの主な勤務形態を教えてください。（主として該当するもの1つにチェックをしてください）

 「日勤のみ」（49.9%）がもっと多く、次いで「それ以外」（40.1%）、「2交代制（変則含む）」（7.6%）となっている。
 令和2年度と比較して、「2交代制（変則含む）」が減少し、「日勤のみ」の割合が高くなっている。

医師調査－3

0.6

0.3

11.6

7.6

0.1

0.1

1.0

43.0

49.9

41.9

40.1

1.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度(n=5870)

3交代制（変則含む） ２交代制（変則含む） 夜勤専従

夜勤シフトに入っていない 日勤のみ それ以外

わからない

問3-1．あなたには、変形労働時間制（フレックス含む）や裁量労働制が適用されていますか。

医師調査－4

7.8 7.5 65.5 19.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度(n=5870)

変形労働時間制（フレックス制含む）が適用されている 専門業務型裁量労働時間制が適用されている

いずれも適用されていない わからない

 変形労働時間制について、「いずれも適用されていない」（65.5%）が最も多く、適用されている場合は「変形労働時間制（フレックス含む）が
適用されている」 が7.8%、「専門業務型裁量労働時間制が適用されている」が7.5%と同程度である。
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問4．あなたの現職種におけるキャリア（通算経験年数）を教えてください。なお、休職をした場合は、その期
間は含めず、回答してください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

医師調査－5

1

1

3

3

1

3

2

1.0

1.2

2.5

1.4

3.1

3.2

3.7

2.8

5.5

3.6

7.4

8.7

15.9

14.5

13.2

15.0

18.6

18.6

40.5

46.4

36.4

39.8

32.8

33.0

38.3

35.2

42.5

38.3

32.8

31.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=1049)

平成29年度

(n=1993)

平成30年度

(n=2547)

令和元年度

(n=2437)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

1年未満 2年未満 3年未満 5年未満 10年未満 20年未満 20年以上

 通算経験年数について、「20年未満」（33.0%）が最も多く、次いで「20年以上」（31.7%）、「10年未満」（18.6%）となっている。
 令和2年度調査と同様に、令和元年度以前に比べて10年未満からの回答が多くなっている。

問5．現在勤務する医療機関における、あなたの勤務年数を教えてください。なお、休職をした場合は、その期間は含めず、

回答してください。また、現医療機関を一度辞めている場合は、辞める前の勤務年数は含めずに回答してください。（数字を
入力）

医師調査－6

0.2

4.6

6.1

0.0

1…

20.5

19.4

14.2

14.4

12.1

11.8

26.1

22.3

15.1

15.4

30.8

28.3

20.4

20.5

23

26.2

18.6

18.6

5.8

7.2

8.8

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1988)

令和元年度

(n=2437)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度(n=5870)

1年未満 2年未満 3年未満 5年未満 10年未満 20年未満 20年以上

 現医療機関における勤続年数について、令和2年度調査以降、特に「1年未満」が増加しており、一方で「3年未満」、「5年未満」、「10年未
満」の回答が減少している。勤続年数の短い若手医師から多く回答を得ることができた。
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問6．あなたが主に専門としている診療科（最も時間を費やしている診療科）を教えてください。（該当するも
の1つにチェックをしてください）

 専門としている診療科目は、「内科」（11.3%）、「整形外科」（7.5%）、「小児科」（6.1%）が上位3科目を占める。

医師調査－7

11.3 
3.0 

4.9 
5.6 

2.3 
2.6 
2.4 

1.5 
1.6 

0.0 
0.6 

0.2 
6.1 

5.8 
0.1 

4.3 
1.2 
1.3 

0.9 
0.1 

3.6 
3.0 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

内科

呼吸器内科

循環器内科
消化器内科（胃腸内科）

腎臓内科

神経内科
糖尿病内科（代謝内科）

血液内科

皮膚科

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

小児科

精神科

心療内科

外科

呼吸器外科

心臓血管外科

乳腺外科

気管食道外科
消化器外科（胃腸外科）

泌尿器科

0.1 
3.3 

7.5 
1.3 

0.0 
2.5 

1.8 
0.7 

5.0 
0.3 
0.4 
0.3 
0.4 

1.9 
2.1 

3.4 
0.6 

0.0 
1.7 
1.7 

0.3 
2.3 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

肛門外科

脳神経外科

整形外科

形成外科

美容外科

眼科

耳鼻咽喉科

小児外科

産婦人科

産科

婦人科

腫瘍内科

緩和ケア科

リハビリテーション科

放射線科

麻酔科

病理診断科

臨床検査科

救急科

臨床研修医

全科

その他

（単位：％）

問7．主たるご勤務先の所在地を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

医師調査－8

4.1
1.2

0.8
1.6

1.5
1.3

0.8
2.0

2.6
1.8

2.7
2.9

7.5
5.9

1.7
0.8

1.6
1.0

0.4
2.0

2.2
3.3

6.9

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

0.6
1.2

2.0
6.4

3.3
1.9

0.9
0.9

0.7
1.1

2.6
1.7

0.7
1.2

2.0
1.0

4.9
1.2
1.1

2.6
1.6

0.9
1.9

1.2

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

 回答者の主たる勤務先は、「東京都」（7.5%）、「愛知県」（6.9%）、「大阪府」（6.4%）が上位3都道府県となっている。

（単位：％）
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問8．あなたが主に勤務する医療機関の病床機能を教えて下さい。（該当するもの1つにチェックをしてくだ
さい）

 勤務している病床機能は、「急性期」（56.5％）、「高度急性期」（27.8％）、「慢性期」（9.3％）、「回復期」（6.5％）の順で多い。

医師調査－9

12.4

30.1

22.9

27.8

59.3

56.0

61.4

56.5

8.6

5.5

5.7

6.5

19.7

8.4

10.0

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

(n=2523)

令和元年度

(n=2270)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

問9．ご勤務先では、新型コロナウイルス感染症患者の受入れを行っていますか。（令和3年6月時点。帰国者・接触者相談
センター等から紹介のあった疑い例の患者を含む） （該当するものに1つチェックをしてください）

 勤務先の新型コロナ対応は、「受け入れている」が74.5％、「受け入れていない」が25.5％である。
 令和2年度調査時と比較すると、勤務先で新型コロナウイルス感染症患者を受入れている割合が増加している。

医師調査－10

67.2

74.5

32.8

25.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度(n=4908)

令和3年度(n=5870)

受け入れている 受け入れていない
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問10．あなたは、新型コロナウイルス感染症患者の診療を令和3年6月中に行いましたか。（帰国者・接触
者相談センター等から紹介のあった疑い例の患者を含む） （該当するもの1つにチェックをしてください）

 6月の新型コロナ対応について、「行った」が43.7％、「行っていない」56.3％であり、約半分が新型コロナ対応を行っている回答であった。

医師調査－11

45.9

43.7

54.1

56.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度(n=4908)

令和3年度(n=5870)

行った 行っていない

問11．あなたは、新型コロナウイルスのワクチン接種業務（医療従事者への接種を除く）を令和3年6月中に
行いましたか。（あてはまるもの全てにチェックをしてください）

医師調査－12

 ワクチン接種業務への従事について、「勤務先でのワクチン接種業務に従事した」（73.8％）が最も多く、次いで「勤務先以外（集団接種会場
等）でのワクチン接種業務に従事した」が59.3％である。「ワクチン接種業務には従事していない」と回答したのは20.3%であった。

73.8

59.3

20.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

勤務先でのワクチン接種業務に従事した

勤務先以外（集団接種会場等）でのワクチン接種業務に従事し

た

ワクチン接種業務には従事していない

(n=5870)

（単位：％）
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問12．あなたはご勤務先の就業規則等に記載されている時間外労働時間に関する規程をご存じですか。
（該当するもの1つにチェックをしてください）

 時間外労働時間に関する規定を「知っている」のは56.7％、「知らない」が43.3％である。
 令和2年度までは「知っている」の割合が増加傾向にあったが、頭打ちの結果となった。（令和3年度は勤務年数が1年以下の回答者割合が
多かったことが影響している可能性がある）

医師調査－13

39.7

47.9

54.1

60.8

56.7

60.3

52.1

45.9

39.2

43.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1993)

平成30年度

(n=2528)

令和元年度

(n=2436)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

知っている 知らない

問13．労働時間の管理方法を教えてください。（主として該当するもの1つにチェックをしてください）

医師調査－14

59.4 21.1 14.6 4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=5870)

タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している

出勤簿（管理簿）等を活用して上司や権限が委任された担当者が現認する形で管理している

職員の自己申告のみで管理している

労働時間を管理していない

 労働時間の管理方法について、「タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している」（59.4%）が最多で、
「出勤簿（管理簿）等を活用して上司や権限が委任された担当者が現認する形で管理している」（21.1％）、「職員の自己申告のみで管理し
ている」（14.6%）と続く。
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問13-1．問13で「1．タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している」と回答した方にお聞
きします。具体的な管理方法を教えてください。（主として該当するもの1つにチェックをしてください）

 客観的な記録の活用による労働時間管理のうち、「タイムレコーダー・タイムカード」（46.2%）や「ICカード」（41.7％）で把握する割合がほと
んどを占め、「勤怠管理システム（始業・終業時間をパソコンログイン情報等から自動的に記録するもの）」（10.3%）が続く。

医師調査－15

46.2 41.7 

1.1 

10.3 0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=3489)

タイムレコーダー・タイムカード

ICカード

電子カルテなどのログ

勤怠管理システム（始業・終業時間をパソコンログイン情報等から自動的に記録するもの）

その他

問14．あなたの令和3年6月の1か月間のおおよその時間外・休日労働時間数（所定労働時間を超えて勤務した時間数と
所定の休日に勤務した時間数。残業中の休憩時間など労働していない時間は除く）を教えてください。（該当するもの1つに
チェックをしてください）

 1カ月の時間外労働時間について、「45時間以下」が52.1%であり、「45時間超80時間以下」（26.4%）が続いている。
 令和3年度より「把握していない」との選択肢を追加したが、回答割合は8.4%であった。
 「45時間以下」の割合が減少傾向にあり、時間外労働時間が増加していることがうかがえる。

医師調査－16

77.9

74.7

62.3

57.5

52.1

22.1

25.3

37.7

29.4

26.4

7.4

7.6

5.8

5.6 8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=1049)

平成29年度

(n=1993)

令和元年度

(n=2437)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

45時間以下 45時間超80時間以下 80時間超100時間以下 100時間超 把握していない
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問15．あなたの令和2年度1年間のおおよその時間外・休日労働時間数（所定労働時間を超えて勤務した時間数と所定の
休日に勤務した時間数。残業中の休憩時間など労働していない時間は除く）を教えてください。（該当するもの1つにチェッ
クをしてください）

 1年間の時間外労働時間は多い順で「360時間以下」（39.9%）、「360時間超960時間以下」（29.4%）、 「960時間超1860時間以下」（9.0%）、
「1860時間超」（2.5％）であった。令和3年度より「把握していない」との選択肢を追加したが、回答割合は19.3%であった。

医師調査－17

47.1

39.9

37.9

29.4

12.4

9.0

2.5

2.5 19.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

360時間以下 360時間超960時間以下 960時間超1860時間以下 1860時間超 把握していない

問16．あなたの令和3年6月の1か月間のおおよその時間外・休日労働時間数のうち、時間外労働と申告し
なかったおおよその時間を教えてください。（すべて申告している場合は0を記入）（数字を入力）

 時間外労働時間のうち申告しなかった時間は多い順で「0時間」（52.2％）、「0時間超10時間以下」（21.9%）、「 10時間超20時間以下」
（10.6%） 、「50時間超」（8.8%） 、「20時間超50時間以下」（6.4%）であった。

 令和2年度まで「0時間」の割合が増加傾向にあったが、頭打ちとなった。10時間以下の割合は増加している。

医師調査－18

40.9

48.3

52.9

52.2

28.4

20.4

19.2

21.9

12.3

13

10.0

10.6

13.9

13.1

6.1

6.4

4.5

5.3

11.8

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1737)

令和元年度

(n=2419)

令和2年度

(n=4583)

令和3年度(n=5483)

0時間 0時間超10時間以下 10時間超20時間以下 20時間超50時間以下 50時間超
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問17．あなたの令和3年6月の1か月間の時間外労働の理由を教えてください。（該当するものすべてに
チェックをしてください）

 時間外労働の主な理由は、「患者対応、ケア」が最も多く（73.8%）、「緊急対応」（61.0%）、「事務作業（記録・報告書作成や書類の整理等）」
（59.3%）と続く。

医師調査－19

73.8 

59.3 

20.3 

36.9 

43.2 

61.0 

44.3 

40.1 

18.5 

14.7 

27.1 

5.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

患者対応、ケア

事務作業（記録・報告書作成や書類の整理等）

業務上必要とされている新人教育・指導・フォロー

入退院・転院・転棟に係る対応

患者家族への対応

緊急対応

手術や外来対応等の延長

業務上必要とされている委員会・会議・勉強会・研修会等への参加

上司の指示のある学術活動（学会発表の準備や研究等）

他職種・他機関との連絡調整

勤務開始前の準備

その他

（単位：％）

問18．あなたは、普段、時間外労働時間を時間外労働時間どおり申告していますか。（該当するもの1つに
チェックをしてください）

 時間外労働時間の申告については、「時間外労働時間とおり申告している」が44.8％、「時間外労働時間とおり申告していない」が40.7％で
あった。今年度より追加した「タイムカード等のデータにより把握されているので申告の必要がない」は14.5%であった。

医師調査－20

14.5

53.8

55.5

55.0

44.8

46.2

44.5

45.0

40.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1987)

令和元年度

(n=2436)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5780)

タイムカード等のデータにより把握されているので申告の必要がない

時間外労働時間とおり申告している

時間外労働時間とおり申告していない
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問18-1．あなたが、時間外労働時間を時間外労働時間どおり申告しない理由を教えてください。（該当する
ものすべてにチェックをしてください）

 時間外労働時間を時間外労働時間通りに申告しない理由について、「残業と認められない業務だから」 （36.5%）が最も多く、次いで「申告
するのが面倒だから」（22.4%）、「自分の都合や自分のこだわりのために残業したから」（22.3%）となっている。

医師調査－21

36.5

22.4

18.6

22.3

19.4

14.4

14.1

12.3

9.8

5.4

1

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

残業と認められない業務だから

申告するのが面倒だから

職場に残業を申告しづらい雰囲気があるから

自分の都合や自分のこだわりのために残業したから

申告できる残業時間の上限が決められているから

年俸制だから

時間外労働時間が短かったから

申告するのを忘れてしまうから

仕事が未熟で他の人より時間がかかるから

申告の方法を知らないから

その他

（単位：％）

「10．年俸制だから」を回答した場合は、ご自身の年俸には「何時間分の残業代が含まれているか」ご存じ
ですか。

医師調査－22

6.7 59.9 33.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度(n=344)

知っている 知らない 定められていない

 年俸制の看護職のうち、自身の年俸に何時間分の残業代が含まれているか「知っている」のは6.7%にとどまり、「知らない」（59.9%）が最も
多く占める。
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問19．時間外労働手当は、何に基づき支払われていますか。（主として該当するもの1つにチェックをしてく
ださい）

 「本人の自己申告に基づき支払われている」（46.5%）が最も多く、「タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテシステム等のログ
などの客観的な記録に基づき支払われている」（29.5％）が続く。「時間外労働手当は支払われていない」が6.1%となっている。

医師調査－23

29.5 46.5 3.6 5.8

2.7 1.4

4.5 6.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度(n=3412)

タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテ等のログなどの客観的な記録に基づき支払われている

本人の自己申告に基づき支払われている

時間外労働の上限時間が設定され、その上限の中で支払われている

固定残業制（年俸制含む）が採用され、決められた範囲内で残業代が支払われている

記録や申告時間とは独立して、上司・管理者等が時間外労働と認めた分が支払われている

専門業務型裁量労働制に関する労使協定によるみなし時間が、法定労働時間内となっているため、時間外労働が発生しないことが通例となっている

時間外労働がない

時間外労働手当は支払われていない

その他

所定休日日数

問20．あなたの令和3年6月の①所定休日日数及び②実際に業務を休んだ日数を教えてください。（数字を
入力）

 所定休日日数について、多い順で「8日」（59.8％）、「4～7日」（25.5%） 、「9日以上」（14.7％）である。

医師調査－24

21.7

21.8

16.9

48.7

25.5

63.6

67.4

14.3

39.5

59.8

14.7

10.8

68.8

11.8

14.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=989）

平成29年度

(n=1567)

令和元年度

(n=1821)

令和2年度

(n=3020)

令和3年度

(n=3493)

4~7日 8日 9日以上
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実際に業務を休んだ日数

問20．あなたの令和3年6月の①所定休日日数及び②実際に業務を休んだ日数を教えてください。（数字を
入力）

 実際に業務を休んだ日数について、「4~7日」（41.9%）が最も多く、次いで「8日」（16.6%）、「0日」（14.5%）となっている。平均値は7.9日で
ある。

医師調査－25

9.1

8.4

8.4

15.7

14.5

13.9

15.3

11.4

15.2

14.5

45.5

47.5

36.8

40.3

41.9

20.5

18.6

13.8

16.3

16.6

11

10.3

29.6

12.4

12.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=1013）

平成29年度

(n=1897)

令和元年度

(n=2434)

令和2年度

(n=4893)

令和3年度

(n=5850)

0日 1～3日 4～7日 8日 9日以上

年次有給休暇の付与日数

問21．あなたの令和2年度の①年次有給休暇の付与日数と②年次有給休暇取得日数を教えてください。
（数字を入力）

 年次有給休暇の付与日数について、多い順で「20日」（50.8％）、「10～19日」（48.4％）、「21日」（0.8％）である。

医師調査－26

31.2

27.7

26.8

42.1

48.4

63.3

62.4

65.5

56.6

50.8

5.5

9.9

7.7

1.3

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=744）

平成29年度

(n=947)

令和元年度

(n=1239)

令和2年度

(n=2084)

令和3年度

(n=2586)

10~19日 20日 21日
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年次有給休暇取得日数

問21．あなたの令和2年度の①年次有給休暇の付与日数と②年次有給休暇取得日数を教えてください。
（数字を入力）

 取得した年次有給休暇の日数について、「5~8日」と回答した割合は42.7％と最も多く、次いで「1~4日」（21.1%）、「0日」（17.1%）となってい
る。平均値は5.4日である。

 経年で比較すると、「0日」および「1～4日」の割合は減少傾向、「5～8日」の割合は増加しており、年次有給休暇の取得日数は増加傾向に
ある。

医師調査－27

21.9

19.8

21.1

17.5

17.7

17.1

31.9

29.1

29

28

23.5

21.1

29.1

29.7

29.4

32

40.5

42.7

9.9

12.9

11.1

13.9

11.7

12.9

6.4

6.8

8.5

7.5

6.0

5.6

0.8

1.7

1

1.1

0.6

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=969)

平成29年度

(n=1850-)

平成30年度

(n=1990)

令和元年度

(n=2435)

令和2年度

(n=4890)

令和3年度

(n=5841)

0日 1～4日 5～8日 9～12日 13～20日 21日以上

問22．あなたは主とする勤務先以外で定期的に副業・兼業を行っていますか。（該当するもの1つにチェック
をしてください）

 勤務先以外での定期的な副業・兼業を「行っている」割合は42.2%であり、「行っていない」割合は57.8％である。

医師調査－28

42.3

59.5

42.4

42.2

57.2

40.5

57.6

57.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=2437)

令和元年度

（80時間超）

(n=370)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

行っている 行ってない
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「1．行っている」を回答した場合は、1か月あたりおよそ何日、合計何時間行っていますか。

 1か月あたりの副業・兼業先での勤務時間の合計時間は、多い順で「10時間超30時間以下」（35.6%）、「10時間以下」（28.2%）、 「30時間
超50時間以下」（24.9%）、「50時間超」（11.4%）であった。平均値は27.0時間である。

医師調査－29

27.5

28.2

34.2

35.6

26.6

24.9

11.8

11.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=1981)

令和3年度

(n=2305)

10時間以下 10時間超30時間以下 30時間超50時間以下 50時間超

宿直の回数

問23．令和3年6月の当直（①宿直・②日直）・③夜勤（交代制勤務の下で夜間に行った勤務）・④オンコールの当番回数を
教えてください。①②③④それぞれについて、該当がない場合には「0（ゼロ）」と回答してください。（数字を入力）

 1か月の宿直の回数について、「3~4回」と回答している割合が33.1%と最も多く、次いで「2回」（26.8%）、1回（23.7%）となっている。
 令和元年度以降、「1回」「2回」が減少、「3～4回」「5～8回」が増加しており、宿直回数の増加傾向が見られる。

医師調査－30

21.8

26

19.2

25.3

24.5

23.7

26.6

29.9

24.6

29.9

28.5

26.8

34.4

31.3

36.8

32.6

31.7

33.1

16.1

11.3

17.3

11.1

12.7

13.6

1.1

1.5

2.2

1.1

2.6

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=806)

平成29年度

(n=1458)

平成30年度

(n=1664)

令和元年度

(n=1461)

令和2年度

(n=3067)

令和3年度

(n=3657)

1回 2回 3～4回 5～8回 9回以上



 

- 221 -  

 

日直の回数

問23．令和3年6月の当直（①宿直・②日直）・③夜勤（交代制勤務の下で夜間に行った勤務）・④オンコールの当番回数を
教えてください。①②③④それぞれについて、該当がない場合には「0（ゼロ）」と回答してください。（数字を入力）

 1か月の日直の回数について、「1回」と回答している割合が65.8%と最も多く、「2回」（19.5%）が続く。

医師調査－31

78.8

73.5

65.2

73.1

64.4

65.8

14.4

19.3

19

19.5

19.4

19.5

5.9

6.2

8.1

5.9

7.4

6.8

0.8

1

2.1

1.3

2.0

2.2

0

0

5.6

0.1

6.7

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=471)

平成29年度

(n=906)

平成30年度

(n=1049)

令和元年度

(n=1046)

令和2年度

(n=2260)

令和3年度

(n=2603)

1回 2回 3～4回 5～8回 9回以上

夜勤の回数

問23．令和3年6月の当直（①宿直・②日直）・③夜勤（交代制勤務の下で夜間に行った勤務）・④オンコールの当番回数を
教えてください。①②③④それぞれについて、該当がない場合には「0（ゼロ）」と回答してください。（数字を入力）

 1か月の夜勤の回数は、多い順に「3~4回」（29.9%）、「2回」（22.4%）、「1回」（26.2%）、「5~8回」（16.1%）、「9回以上」（5.4%）となっている。

医師調査－32

20.6

24.2

22

27.8

22.8

26.2

30.2

27.5

23.3

24

26.3

22.4

28.6

32.1

32

27.8

29.0

29.9

17.5

13.2

17

18.8

17.9

16.1

3.2

3

5.8

1.6

4.1

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=63)

平成29年度

(n=265)

平成30年度

(n=259)

令和元年度

(n=313)

令和2年度

(n=487)

令和3年度

(n=615)

1回 2回 3～4回 5～8回 9回以上
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オンコールの当番回数

問23．令和3年6月の当直（①宿直・②日直）・③夜勤（交代制勤務の下で夜間に行った勤務）・④オンコールの当番回数を
教えてください。①②③④それぞれについて、該当がない場合には「0（ゼロ）」と回答してください。（数字を入力）

 1か月のオンコール回数は、多い順に「1～5回」（46.5%）、「6～10回」（31.6%）、「11回～20回」（13.6%）、「21回以上」（8.3%）となっている。
 令和元年度以降、「1回」「2回」が減少、「3～4回」「5～8回」が増加しており、オンコールの当番回数の増加傾向が見られる。

医師調査－33

50.5

49.7

49.3

52.3

49.1

46.5

27.3

27.6

28.5

28.1

28.1

31.6

15.2

14.9

14.3

12.5

13.5

13.6

7.1

7.9

7.9

7.2

9.4

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=945)

平成29年度

(n=1056)

平成30年度

(n=1078)

令和元年度

(n=1240)

令和2年度

(n=2538)

令和3年度

(n=3069)

1～5回 ６～10回 11～20回 21回以上

宿直1回当たりの平均拘束時間数

問23で令和3年6月に宿直を行った方に伺います。
問23-1．予定されている①宿直1回あたりの平均拘束時間数と②あなたの令和3年6月の宿直1回あたりの平均実労働時
間数（患者対応など通常勤務時と同様の業務を行った時間数）を教えてください。（数字を入力）

 宿直1回当たりの平均拘束時間数は、多い順に「14時間超16時間以下」（64.6%）、「12時間以下」（17.6%）、「12時間超14時間以下」
（10.2%）、「16時間超」（7.6%）となっている。平均値は14.7時間である。

 「12時間以下」の割合は増加する一方で、「16時間超」の割合も増加しており、職員間で宿直時の拘束時間に差がある実態がうかがえる。

医師調査－34

8.1

10.2

13.7

9.8

17.6

10.2

9.2

9.4

8.2

10.2

77.2

76.3

70.5

76.2

64.6

4.5

4.3

6.4

5.7

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=778)

平成29年度

(n=1393)

平成30年度

(n=16673)

令和元年度

(n=1382)

令和3年度

(n=3633)

12時間以下 12時間超14時間以下 14時間以上16時時間以下 16時間超
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宿直1回当たりの平均実労働時間数

問23で令和3年6月に宿直を行った方に伺います。
問23-1．予定されている①宿直1回あたりの平均拘束時間数と②あなたの令和3年6月の宿直1回あたりの平均実労働時
間数（患者対応など通常勤務時と同様の業務を行った時間数）を教えてください。（数字を入力）

 宿直1回当たりの平均実労働時間数は、「2時間以下」の割合が29.8%であり、「4時間超8時間以下」（26.5%）、「2時間超4時間以下」
（21.2%）が続く。4時間以下の割合が減少しており、宿直時の平均実労働時間は増加傾向にある。平均値は6.0時間である。

医師調査－35

32.6

34.2

34.6

32.7

56.6

29.8

23.1

23.5

21.6

22

14.1

21.2

26.5

24.6

22

24.8

15.6

26.5

8.8

8

10.6

11.4

6.7

11.2

9

9.7

10.5

9.1

7.1

11.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=775)

平成29年度

(n=1448)

平成30年度

(n=1628)

令和元年度

(n=1450)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=3657)

2時間以下 2時間超4時間以下 4時間超8時間以下 8時間超12時間以下 12時間超

問23-2．宿直明けの勤務について、どのような勤務割になっていますか。（該当するもの1つにチェックをし
てください）

 宿直明けの勤務割の回答のうち、「通常勤務で、業務内容の軽減は無い」と回答した割合（65.4%）が最も多く、次いで「短時間勤務で、業
務内容の軽減は無い」（11.4%）となっている。

 「通常勤務で業務内容の軽減は無い」割合は減少傾向であり、業務内容の軽減や短時間勤務等の措置が拡充されていることがうかがえる。

医師調査－36

74

68.2

66.6

65.4

5.8

5.3

6.2

6.6

7.9

11

11.9

11.4

3.8

4.8

6.0

6.3

1.6

3.6

3.6

4.2

2.6

1.8

1.4

1.1

3.9

4.9

3.7

4.3

0.3

0.4

0.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1456)

令和元年度

(n=1461)

令和2年度

(n=3067)

令和3年度

(n=3657)

通常勤務で、業務内容の軽減は無い 通常勤務であるが、業務内容は軽減される 短時間勤務で、業務内容の軽減は無い

短時間勤務で、業務内容の軽減もされる 勤務無し（休み） その他

日によって異なる 分からない
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問24．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務の開始から勤務の終了までの時間が最も長い時間（職場に最も長くいた

時間）について伺います。①当直（宿直・日直）時間を含む、勤務割上の最長拘束時間と②その時の実際の労働時間数（休
憩を除く、宿直・日直時における勤務時間を含む）を教えてください。 （数字を入力）

 当直時間を含む、勤務割上の最長拘束時間の回答のうち、「24時間超36時間以下」 （46.3%）が最多で、「8時間超13時間以下」（15.9%）
が続く。平均値は24.7時間である。

 24時間以下の割合が増加し、24時間超の割合が減少していることから、最長拘束時間は減少傾向にあることがうかがえる。

医師調査－37

3

7.6

3.5

12.9

13.0

11

15.9

20.1

16.4

15.9

5.9

4.9

7.6

7.0

7.1

8.8

8.5

10.3

7.7

9.2

60.8

54.7

51.2

46.3

46.3

10.5

8.4

7.2

9.7

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1908)

平成30年度

(n=2368)

令和元年度

(n=2343)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超

勤務割上の最長拘束時間 （当直時間を含む）

実際の労働時間数（休憩を除く、宿直・日直時における勤務時間含む）

問24．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務の開始から勤務の終了までの時間が最も長い時間（職場に最も長くいた

時間）について伺います。①当直（宿直・日直）時間を含む、勤務割上の最長拘束時間と②その時の実際の労働時間数（休
憩を除く、宿直・日直時における勤務時間を含む）を教えてください。 （数字を入力）

 実際の労働時間のうち、「24時間超36時間以下」（24.5%）が最も多く、次いで、「16時間超24時間以下」（21.7%）となっている。平均値は
17.6時間である。

医師調査－38

6.6

13.5

21.0

20.5

19.2

27.5

21.9

22.2

10

10

7.8

8.7

28.7

23.9

21.5

21.7

33.5

24

25.2

24.5

1.9

1.1

2.6

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1847)

令和元年度

(n=2336)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超
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勤務割上の勤務間隔最短時間

問25．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務（時間外労働を含む。）の終了から次の勤務の開始までの間隔が最も短
い時間について伺います。①令和2年6月の勤務割上の最短時間と②実際の最短時間を教えてください。 （数字を入力）

 勤務日の勤務終了から次の勤務開始までの時間が勤務割上最も短い時間は「11時間超16時間以下」の53.6%が最も多く、次いで「4時間
超9時間以下」（26.2%）となっている。平均値は11.5時間である。

医師調査－39

4.2

4.2

4.6

4.9

26.8

26.2

8.2

7.8

53.2

53.6

3.1

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

0時間以下 0時間超4時間以下 4時間超9時間以下 9時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超

実際の勤務間隔最短時間

問25．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務（時間外労働を含む。）の終了から次の勤務の開始までの間隔が最も短
い時間について伺います。①令和2年6月の勤務割上の最短時間と②実際の最短時間を教えてください。 （数字を入力）

 実際の、勤務日の勤務終了から次の勤務開始までの時間が最も短い時間のうち、「4時間超9時間以下」の割合が39.1%で最も高く、次い
で「11時間超16時間以下」（29.0%）となっている。平均値は9.3時間である。

 9時間以下の割合は、平成29年度以降増加傾向にあり、勤務間隔の最短時間が短くなっている傾向がうかがえる。

医師調査－40

3.6

5.8

4

4.7

4.9

8.1

6.2

7.8

9.2

9.3

37.6

25.3

35.3

40.6

39.1

19.7

32.7

18.8

16.2

15.8

30.3

29

32.5

27.3

29.0

0.7

1

1.6

2.1

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=1010)

平成29年度

(n=1993)

令和元年度

(n=2437)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

0時間以下 0時間超4時間以下 4時間超9時間以下 9時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超
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問25-1．あなたは、問25で回答したような短い間隔になることが、月にどのくらいありますか。（該当するも
の1つにチェックをしてください）

 勤務日の勤務終了から次の勤務開始までの時間が最も短い時間の頻度について、多い順で「時々ある」（47.0%）、「めったにない」
（34.0%）、「よくある」（18.9％）であった。

医師調査－41

17.6 

18.9 

46.9 

47.0 

35.4 

34.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

よくある 時々ある めったにない

問26．あなたのこの1か月間の睡眠の状況について教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてくだ
さい）

 直近1か月の睡眠状況について、「睡眠は比較的とれていた」（43.5%）が最も多く、次いで「睡眠は十分にとれていた」（23.8%）、「どちらとも
いえない」（15.9%）が続く。

医師調査－42

24.3

22.1

20.4

23.4

23.8

54.4

57.9

48.8

43.9

43.5

16.7

15.0

15.9

16.9

16

9.6

11.8

11.1

4.4

3.9

4.5

6.0

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=1049)

平成29年度

(n=1988)

令和元年度

(n=2437)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

睡眠は十分にとれていた 睡眠は比較的とれていた どちらともいえない

睡眠はあまりとれていなかった 睡眠は不足していた
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問27．あなたは時間外労働時間を減らしたいと考えていますか。（該当するもの1つにチェックをしてくださ
い）

 労働時間の削減希望について、「減らしたい」と回答した割合が50.7％、「どちらでもよい」と回答した割合が44.5％、「減らしたくない」と回答
した割合が4.8％であった。

医師調査－43

49.9

50.7

44.7

44.5

5.3

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

減らしたい どちらでもよい 減らしたくない

「3．減らしたくない」を回答した場合、"減らしたくない“理由を教えてください（最もあてはまるもの１つに
チェックをしてください）

 時間外労働時間を減らしたくない理由のうち、「生活費を確保したい」と回答した割合が48.1％と最も多く、次いで「患者の状態を確認するこ
とが医師の責務だと思っているから」（19.1%）、「研鑽をつみたい」（17.0%）と続く。

医師調査－44

17.0 48.1 19.1 6.4 9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=283)

研鑽をつみたい

生活費を確保したい

他の人より早く帰りたくない

患者の状態を確認することが医師の責務だと思っているから

帰宅するより医療機関に居る時間を長くとった方が何かと便利だから（緊急時の対応等）

その他
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問28．あなたの現在の健康状態について教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 現在の健康状況の回答について、「健康である」（34.2％）、「どちらかというと健康である」（45.7％）である。
 上記2つの回答を合わせた割合は調査以来初めて80%を下回り、減少傾向にある。

医師調査－45

41.2

41.2

35.4

37.5

34.2

47.6

49.3

47.4

43.8

45.7

9.5

9.3

10.7

9.5

8.0

6.0

6.8

7.3

1.7

1.5

1.7

2.6

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=1049)

平成29年度

(n=1988)

令和元年度

(n=2437)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

健康である どちらかというと健康である どちらともいえない どちらかというと健康でない 健康でない

問29．あなたは令和2年度に健康診断を受診しましたか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 健康診断の受診有無について、「受診した」と回答した割合が97.4%であり、ほぼ全ての回答者が健康診断を受診している。

医師調査－46

98.6

98.8

97.0

97.4

1.4

1.2

3.0

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=1988)

令和元年度

(n=2437)

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

受診した 受診しなかった
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問29-1. 「2．受診しなかった」を回答した場合、"受診しなかった“理由を教えてください。（最も当てはまる
もの１つにチェックをしてください）

医師調査－47

48.4 12.3 10.3 5.2 11.6 5.8 6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=155)

忙しく時間が取れなかったため 面倒だったため・必要性を感じなかったため

他の健診を受けた、または受ける予定がある（人間ドック等） 産休・育休中だった

対象外だった 健康診断が実施されていなかったため

その他

 健康診断を受診しなかった理由について、「忙しく時間が取れなかったため」（48.4%）が最も多く、「面倒だったため・必要性を感じなかった
ため」（12.3%）、「他の健診を受けた、または受ける予定がある（人間ドック等）」（10.3%）と続く。（「対象外だった」（11.6%）を除く）

問30．あなたは令和2年度にストレスチェックを受検しましたか。（該当するもの1つにチェックをしてくださ
い）

 ストレスチェック受検の有無について、「受検した」と回答した割合は80.4％である。

医師調査－48

83.2

80.4

16.8

19.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

受検した 受検しなかった
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問30-1．「2．受検しなかった」を回答した場合、"受検しなかった“理由を教えてください。（最も当てはまるも
の一つにチェックをしてください）

医師調査－49

20.7 24.4 10.6 12.9 9.0 17.8 4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=1149)

忙しく時間が取れなかったため 面倒だったため・必要性を感じなかったため

受検しても改善が期待できないため ストレスをあまり感じていないため

ストレスチェックの対象外だったため ストレスチェックが実施されていなかったため

その他

 ストレスチェックを受検しなかった理由について、「面倒だったため・必要性を感じなかったため」（24,4%）が最も多く、「忙しく時間が取れな
かったため」（20.7%）、「ストレスチェックが実施されていなかったため」（17.8%）と続く。（「対象外だった」（9.0%）を除く）

問31．あなたは令和2年度に、長時間労働にかかる医師による面接指導を受けましたか。（該当するもの1

つにチェックをしてください）

 長時間労働にかかる医師による面接指導の受診有無について、「受けなかった」と回答した割合が93.8％であった。
 過去調査と比較すると、「受けた」と回答する割合が微増している。

医師調査－50

4.7

6.2

95.3

93.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

受けた 受けなかった
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問31-1．「2．受けなかった」を回答した場合、"受けなかった“理由を教えてください。（最も当てはまるもの
一つにチェックをしてください）

 長時間労働にかかる医師による面接指導を受けなかった理由について、「面接指導の対象外だったため」が43.5%であり、 「面接指導の対
象である旨の案内がなかったため」が13.6% 、「面接指導が実施されていなかったため」が13.1%を占めている。

4.8 8.7 6.2 8.0 43.0 13.6 13.1

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=5504)

忙しく時間が取れなかったため 面倒だったため・必要性を感じなかったため

受けても改善が期待できないため 心身の負担をあまり感じていないため

面接指導の対象外だったため 面接指導の対象である旨の案内がなかったため

面接指導が実施されていなかったため その他

医師調査－51

問32．令和6（2024）年4月から、勤務医に対して時間外労働上限規制（時間外・休日労働の上限を原則年960時間以下と
すること等）が適用されますが、あなたは、この内容について知っていますか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

医師調査－52

18.3 25.5 25.8 30.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=5870)

時期・内容について知っており、すでに自らの働き方を見直し始めている

時期・内容について知っているが、自らの働き方は見直していない

令和６(2024)年度から始まることは知っているが、内容までは知らない

全く知らない

 勤務医に対しての時間外労働上限規制の内容について、「全く知らない」（30.5%）が最多で、 「令和6（2024）年度から始まることは知って
いるが、内容までは知らない」（25.8%）と続く。「時期・内容について知っており、すでに自らの働き方を見直し始めている」については
18.3%にとどまっている。
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問33．勤務環境の改善に関するあなた自身の現状認識として、当てはまるものを教えてください。（該当す
るもの1つにチェックをしてください）

医師調査－53

43.3 36.3 15.3 5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=5870)

重要な課題である やや重要な課題である あまり重要な課題ではない 重要な課題ではない

 勤務環境の改善に関する現状認識について、「重要な課題である」が46.3%、「やや重要な課題である」とが37.3%であり、80%近くの医師
が勤務環境の改善の重要性を認識している。

問34．従来より、医療法に基づき、医療機関の管理者は、医療従事者の勤務環境改善に努めなければならないとされてお
り、その実施に当たっては、職員の参画を得ながら、PDCAサイクルにより計画的に取り組むよう指針が示されております
が、あなたの勤務先の医療機関では、定期的に勤務環境の改善について、話し合う機会はありますか。（該当するもの1つ
にチェックをしてください）

医師調査－54

 勤務先での勤務環境改善に関する話合いについて、 「話をする機会はない」（31.2%）が最多で、 「たまに管理職や経営陣と話し合う機会
がある」が30.7%、 「管理職や経営陣と話し合う機会はないが同僚とは話し合う」が24.9%と続く。「定期的に管理職や経営陣と話し合う機
会がある」は13.2%にとどまっている。

13.2 30.7 24.9 31.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=5870)

定期的に管理職や経営陣と話し合う機会がある

たまに管理職や経営陣と話し合う機会がある

管理職や経営陣と話し合う機会はないが、同僚とは話し合う

話をする機会はない
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労働時間管理

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる
(%)

効果が高い(%)

1 時間外労働時間の削減に取り組んでいる 55.5 15.1

2 1回当たりの最長勤務時間の削減に取り組んでいる 34.9 7.8

3 年次有給休暇をはじめとする休暇の取得を促進している 70.6 26.9

4
夜勤負担の軽減（夜勤明けの早帰りの推進、夜勤者の配置人数の見直し、夜勤回数の制限、仮眠
時間の確保等）を行っている

36.0 10.4

5 夜勤専従者への配慮（夜勤の時間・回数の制限等）を行っている 26.4 6.1

6 夜勤・交代制勤務の勤務間隔を適切に管理している 27.0 6.8

7 労働時間設定改善に関する労使間の話し合いの機会を設けている 17.8 3.0

8 勤務間インターバル制度を導入している 4.2 0.8

 働き方・休み方改善に関する取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「年次有給休暇をはじめと
する休暇の取得を促進している」（70.6%／26.9%）である。高く評価されている取組は、いずれも昨年度と同様の結果である。

 取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「勤務間インターバル制度を導入している」（4.2%／0.8%）である。

医師調査－55

「8．勤務間インターバル制度を導入している」で「取り組んでいる」と回答した方は、インターバルの時間を
記入してください。

 勤務間インターバルの時間は、多い順に、「0時間超4時間以下」（35.3%）、「11時間超16時間以下」（24.5%）、「4時間超9時間以下」
（18.9%）、「0時間」（11.2%）となっている。平均値は7.4時間である。

 「11時間超16時間以下」の割合が増加しており、インターバルを十分に確保する取組が広がっている傾向がうかがえる。

医師調査－56

11.7

11.2

34.6

35.3

21.3

18.9

3.7

2.8

20.2

24.5

8.5

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=188)

令和3年度

(n=249)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超9時間以下 9時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超

（単位：％）
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勤務負担軽減

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

9 補助職（医師事務作業補助者、看護補助者等）を配置している 58.4 26.1

10
正職員について多様な勤務形態（短時間勤務、短日勤務、交代制勤務、フレックスタイム制な
ど）を活用している

28.6 8.5

11
当直（宿直・日直）明けの勤務者に対する配慮を行っている（連続当直を行わない、当直明けに
日勤を入れない等）

41.7 15.6

12 夜勤、緊急時対応、オンコール対応等に対する給与・手当等の処遇を充実・改善している 36.7 9.9

13
チーム医療や多職種連携（業務分担・連携の強化等・タスクシフト）により負担軽減を図ってい
る

34.1 11.7

14
電子カルテやタブレット端末等のICT、IOT技術を活用した業務効率化・省力化に取り組んでい
る

35.2 9.7

15 タスクシェアによる負担軽減を図っている 17.7 5.7

16 地域の医療機関との連携（オープンシステム、外来機能の分担等）を推進している 19.7 4.5

医師調査－57

 勤務負担軽減に関する取組のうち、取り組んでいる割合が最も高いものは、「補助職（医師事務作業補助者、看護補助者等）を配置し
ている」（58.4%）で、効果が高いと評価できる割合が最も高いものも同様の取組（26.1%）である。

 取り組んでいる割合が最も低いものは「タスクシェアによる負担軽減を図っている」（17.7%）で、効果が高いと評価できる割合が最も低
いものは「地域の医療機関との連携（オープンシステム、外来機能の分担等）を推進している」（4.5%）である。

「13．チーム医療や他職種連携（業務分担・連携の強化等・タスクシフト）により負担軽減を図っている」で「取り組んでいる」
と回答した方は、どのようなタスクシフトを行っていますか。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 タスクシフトの内容は、「医療クラーク（医療事務作業補助者）の導入」（82.2）が最も多く、続いて、「他職種への業務分担」（31.9％）、「医療
クラーク以外での書類作成等の事務作業補助」（25.0%）となっている。

医師調査－58

82.2

25.0

31.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

医療クラーク（医療事務作業補助者）の導入、サポート

医療クラーク以外での書類作成等の事務作業補助

他職種への業務分担

(n=2004)

（単位：％）



 

- 235 -  

 

「15．タスクシェアによる負担軽減を図っている」で「取り組んでいる」と回答した方は、どのようなタスクシェ
アを行っていますか。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 タスクシェアの内容は、「複数主治医制の実施」（58.3%）が最も多く、「休日・時間外当番医制の実施」（35.3％）が続く。

医師調査－59

58.3

35.3

1.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

複数主治医制の実施

休日・時間外当番医制の実施

その他

(n=1041)

（単位：％）

問35-1．働き方全般に関しての満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

医師調査－60

13.1

11.8

39.1

37.9

28.0

30.2

12.5

12.2

7.2

8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

 働き方全般に関しての満足度について、「どちらかというと満足」（37.9%）が最も多く、次いで「どちらかともいえない」（30.2%）、「どちらかと
いえば不満」（12.2%）となっている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、令和2年度と比較するとわずかながら減少している。
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職員の健康支援

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

17 健康診断の事後措置（医療上の措置、就業上の措置、保健指導等）を実施している 61.9 12.8

18 職員の健康教育や身体的健康対策（生活習慣病対策等）に取り組んでいる 41.2 6.8

19 職員のメンタルヘルス教育研修を実施している 35.7 4.5

20 「心の健康づくり計画」を策定し、組織的・計画的にメンタルヘルス対策の取組を行っている 20.9 2.6

21
作業管理・作業環境対策（腰痛対策や眼精疲労対策等）に取り組
んでいる

14.4 2.3

22 産業医を選任し、職員に周知している 29.4 4.5

 職員の健康支援に関する取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「職員の健康教育や身体的健
康対策（生活習慣病対策等）に取り組んでいる」（61.9%／12.8%）である。昨年度と同様に高く評価されている。

 取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「作業管理・作業環境対策（腰痛対策や眼精疲労対策等）に取り組
んでいる」（14.4%／2.3%）である。

医師調査－61

問35-2．健康支援に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 健康支援に関する満足度について、「どちらともいえない」（45.5%）が最も多く、次いで「どちらかというと満足」（30.6%）、「どちらかといえば
不満」（10.5%）となっている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、令和2年度と比較すると減少している。

医師調査－62

10.3

10.5

30.6

30.6

45.5

45.5

8.6

8.4

5.0

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満
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仕事と子育て・介護等の両立支援

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

23 男性職員に育児休業を取得するよう積極的に働きかけている 13.7 3.1

24 法定以上の育児休業制度、子の看護休暇制度（男性職員・女性職員ともに対象）を導入している 20.1 4.7

25 院内保育所や提携保育所等を整備している 44.7 14.5

26 保育サービス（病児保育や夜間預かり保育等）を実施している 23.4 6.4

27 院内や近隣に学童保育を整備している 13.6 3.1

28 学童期の子どもを有する職員に対する支援制度を設けている 12.3 2.9

29 本人の希望に応じて、子育て中の医師の当直を免除している 40.0 13.3

30 介護短時間勤務制度を導入している 11.6 1.9

31 法定以上の介護休業制度、介護休暇制度（男性職員・女性職員ともに対象）を導入している 9.6 1.6

32
法定以上の子育て・介護中の職員に対する夜勤・時間外労働免除（男性職員・女性職員ともに対象）を実施してい
る

11.9 3.0

33 子育て・介護等を行っている職員が雇用形態や勤務形態を選択可能な制度を整備している 18.6 5.3

34 保育・介護サービス利用料の補助制度（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 8.4 1.6

35 子育て・介護その他の事情により退職した職員に対する再雇用の制度を設けている 11.9 2.7

36
子育て・介護を含む生活面との両立支援・ワークライフバランスに関する相談窓口の設置や専門スタッフの配置を

行っている
8.7 1.9

37 その他の子育て・介護との両立支援の制度・取組（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 2.9 0.5

 仕事と子育て・介護等の両立支援の取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「院内保育所や提
携保育所等を整備している」（44.7%／14.5%）である。

 取り組んでいる割合最も低いものは「保育・介護サービス利用料の補助制度を実施している」（8.4%）であり、効果が高いと評価できる割合

が最も低いものは、「法定以上の介護休業制度、介護休暇制度を導入している」「保育・介護サービス利用料の補助制度を実施している」
（ともに1.6%）である。（「その他」を除く）

医師調査－63

「33．子育て・介護等を行っている職員が雇用形態や勤務形態を選択可能な制度を整備している」で「取り組んでいる」と回
答した方は整備している制度を教えてください（該当するものすべてにチェックをしてください）

 子育て・介護等の両立支援のために整備している雇用形態や勤務形態は、「短時間勤務」が75.7%と最も多く、「早番・夜勤の免除または回
数制限」（47.6%）、「休日出勤の免除」（41.5%）、「育児・介護休暇制度」（44.1%）と続く。

医師調査－64

75.7

31.4

16.0

17.5

41.5

47.6

44.1

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

短時間勤務

短日勤務

交代制勤務

フレックスタイム制

休日出勤の免除

早番・夜勤の免除または回数制限

育児・介護休暇制度

その他 (n=1094)

（単位：％）
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職員のいじめ・ハラスメント対策／風土・環境整備／人材の定着化

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

職員のいじめ・ハ
ラスメント等対策

38
職員へのいじめ・ハラスメントや患者等からの暴言・暴力・クレームへの対応
窓口を設置している

47.7 7.4

39
職員へのいじめ・ハラスメント対策や患者等からの暴言・暴力・クレームへの
対策に関する研修や、当該研修への職員参加の支援を行っている

31.9 4.6

風土・環境整備

40 職員の働く満足度の調査を行っている 29.8 3.8

41 職員向けに、院内に仮眠室や休憩室等を整備している 44.0 9.0

42 職員の地域活動への支援（ボランティア活動支援等）を実施している 11.1 1.7

人材の定着化

43 定期的に職員の希望を把握し、配置や業務面の配慮をしている 21.7 4.0

44 複数主治医制を採用している 21.3 5.3

医師調査－65

 職員のいじめ・ハラスメント等対策においては、「職員へのいじめ・ハラスメントや患者等からの暴言・暴力・クレームへの対応窓口を設置し
ている」（47.7%／7.4%）、風土・環境整備においては「職員向けに、院内に仮眠室や休憩室等を整備している」 （44.0%／9.9%） が多く取
り組まれ評価されている。人材の定着化においては、「定期的に職員の希望を把握し、配置や業務面の配慮をしている」 が多く取り組まれ
（21.7%）、「複数主治医制を採用されている」が高く評価されている（5.3%）。

問35-3．働きやすさに関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 働きやすさに関する満足度について、「どちらかというと満足」（37.5%）が最も多く、次いで「どちらともいえない」（35.1%）、「どちらかといえ
ば不満」（10.3%）となっている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、令和2年度からわずかながら減少している。

医師調査－66

11.7

10.9

37.7

37.5

34.5

35.1

9.7

10.3

6.4

6.3
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令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満
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キャリア形成支援／休業後のキャリア形成支援

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる
(%)

効果が高い(%)

キャリア形成支援

45 施設外の研修への参加を支援している 42.9 12.1

46 学会への参加者に対し、勤務を免除する、通常勤務の時間を短くするなどの措置をとっている 48.3 15.0

47
すべての職員のキャリア形成支援のために研修や子育てとの両立支援等に関する相談窓口の設置、
情報提供等が実施されている 11.2 2.1

48 法人内での人事ローテーションが、キャリア形成支援の視点から適切に実施されている 9.3 1.9

49 専門資格の取得を支援する制度を設けている 28.9 8.6

休業後のキャリア形
成支援

50
産休・育休復帰後のキャリア形成の支援（業務経験や研修等の機会の付与、産休・育休経験者による
相談対応等）を行っている

15.2 3.3

51 復職者が利用できる短時間正職員制度や有期契約職員制度が導入されている 17.0 3.6

52
産休・育休中の職員の円滑な復職の支援（e-learning、実技実習、託児所を併設した勉強会等）を行っ
ている 10.2 2.0

 キャリア形成支援においては、「学会への参加者に対し、勤務を免除する、通常勤務の時間を短くするなどの措置をとっている」（48.3%／
15.0%）、休業後のキャリア形成支援においては、「復職者が利用できる短時間正職員制度や有期契約職員制度が導入されている」
（17.0%／3.6%）が多く取り組まれ評価されている。

医師調査－67

問35-4．仕事の充実感・達成感に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 仕事の充実感・達成感に関する満足度について、「どちらかというと満足」（42.1%）が最も多く、次いで「どちらかともいえない（34.7%）となっ
ている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、過去3年でわずがながら増加傾向にある。

医師調査－68
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問35-5．働き甲斐全般に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 働き甲斐全般に関する満足度について、「どちらかというと満足」（44.2%）が最も多く、次いで「どちらかともいえない」（31.2%）となっている。
 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、令和2年度からわずかながら減少している。

医師調査－69

13.4

13.0

44.8

44.2

29.7

31.2

7.3

6.7

4.7

4.9
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令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

その他

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる
(%)

効果が高い
(%)

53 患者満足度の調査を行っている 48.5 8.1

54
子育て等により配慮を受ける職員とその他の職員の公平感に留意した適切な業務分担や処遇となって
いる

16.4 3.1

55 定年退職者の再雇用に積極的に取り組んでいる 31.1 7.3

56 医師や看護師に対し、賠償保険に加入するよう積極的に働きかけている 22.4 5.0

57 通常診療時間外の病状説明は避けるなど患者家族に働き方改革の理解を求めている 28.8 8.1

58 その他 0.7 0.2

 その他の取組のうち、取り組んでいる割合が高いと評価できる割合が最も高いものは「患者満足度の調査を行っている」（48.5%）で、効果

が高いと評価できる割合が最も高いものは「患者満足度の調査を行っている」「医師や看護師に対し、賠償保険に加入するよう積極的に働
きかけている」（ともに8.1%）である。

 取り組んでいる割合が最も低く、効果が高いと評価されている割合が低いものは「通常診療時間外の病状説明は避けるなど患者家族に働
き方改革の理解を求めている」（16.4%／3.1%）である。

医師調査－70
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問35-6．勤務環境全般に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 勤務環境に関する満足度について、「どちらかというと満足」（38.2%）が最も多く、次いで「どちらともいえない」（37.0%）となっている。
 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、令和2年度と大きな変化はみられない。

医師調査－71

10.9

10.7

38.6

38.2

35.7

37.0

9.2

8.7

5.6

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=4908)

令和3年度

(n=5870)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満
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看護職調査
■調査結果 サマリー

＜属性＞
 令和元年度以降、キャリア年数5年以下からの回答が増加しており、比較的若年層からの回答が得られる傾向にある。若年層の勤務環境
に対する関心の高さが背景にある可能性がある。（令和2年度以降、調査方法をWEB調査としてスマートフォン等から回答できる仕様とし
たことも影響がある可能性がある。）併せて、結果の解釈には年代やキャリア年数のバイアスについて考慮する必要がある。 （参照：6）

＜労働時間・働き方＞
 フルタイム勤務正規職員の月平均時間外労働時間について、令和3年度より「把握していない」の選択肢を追加したことにより、「45時間以
下」の割合が減少したが、45時間以上の割合は大きく変わっておらず、時間外労働時間の減少傾向は見られない。（参照：17）

 労働時間の管理方法について、タイムレコーダー等の客観的な情報の活用による管理が6割で、出勤簿等で上司および担当者の現認に
よる管理や自己申告のみによる管理が3割程度存在する。（参照：15）

 3交代制・2交代制いずれにおいても、勤割上の平均夜勤時間数よりも、実際の平均夜勤時間数が長い傾向にある。また、勤務割上の勤
務間最短時間よりも、実際の勤務間最短時間の方が短い傾向にある。（参照：35.36.39.40）

＜休日・休暇＞
 所定休日日数に対して実際に休んだ日数は、「0日」等の割合が増えており、令和2年度以降改善が見られ、実際に業務を休む日数が少
ない看護職の割合が増えていることが示唆される。（参照：26）

 年次有給休暇の取得日数について、4日以下の割合が減少する一方で5日以上の割合が増加しており、取得日数は増加傾向にあるとい
える。（参照：28）

＜健康状態＞
 現在の健康状況について、 「健康である」と「どちらかというと健康である」と回答している割合は平成29年度以降、減少傾向にある。睡眠

の状況については特段悪化の傾向は見られず、勤務環境等に対する満足度と健康状態の自己評価が関係している可能性がある。（参
照：42.45）

問1．あなたの年齢を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 「40代」からの回答が30.8％と最も多く、次いで「30代」（23.8%）、「20代」（23.6%）となっている。
 過去の調査結果と同様の傾向であり、大きな変化は見られない。

看護職調査－1

19.5

22.5

18.6

28

23.3

23.6

30.5

28.5

26.8

28.1

24.6

23.8

30.9

29.4

33

29.9

30.6

30.8

17.9

16.6

19.3

13.2

19.2

19.4

1.2

3.1

2.2

0.7

2.2

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=3764)

平成29年度

(n=6195)

平成30年度

(n=5283)

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

20代 30代 40代 50代 60代以上
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問2．あなたの職位を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

看護職調査－2

2.8

23.5 73.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=12318)

管理職（看護部長・副院長等） 中間管理職（看護師長・主任等） スタッフ

 「スタッフ」からの回答が73.6％と最も多く、次いで「中間管理職（看護師長・主任等）」（23.5%）、「管理職（看護部長・副院長等）（2.8%）と
なっている。

問3．あなたの性別を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 「女性」からの回答が87.6%、「男性」からの回答が11.8％、「その他・答えたくない」の回答が0.5％である
 過去の調査結果と同様の傾向であり、大きな変化は見られない。

看護職調査－3

86.4

87.2

86.0

86.3

88.2

87.6

13.6

12.8

13.6

13.5

11.5

11.8

0.0

0.0

0.4

0.2

0.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=3764)

平成29年度

(n=6194)

平成30年度

(n=5382)

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

女性 男性 その他・答えたくない
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問4．あなたの主な勤務形態を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 「2交代制（変則含む）」（66.4%）が最も多く、次いで「3交代制（変則含む）」（16.0%）、「日勤のみ」（13.5%）となっている。
 令和2年度以降、「日勤のみ」の回答割合が増えており、令和3年度も同様の傾向である。

看護職調査－4

28.0

24.0

27.6

17.1

16.0

65.0

62.2

70.0

64.0

66.4

0.5

0.8

0.4

0.5

0.7

4.7

7.6

0.5

1.0

0.0

0.5

14.2

13.5

1.7

5.2

1.1

3.1

3.4

0.2

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=6182)

平成30年度

(n=5374)

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

3交代制（変則含む） ２交代制（変則含む） 夜勤専従 夜勤シフトに入っていない

日勤のみ それ以外 わからない

※令和3年度より、「夜勤シフトに入っていない」を選択肢から削除

問4-1．あなたには、変形労働時間制（フレックス含む）や裁量労働制が適用されていますか。

看護職調査－5

15.0

2.5

51.1 31.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=12318)

変動労働時間制（フレックス含む）が適用されている 専門業務型裁量労働時間制が適用されている

いずれも適用されていない わからない

 変形労働時間制について、「いずれも適用されていない」（51.1%）が最も多く、適用されている場合は「変形労働時間制（フレックス含む）が
適用されている」 （15.0%）が多くを占める。「わからない」との回答が31.4%である。
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問5．あなたの現職種におけるキャリア（通算経験年数）を教えてください。なお、休職をした場合は、その期
間は含めず、回答してください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 通算経験年数について、「20年以上」（31.0%）が最も多く、次いで「20年未満」（28.1%）、「10年未満」（19.2%）となっている。
 過去の調査結果と同様の傾向であり、大きな変化は見られない。

看護職調査－6

1.1

1.9

3.0

2.7

2.9

4.6

4.3

4.6

6.1

5.3

6.2

6.0

4.6

5.3

0.5

8.4

8.3

10.6

9.1

9.1

20.4

19.1

17.0

20.2

18.7

19.2

34.6

32.3

33.3

30.4

28.7

28.1

29.5

30.9

35.2

26.3

31.5

31.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=3764)

平成29年度

(n=6196)

平成30年度

(n=5381)

令和元年度

(n=6833)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12317)

1年未満 2年未満 3年未満 5年未満 10年未満 20年未満 20年以上

問6．現医療機関における、あなたの勤務年数を教えてください。なお、休職をした場合は、その期間は含めず、回答してく
ださい。また、現医療機関を一度辞めている場合は、辞める前の勤務年数は含めずに回答してください。（数字を入力）

 現医療機関における勤続年数について、特に「1年未満」が増加しており、一方で「3年未満」、「5年未満」、「10年未満」の回答が減少してい
る。勤続年数の短い若手看護職から多く回答を得ることができた。

看護職調査－7

1.0

1.7

2.9

6.8 

6.7

7.0

7.5

7.4 

8.0

8.1

7.8

7.5 

15.7

15.4

13.4

12.9 

25.0

24.6

22.6

21.9 

26.9

26.5

27.4

26.5 

16.8

16.7

18.5

17.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=6182)

令和元年度

(n=6823)

令和2年度

(n=10192)

令和3年度

(n=11878)

1年未満 2年未満 3年未満 5年未満 10年未満 20年未満 20年以上
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問7．あなたが主に専門としている診療科（最も時間を費やしている診療科）を教えてください。（該当するも
の1つにチェックをしてください）

 専門としている診療科目は、「内科」（19.2%）、「整形外科」（8.6%）、「産婦人科」（5.8%）が上位3科目を占める。（「その他」を除く。）

看護職調査－8

19.2 
2.9 

4.0 
3.8 

1.8 
1.7 

0.5 
1.5 

0.2 
0.0 
0.3 
0.4 

2.5 
5.8 

0.1 
3.3 

0.2 
0.9 

0.3 
0.0 

2.8 
2.2 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

内科

呼吸器内科

循環器内科
消化器内科（胃腸内科）

腎臓内科

神経内科
糖尿病内科（代謝内科）

血液内科

皮膚科

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

小児科

精神科

心療内科

外科

呼吸器内科

心臓血管外科

乳腺外科

気管食道外科
消化器外科（胃腸外科）

泌尿器科

0.3 
4.3 

8.6 
0.1 
0.0 

1.8 
1.0 
0.6 

5.8 
1.9 

0.9 
0.3 

1.3 
3.6 

0.4 
0.3 
0.0 
0.0 

2.8 
0.0 

2.6 
8.9 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

肛門外科

脳神経外科

整形外科

形成外科

美容外科

眼科

耳鼻いんこう科

小児外科

産婦人科

産科

婦人科

腫瘍内科

緩和ケア科

リハビリテーション科

放射線科

麻酔科

病理診断科

臨床検査科

救急科

臨床研修医

全科

その他

(単位：%)

問8．主たるご勤務先の所在地を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

看護職調査－9

4.5 
1.1 
1.0 
1.2 

0.9 
0.9 
0.9 

1.9 
1.5 

2.0 
3.3 

4.1 
5.0 

6.1 
1.7 

1.0 
1.0 
1.0 

0.7 
1.7 
1.9 

2.6 
7.2 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

0.7 
0.9 

1.4 
7.1 

3.5 
1.3 

1.8 
0.8 

1.3 
1.5 

2.8 
2.1 

0.8 
1.1 

1.7 
0.9 

5.5 
1.3 

1.1 
2.5 

2.0 
1.3 

2.1 
1.0 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

 回答者の主たる勤務先は、「愛知県」（7.2%）、「大阪府」（7.1%）、「神奈川県」（6.1%）が上位3都道府県となっている。

(単位：%)
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問9．あなたが主に勤務する医療機関の病床機能を教えてください。 （該当するもの1つにチェックをしてく
ださい）

 勤務している病床機能は、「急性期」（51.5％）、「慢性期」（22.6％）、「高度急性期」（15.3％）、「回復期」（10.6％）の順で多い。
 例年と同様の傾向であり、大きな変化は見られない。

看護職調査－10

19.9

4.6

17.1

10.7

15.3

66.3

49.9

57.1

54.3

51.5

31.4

10.7

10.1

10.9

10.6

40.8

34.8

15.7

24.1

22.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=5211)

平成30年度

(n=5335)

令和元年度

(n=6392)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

問10．ご勤務先では、新型コロナウイルス感染症患者の受入れを行っていますか。（令和3年6月時点。帰国者・接触者相
談センター等から紹介のあった疑い例の患者を含む） （該当するもの1つにチェックをしてください）

 勤務先の新型コロナ対応について、「受入れている」が61.5％、「受入れていない」が38.5％である。
 令和2年度調査時と比較すると、勤務先で新型コロナウイルス感染症患者を受入れている割合が増加している。

看護職調査－11

54.9

61.5

45.1

38.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

受入れている 受入れていない
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問11．あなたは、新型コロナウイルス感染症患者のケアを令和3年6月中に行いましたか。（帰国者・接触
者相談センター等から紹介のあった疑い例の患者を含む） （該当するもの1つにチェックをしてください）

 6月の新型コロナ対応について、「行った」が22.6％、「行っていない」が77.4％である。
 令和2年度調査時と比較すると、新型コロナウイルス感染症患者のケアを6月に行った割合は減少している。

看護職調査－12

29.0

22.6

71.0

77.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

行った 行っていない

問12．あなたは、新型コロナウイルスのワクチン接種業務（医療従事者への接種を除く）を令和3年6月中
に行いましたか。（あてはまるもの全てにチェックをしてください）

看護職調査－13

32.3

10.6

57.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

勤務先でのワクチン接種業務に従事した

勤務先以外（集団接種会場等）でのワクチン接種業務に従事した

ワクチン接種業務には従事していない

 ワクチン接種業務への従事について、「ワクチン接種業務には従事していない」（57.1％）が最も多く、次いで「勤務先でのワクチン接種業務
に従事した」が32.3％である。「勤務先以外（集団接種会場等）でのワクチン接種業務に従事した」と回答したのは10.6%であった。
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問13．あなたはご勤務先の就業規則等に記載されている時間外労働時間に関する規程をご存じですか。
（該当するもの1つにチェックをしてください）

 時間外労働時間に関する規定を「知っている」のは58.5％、「知らない」が41.5％である。
 令和2年度までは「知っている」の割合が増加傾向にあったが、頭打ちの結果となった。（令和3年度は勤務年数が1年以下の回答者割合が
多かったことが影響している可能性がある）

看護職調査－14

45.1

56.3

57.9

63.3

58.5

54.9

43.7

42.1

36.7

41.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=6195)

平成30年度

(n=5303)

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

知っている 知らない

問14．労働時間の管理方法を教えてください。（主として該当するもの1つにチェックをしてください）

看護職調査－15

61.5 30.4 7.6

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=12318)

タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している

出勤簿（管理簿）等を活用して上司や権限が委任された担当者が現認する形で管理している

職員の自己申告のみで管理している

労働時間を管理していない

 「タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録」の活用が61.5%と最も多く、「出勤簿等を活用して担当者現認」の管理は30.4%

である。「職員の自己申告のみ」での管理は7.6%にとどまっている。
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問14-1．問14労働時間の管理方法で「1．タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理してい
る」と回答した方にお聞きします。
具体的な管理方法を教えてください。（主として該当するもの1つにチェックをしてください）

 客観的な記録による管理の方法について、「タイムレコーダー・タイムカード」（52.7%）が最も多く、「ICカード」（27.4％）、「勤怠管理システム
（始業・就業時間をパソコンログイン情報等から自動的に記録するもの）」（14.9%）と続く。

看護職調査－16

52.7

27.4

4.0

14.9

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

タイムレコーダー・タイムカード

ICカード

電子カルテなどのログ

勤怠管理システム（始業・終業時間をパソコンログイン情報

等から自動的に記録するもの）

その他

(単位：%)

問15．あなたの令和3年6月の1か月間のおおよその時間外・休日労働時間数（所定労働時間を超えて勤務した時間数と
所定の休日に勤務した時間数。残業中の休憩時間など労働していない時間は除く）を教えてください。（該当するもの1つに
チェックをしてください）

 1カ月の時間外労働時間について、「45時間以下」が81.6%と最も多い。
 令和3年度より「把握していない」との選択肢を追加したが、回答割合は10.8%であった。

看護職調査－17

90.9

91.6

81.6

6.9

6.3

5.8

0.9

0.8

0.9

1.2

1.3

1.0

10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

45時間以下 45時間超80時間以下 80時間超100時間以下 100時間超 把握していない
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問16．あなたの令和2年度1年間のおおよその時間外・休日労働時間数（所定労働時間を超えて勤務した時間数と所定の
休日に勤務した時間数。残業中の休憩時間など労働していない時間は除く）を教えてください。（該当するもの1つにチェッ
クをしてください）

 1年間の時間外労働時間は多い順で「360時間以下」（65.6%）、「360時間超720時間以下」（6.0%）、 「720時間超」（0.6%）であった。「把握
していない」は27.7％である。

看護職調査－18

65.6 6.0

0.6

27.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=12318)

360時間以下 360時間超720時間以下 720時間超 把握していない

問17．あなたの令和3年6月の1か月間のおおよその時間外・休日労働時間数のうち、時間外労働と申告し
なかったおおよその時間を教えてください。（全て申告している場合は0を記入）（数字を入力）

 時間外労働時間のうち申告しなかった時間は多い順で「0時間」（39.7％）、「0時間超5時間以下」（23.8%）、「5時間超10時間以下」
（16.6%） 、「10時間超20時間以下」（10.4%） 、「20時間超50時間以下」（6.9%）であった。

 「0時間」の割合が増加傾向にあり、勤務実態に即した申告が増加していることがうかがえる。

看護職調査－19

33.1

26.9

38.6

39.7

40.8

28.6

23.8

23.8

14.6

21.1

16.1

16.6

8.1

13.8

10.4

10.4

3.3

7.9

6.9

6.9

0.1

1.7

4.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=4482)

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12296)

0時間 0時間超5時間以下 5時間超10時間以下 10時間超20時間以下 20時間超50時間以下 50時間超
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問18．あなたの令和3年6月の１か月間の時間外労働の理由を教えてください。（該当するものすべてに
チェックをしてください）

 時間外労働の主な理由は、「事務作業（記録・報告書作成や書類の整理等）」が最も多く（72.0%）、「患者対応、ケア」（67.9%）、「入退院・転
院・転棟に係る対応」（41.5%）と続く。

看護職調査－20

67.9

72.0

29.5

41.5

26.5

36.4

14.3

35.6

12.3

34.8

6.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

患者対応、ケア

事務作業（記録･報告書作成や書類の整理等）

業務上必要とされている新人教育・指導・フォロー

入退院・転院・転棟に係る対応

患者家族への対応

緊急対応

手術や外来対応等の延長

業務上必要とされている委員会・会議・勉強会・研修会等への参加

他職種・他機関との連絡調整

勤務開始前の準備

その他

(単位：%)

問19．あなたは、普段、時間外労働時間を時間外労働時間どおり申告していますか。（該当するもの1つに
チェックをしてください）

 時間外労働時間の申告については、「時間外労働時間通りに申告している」が43.4％、「時間外労働時間通りに申告していない」が50.2％
であった。今年度より追加した「タイムカード等のデータにより把握されているので申告の必要がない」は6.4%であった。

看護職調査－21

53.0

46.7

45.5

43.1

49.7

43.4

47.0

53.3

54.5

56.9

50.3

50.2 6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=3764)

平成29年度

(n=5741)

平成30年度

(n=5303)

令和元年度

(n=6840)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

時間通りに申告している

時間通りに申告していない

タイムカード等のデータにより把握されているので申告の必要がない
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問19-1．あなたが、時間外労働時間を時間外労働時間どおり申告しない理由を教えてください。（該当する
ものすべてにチェックをしてください）

 時間外労働時間を時間外労働時間通りに申告しない理由について、「職場に残業を報告しづらい雰囲気があるから」 （49.4%）が最も多く、
「残業と認められない業務だから」（35.3%）、「自分の都合や、自分のこだわりのために残業したから」（25.7%）と続く。

看護職調査－22

49.4 

35.3 

10.6 

25.7 

18.8 

13.2 

8.7 

0.5 

25.6 

1.1 

11.4

0 10 20 30 40 50 60

職場に残業を報告しづらい雰囲気があるから

残業と認められない業務だから

時間外労働時間が短かったから

自分の都合や、自分のこだわりのため残業したから

仕事が未熟で他の人より時間がかかるから

申告するのが面倒だから

申告できる残業時間の上限が定められているから

申告するのを忘れてしまうから

申告の方法をしらないから

年俸制だから

その他

(単位：%)

「10．年俸制だから」を回答した場合は、ご自身の年俸には「何時間分の残業代が含まれているか」ご存じ
ですか。

看護職調査－23

18.5 55.4 26.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=65)

知っている 知らない 定められていない

 年俸制の看護職のうち、自身の年俸に何時間分の残業代が含まれているか「知っている」のは18.5%にとどまり、「知らない」（55.4%）が最
も多く占める。
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問20．時間外労働手当は、何に基づき支払われていますか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 「本人の自己申告に基づき支払われている」（58.2%）が最も多く、「タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテシステム等のログ
などの客観的な記録に基づき支払われている」（25.2％）、「記録や申告時間とは独立して、上司・管理者等が時間外労働と認めた分が支
払われている」（10.2%）と続く。

看護職調査－24

25.2 58.2 2.3

0.5

10.2

0.2

1.3

1.3

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=12318)

タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテ等のログなどの客観的な記録に基づき支払われている

本人の申告時間に基づき支払われている

時間外労働の上限時間が設定され、その上限の中で支払われている

固定残業制（年俸制含む）が採用され、決められた範囲内で残業代が支払われている（上司の残業命令が固定残業代に含まれる時間数内に収めている場合を含む）

記録や申告時間とは独立して、上司・管理者等が時間外労働と認めた分が支払われている

専門業務型裁量労働制に関する労使協定によるみなし時間が、法定労働時間内となっているため、時間外労働が発生しないことが通例となっている

時間外労働がない

時間外労働手当は支払われていない

その他

問21．あなたの令和3年6月の①所定休日日数及び②実際に業務を休んだ日数を教えてください。（数字を
入力）

 所定休日日数について、多い順で「8日」（50.0%）、「9日以上」（41.9％）、「4~7日」（8.1％）である。

所定休日日数

看護職調査－25

8.6

8.0

3.1

9.3

8.1 

54.8

60.1

20.2

49.4

50.0 

36.5

32.0

76.8

41.3

41.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=3721)

平成29年度

(n=5109)

令和元年度

(n=5532)

令和2年度

(n=7852)

令和3年度

(n=8799)

4～7日 8日 9日以上
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問21．あなたの令和3年6月の①所定休日日数及び②実際に業務を休んだ日数を教えてください。（数字を
入力）

 実際に業務を休んだ日数について、「9～10日」（40.9%）が最も多く、次いで「8日」（24.6%）、「0日」（13.7%）となっている。
 「0日」「1～3日」「4～7日」の割合が増加しており、実際に業務を休む日数が少ない看護職の割合が増えている。なお、年次有給休暇の取
得については逆の傾向となっている（問22参照）。平均値は19.2日である。

実際に業務を休んだ日数

看護職調査－26

3.5

4.1

6.8

10.1

13.7

0.7

1.2

1.3

1.5

2.0

5.1

4.9

2.7

6.8

6.4

28.6

29.0

12.2

25.3

24.6

48.0

48.9

49.9

40.0

40.9

12.0

9.5

23.2

9.2

9.5

2.2

2.4

3.7

7.0

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=3737)

平成29年度

(n=6174)

令和元年度

(n=6840)

令和2年度

(n=10101)

令和3年度

(n=11809)

0日 1～3日 4～7日 8日 9～10日 11～12日 13日以上

問22．あなたの令和2年度の①年次有給休暇の付与日数と②年次有給休暇取得日数を教えてください。
（数字を入力）

 年次有給休暇の付与日数について、多い順で「20日」（62.5％）、「10～19日」（28.7％）、「～9日」（7.3％）である。

年次有給休暇の付与日数

看護職調査－27

0.0

1.5

0.3

6.8

7.3

8.3

6.1

5.5

8.8

28.7

69.4

71.9

71.0

82.1

62.5

3.5

6.5

10.0

2.3

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=2829)

平成29年度

(n=4704)

令和元年度

(n=4851)

令和2年度

(n=5083)

令和3年度

(n=7563)

～9日 10～19日 20日 21日
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問22．あなたの令和2年度の①年次有給休暇の付与日数と②年次有給休暇取得日数を教えてください。
（数字を入力）

 取得した年次有給休暇の日数について、「5～8日」と回答した割合は37.1％と最も多く、次いで「9～12日」（25.9%）、「13～20日」（20.4%）
となっている。平均値は9.5 日である。

 過去調査と比較すると、「0日」および「1～4日」の割合が減少する一方「5～8日」「13～20日」の割合が増加しており、年次有給休暇の取得
日数は増加傾向にある。

年次有給休暇の取得日数

看護職調査－28

7.3

7.5

5.7

5.1

4.8

5.5

18.0

19.5

17.6

18.2

10.0

9.6

25.9

25.0

26.0

30.8

38.2

37.1

24.3

22.0

24.1

23.8

25.9

25.9

21.7

19.2

23.3

17.3

19.5

20.4

2.8

6.7

3.3

4.9

1.7

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=3755)

平成29年度

(n=6151)

平成30年度

(n=4186)

令和元年度

(n=6837)

令和2年度

(n=10150)

令和3年度

(n=12152)

0日 1～4日 5～8日 9～12日 13～20日 21日以上

問23．あなたは主とする勤務先以外で定期的に副業・兼業を行っていますか。（該当するもの1つにチェック
をしてください）

 勤務先以外での定期的なアルバイトを「行っている」割合は2.1%であり、「行っていない」割合は97.9％である。ほぼすべての看護職は、勤
務先以外での定期的な副業・兼業は行っていない。

 過去調査と比較して、大きな変化は見られない。

看護職調査－29

1.2

1.5

2.1

98.8

98.5

97.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

行っている 行っていない
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「1．行っている」を回答した場合は、１か月あたりおよそ何日、合計何時間行っていますか。

 1か月あたりのアルバイト合計時間は、多い順で「10時間以下」（34.3%）、「10時間超30時間以下」（30.5%）、 「30時間超50時間以下」
（21.1%）、「50時間超」（14.1%）であった。平均値は27.4時間である。

看護職調査－30

27.8

29.1

34.3

30.6

31.3

30.5

20.8

27.6

21.1

20.8

11.9

14.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=72)

令和2年度

(n=134)

令和3年度

(n=213)

10時間以下 10時間超30時間以下 30時間超50時時間以下 50時間超

「1．行っている」を回答した場合、副業・兼業を行っていることを主たる勤務先の医療機関等に届け出てい
ますか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 副業・兼業を行っている看護職のうち、「届け出ていない」（47.9%）が最も多い。届け出ているうち、「副業・兼業先、勤務予定、実際に労働
した時間を届け出ている」（17.1%）が最も多い。

看護職調査－31

17.1 11.7 16.3

3.5
0.8

2.7

47.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=257)

副業・兼業先、勤務予定、実際に労働した時間を届け出ている 副業・兼業先、勤務予定のみ届け出ている

副業・兼業先のみ届け出ている 勤務予定のみ届け出ている

実際に労働した時間のみ届け出ている その他

届け出ていない
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3交代制

問24．令和3年6月の①夜勤・②オンコールの当番日数を教えてください。なお、令和3年6月の途中で夜勤専従期間が開
始または終了した方は、夜勤専従期間以外の回数を入力して下さい。（夜勤、オンコールの当番がなかった場合は0を記
入）（数字を入力）

2交代制

 1か月の夜勤の回数は、3交代制では多い順に「5~8回」（52.3%）、「9回以上」（32.8%）、 2交代制では多い順に「5~8回」（52.5%）、「3~4

回」（34.3%）となっている。

1か月の夜勤の回数

看護職調査－32

0.9 

1.5 

0.5 

0.6 

0.5

5.8 

6.5 

1.4 

1.6 

1.8 

2.2

8.1 

9.3 

9.3 

8.4 

10.8 

12.1

49.5 

43.0 

53.2 

56.5 

51.4 

52.3

35.6 

39.7 

35.7 

32.9 

35.4 

32.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=1252)

平成29年度

(n=1694)

平成30年度

(n=1228)

令和元年度

(n=1886)

令和2年度

(n=1670)

令和3年度

(n=1832)

1回 2回 3～4回 5～8回 9回以上

7.0 

7.2 

2.1 

2.0 

1.9 

2.4

42.2 

39.8 

7.2 

6.2 

6.2 

6.3

38.2 

38.0 

39.4 

38.3 

37.5 

34.3

8.1 

8.6 

47.7 

47.6 

49.5 

52.5

4.6 

6.3 

3.6 

5.9 

4.9 

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=2124)

平成29年度

(n=3912)

平成30年度

(n=3143)

令和元年度

(n=4789)

令和2年度

(n=6160)

令和3年度

(n=7654)

1回 2回 3～4回 5～8回 9回以上

問24．令和3年6月の①夜勤・②オンコールの当番日数を教えてください。なお、令和3年6月の途中で夜勤専従期間が開
始または終了した方は、夜勤専従期間以外の回数を入力して下さい。（夜勤、オンコールの当番がなかった場合は0を記
入）（数字を入力）

 1か月のオンコールの回数について、「3~4回」と回答している割合が25.1%と最も多く、「5~8回」（24.6%）が続く。平均は0.3回である。

1か月のオンコールの回数

看護職調査－33

26.0 

31.3 

29.7 

17.9 

24.9

15.3 

19.4 

27.3 

19.1 

17.7

29.0 

21.3 

20.6 

28.1 

25.1

16.0 

21.8 

18.7 

22.8 

24.6

13.7 

6.2 

3.8 

12.1 

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=131)

平成29年度

(n=211)

令和元年度

(n=209)

令和2年度

(n=597)

令和3年度

(n=662)

1回 2回 3～4回 5～8回 9回以上
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3交代制

問24-1．あなたの令和3年6月の夜勤勤務について伺います。①令和3年6月の1か月間のおおよその総夜勤時間数、及び、
問4で回答した主な勤務形態における夜勤の②勤務割上の1回あたりの平均夜勤時間数と③実際の1回あたりの平均夜勤
時間数（夜勤を行った際の時間外労働時間を含む。）を教えてください。(数字で入力）

2交代制

 1か月の総夜勤時間数は、3交代制では多い順に「48時間超72時間以下」（48.6%）、「72時間超96時間以下」（23.0%）、 2交代制では多い
順に「48時間超72時間以下」（33.9%）、「72時間超96時間以下」（31.2%）となっている。平均値は、73.2時間である。

1か月の総夜勤時間数

看護職調査－34

2.7 

1.8 

2.8 

4.6 

5.9

12.1 

10.0 

11.1 

12.9 

15.9

57.2 

59.4 

57.0 

50.4 

48.6

23.1 

25.7 

25.4 

24.4 

23.0

4.9 

3.1 

3.8 

7.7 

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=1251)

平成29年度

(n=1493)

令和元年度

(n=1617)

令和2年度

(n=1667)

令和3年度

(n=1828)

24時間以下 24時間超48時間以下

48時間超72時間以下 72時間超96時間以下

96時間超

2.3 

2.5 

3.2 

4.5 

5.1

14.6 

14.5 

15.2 

14.4 

14.3

40.8 

40.9 

40.1 

35.4 

33.9

31.8 

30.6 

30.4 

29.5 

31.2

10.5 

11.5 

11.1 

16.3 

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=2130)

平成29年度

(n=3737)

令和元年度

(n=4554)

令和2年度

(n=6169)

令和3年度

(n=7649)

24時間以下 24時間超48時間以下

48時間超72時間以下 72時間超96時間以下

96時間超

3交代制

問24-1．あなたの令和3年6月の夜勤勤務について伺います。①令和3年6月の1か月間のおおよその総夜勤時間数、及び、
問4で回答した主な勤務形態における夜勤の②勤務割上の1回あたりの平均夜勤時間数と③実際の1回あたりの平均夜勤
時間数（夜勤を行った際の時間外労働時間を含む。）を教えてください。(数字で入力）

2交代制

 勤務割上1回の平均夜勤時間数は、3交代制では多い順に「8時間以下」（68.8%）、「8時間超10時間以下」（13.9%）、 2交代制では多い順
に「14時間超16時間以下」（55.9%）、「16時間超」（42.1%）となっている。平均値は14.9時間である。

勤務割上の夜勤1回あたり平均夜勤時間数

看護職調査－35

53.9 

65.3 

62.3 

52.8 

71.3 

68.8

41.4 

27.9 

24.4 

37.1 

13.3 

13.9

1.6 

1.8 

2.7 

2.8 

4.0 

5.6

1.0 

2.4 

1.9 

3.5

1.4 

2.4 

2.2 

2.7 

5.7 

5.8

0.3 

1.2 

7.4 

2.3 

3.7 

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=1216)

平成29年度

(n=1564)

平成30年度

(n=1165)

令和元年度

(n=1801)

令和2年度

(n=1664)

令和3年度

(n=1818)

8時間以下 8時間超10時間以下

10時間超12時間以下 12時間超14時間以下

14時間超16時間以下 16時間超

1.7 

2.1 

4.7 

1.8 

3.5 

3.1

1.0 

1.0 

0.9 

1.3 

0.8 

0.7

3.4 

5.6 

4.4 

6.8 

6.9 

7.5

7.6 

8.7 

8.3 

12.4 

9.9 

10.7

44.2 

47.8 

46.0 

42.5 

54.8 

55.9

42.1 

34.8 

35.7 

35.3 

24.1 

22.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=2071)

平成29年度

(n=3719)

平成30年度

(n=3010)

令和元年度

(n=4662)

令和2年度

(n=1664)

令和3年度

(n=7618)

8時間以下 8時間超10時間以下

10時間超12時間以下 12時間超14時間以下

14時間超16時間以下 16時間超
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問24-1．あなたの令和3年6月の夜勤勤務について伺います。①令和3年6月の1か月間のおおよその総夜勤時間数、及び、
問4で回答した主な勤務形態における夜勤の②勤務割上の1回あたりの平均夜勤時間数と③実際の1回あたりの平均夜勤
時間数（夜勤を行った際の時間外労働時間を含む。）を教えてください。(数字で入力）

31.7 

38.8 

40.0 

30.6 

46.0 

60.6 

52.7 

46.9 

55.7 

35.8 

4.1 

2.8 

3.9 

5.7 

4.5 

1.7 

2.2 

2.3 

3.0 

3.2 

1.1 

1.8 

1.9 

2.0 

4.0 

0.7 

1.7 

5.0 

3.0 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=1206)

平成29年度

(n=1531)

平成30年度

(n=1184)

令和元年度

(n=1746)

令和2年度

(n=1649)

8時間以下 8時間超10時間以下 10時間超12時間以下

12時間超14時間以下 14時間超16時間以下 16時間超

1.2 

1.4 

3.7 

1.2 

4.9 

1.1 

1.6 

1.4 

1.9 

1.7 

2.1 

3.8 

2.9 

4.1 

4.2 

7.3 

9.1 

8.2 

12.2 

10.0 

30.3 

32.1 

34.5 

26.9 

35.9 

58.0 

52.1 

49.4 

53.7 

43.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=2069)

平成29年度

(n=3652)

平成30年度

(n=3118)

令和元年度

(n=4498)

令和2年度

(n=6164)

8時間以下 8時間超10時間以下 10時間超12時間以下

12時間超14時間以下 14時間超16時間以下 16時間超

 勤務割上1回の平均夜勤時間数は、3交代制では多い順に「8時間以下」（46.0%）、「8時間超10時間以下」（35.8%）、 2交代制では多い順
に「16時間超」（43.4%） 、「14時間超16時間以下」（35.9%）となっている。平均値は2.4時間である。

 3交代制・2交代制いずれも、勤割上の平均夜勤時間数よりも実際の平均夜勤時間数が長い傾向にある。

3交代制 2交代制

実際の夜勤1回あたり平均夜勤時間数

看護職調査－36

問25．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務の開始から勤務の終了までの時間が最も長い時間（職場に最も長くいた

時間）について伺います。①当直（宿直・日直）時間を含む、勤務割上の最長拘束時間と②その時の実際の労働時間数（休
憩を除く、宿直・日直時における勤務時間を含む）を教えてください。 (数字を入力)

3交代制 2交代制

 勤務割上の最長拘束時間数は、3交代制では多い順に「8時間以下」（49.7%）、「8時間超10時間以下」（32.9%）、 2交代制では多い順に
「13時間超16時間以下」（33.9%）、「 16時間超24時間以下」（33.1%）となっている。平均値は14.9時間である。

勤務割上の最長拘束時間

看護職調査－37

7.7 

15.6 

30.0 

20.5 

34.4 

49.7

85.5 

69.5 

58.0 

62.0 

46.5 

32.9

5.8 

8.8 

6.4 

9.1 

10.4 

10.2

0.9 

5.6 

5.2 

7.1 

7.1 

5.7

0.1 

0.5 

0.4 

1.3 

1.5 

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=1095)

平成29年度

(n=1267)

平成30年度

(n=1212)

令和元年度

(n=1496)

令和2年度

(n=1376)

令和3年度

(n=1962)

8時間以下 8時間超13時間以下

13時間超16時間以下 16時間超24時間以下

24時間超36時間以下 36時間超

1.9 

1.1 

4.8 

1.9 

4.8 

18.0

14.5 

7.0 

13.9 

15.1 

14.2 

13.5

30.5 

31.1 

38.5 

29.4 

35.8 

33.9

53.2 

59.8 

42.2 

52.3 

43.7 

33.1

0.9 

0.6 

1.3 

1.6 

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=594)

平成29年度

(n=2871)

平成30年度

(n=3187)

令和元年度

(n=4070)

令和2年度

(n=5761)

令和3年度

(n=8618)

8時間以下 8時間超13時間以下

13時間超16時間以下 16時間超24時間以下

24時間超36時間以下
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3交代制

問25．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務の開始から勤務の終了までの時間が最も長い時間（職場に最も長くいた

時間）について伺います。①当直（宿直・日直）時間を含む、勤務割上の最長拘束時間と②その時の実際の労働時間数（休
憩を除く、宿直・日直時における勤務時間を含む）を教えてください。 (数字を入力)

2交代制

 実際の最長拘束時間数は、3交代制では多い順に「4時間超9時間以下」（49.5%） 、「11時間超16時間以下」（24.2%）、2交代制では多い順
に「11時間超16時間以下」（46.8%）、「4時間超9時間以下」（25.1%）となっている。平均値は12.0時間である。

実際の労働時間数

看護職調査－38

2.3 

0.8 

1.2 

1.6

5.8 

7.2 

6.8 

5.8 

6.1

57.7 

55.4 

57.2 

52.9 

49.5

11.7 

12.3 

13.5 

14.1 

14.6

23.1 

20.5 

19.5 

22.0 

24.2

1.8 

2.3 

2.2 

4.0 

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=1235)

平成29年度

(n=1752)

令和元年度

(n=1886)

令和2年度

(n=1744)

令和3年度

(n=1964)

0時間 0時間超4時間以下

4時間超9時間以下 9時間超11時間以下

11時間超16時間以下 16時間超

1.7 

0.9 

1.4 

1.2

2.1 

2.2 

1.8 

2.6 

2.8

27.5 

23.8 

24.1 

25.8 

25.1

15.4 

16.3 

22.4 

17.9 

17.6

50.0 

51.5 

45.7 

45.8 

46.8

5.0 

4.4 

5.1 

6.5 

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=2090)

平成29年度

(n=4421)

令和元年度

(n=4789)

令和2年度

(n=6525)

令和3年度

(n=8078)

0時間 0時間超4時間以下

4時間超9時間以下 9時間超11時間以下

11時間超16時間以下 16時間超

問26．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務（時間外労働を含む。）の終了から次の勤務の開始までの間隔が最も短
い時間について伺います。①令和3年6月の勤務割上の最短時間と②実際の最短時間を教えてください。 (数字を入力)

3交代制 2交代制

 勤務割上、勤務日の勤務終了から次の勤務開始までの時間が最も短い時間は、3交代制では多い順に「4時間超9時間以下」（49.3%）、
「11時間超16時間以下」（34.9%）、 2交代制では多い順に「11時間超16時間以下」（60.4%）、「 4時間超9時間以下」（21.8%）となっている。
平均値は12.9時間である。

勤務割上の勤務間最短時間

看護職調査－39
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1.4 

1.0 

1.5
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1.8 

2.1 

2.9

57.8 

59.2 

54.3 

49.3
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33.7 

34.9

3.0 

2.6 
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平成29年度

(n=1752)

令和元年度

(n=1866)

令和2年度

(n=1744)

令和3年度

(n=1964)

0時間 0時間超4時間以下

4時間超9時間以下 9時間超11時間以下

11時間超16時間以下 16時間超
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1.2 

1.2

2.2 

1.8 

2.4 

2.8

21.1 

20.3 

22.5 

21.8

5.5 

6.3 

6.2 

6.6
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60.4
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平成29年度

(n=4421)

令和元年度

(n=4789)

令和2年度

(n=6525)

令和3年度

(n=8073)

0時間 0時間超4時間以下

4時間超9時間以下 9時間超11時間以下

11時間超16時間以下 16時間超
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問26．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務（時間外労働を含む。）の終了から次の勤務の開始までの間隔が最も短
い時間について伺います。①令和3年6月の勤務割上の最短時間と②実際の最短時間を教えてください。 (数字を入力)

3交代制 2交代制

 実際の、勤務日の勤務終了から次の勤務開始までの時間が最も短い時間は、3交代制では多い順に「4時間超9時間以下」（49.5%）、「11

時間超16時間以下」（24.2%）、 2交代制では多い順に「11時間超16時間以下」（46.8%）、「4時間超9時間以下」（25.1%）となっている。
 3交代制・2交代制いずれも、勤割上の間隔よりも実際の間隔の方が短い傾向にある。平均値は11.8時間である。

実際の勤務間最短時間

看護職調査－40
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0.8 

1.2 

1.6

5.8 

7.2 

6.8 

5.8 

6.1

57.7 

55.4 

57.2 

52.9 

49.5

11.7 

12.3 

13.5 

14.1 

14.6

23.1 

20.5 

19.5 

22.0 

24.2

1.8 

2.3 

2.2 

4.0 

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=1235)

平成29年度

(n=1752)

令和元年度

(n=1886)

令和2年度

(n=1744)

令和3年度

(n=1964)

0時間 0時間超4時間以下

4時間超9時間以下 9時間超11時間以下

11時間超16時間以下 16時間超
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0.9 

1.4 

1.2

2.1 

2.2 

1.8 

2.6 

2.8

27.5 

23.8 

24.1 

25.8 

25.1

15.4 

16.3 

22.4 

17.9 

17.6

50.0 

51.5 

45.7 

45.8 

46.8

5.0 

4.4 

5.1 

6.5 

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

(n=2090)

平成29年度

(n=4421)

令和元年度

(n=4789)

令和2年度

(n=6525)

令和3年度

(n=8078)

0時間 0時間超4時間以下

4時間超9時間以下 9時間超11時間以下

11時間超16時間以下 16時間超

問26-1．あなたは、問26で回答したような短い間隔になることが、月にどのくらいありますか。（該当するも
の1つにチェックをしてください）

 勤務日の勤務終了から次の勤務開始までの時間が最も短い時間の頻度について、多い順で「ときどきある」（45.7%）、「めったにない」
（35.3%）、「よくある」（19.0％）であった。

看護職調査－41

21.0

17.8

17.6

19.0

46.8

51.6

46

45.7

32.2

30.6

36.4

35.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=6164)

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

よくある ときどきある めったにない



 

- 263 -  

 

問27．あなたのこの１か月間の睡眠の状況について教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてくだ
さい）

 直近1か月の睡眠状況について、「睡眠は比較的とれていた」（42.8%）が最も多く、次いで「どちらともいえない」（21.8%）、 「睡眠は十分に
とれていた」（14.8%）、が続く。

 令和元年度以降、「睡眠は十分にとれていた」や「睡眠は比較的とれていた」とする前向きな回答の割合が増加傾向にある。

看護職調査－42
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16.9

10.1

15.7
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57.7
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42.6

41

42.8

24.7

22.6

21.8

22.1
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14.6
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平成28年度

(n=3764)

平成29年度

(n=6184)

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

睡眠は十分にとれていた 睡眠は比較的とれていた どちらともいえない

睡眠はあまりとれていなかった 睡眠は不足していた

問28．あなたは時間外労働時間を減らしたいと考えていますか。（該当するもの1つにチェックをしてくださ
い）

 労働時間の削減希望について、「減らしたい」と回答した割合が73.5％、「どちらでもよい」と回答した割合が24.6%、「減らしたくない」と回答
した割合が2.0％であった。

看護職調査－43

77.9

72.6

73.5

20.5

25.3

24.6

1.7

2.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=6841)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

減らしたい どちらでもよい 減らしたくない
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「3．減らしたくない」を回答した場合、"減らしたくない”理由を教えてください（最も該当するもの1つにチェッ
クをしてください）

 時間外労働時間を減らしたくない理由のうち、「生活費を確保したい」と回答した割合が81.3％と最も多く、次いで「研鑽をつみたい」「患者の
状態を確認しないと気が済まない」（ともに5.4%）が続く。（「その他」を除く）

看護職調査－44

81.3 5.4 5.4

0.8 0.4

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=241)

生活費を確保したい

研鑽をつみたい

患者の状態を確認しないと気が済まない

帰宅するより医療機関にいる時間を長くとった方が何かと便利だから(緊急時の対応等）

他の人より早く帰りたくない

その他

問29．あなたの現在の健康状態について教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 現在の健康状況の回答について、「健康である」（24.4％）と「どちらかというと健康である」（45.9％）で全体の70％以上を占めている。

看護職調査－45

33.0

31.8

22.2

27.7

24.4

53.2

54.4

48.3

44.4

45.9

17

15.9

17.0

12.4

12.2

10.3

9.9

10.4

1.4

1.5

2.1

2.1

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=3764)

平成29年度

(n=6184)

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

健康である どちらかというと健康である どちらともいえない どちらかというと健康でない 健康でない
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問30．あなたは令和2年度に健康診断を受診しましたか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 健康診断の受診有無について、「受診した」と回答した割合が96.8％であり、ほぼ全ての回答者が健康診断を受診している。

看護職調査－46

98.0

98.3

96.7

96.8

2.0

1.7

3.3

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度

(n=6184)

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

受診した 受診しなかった

問30-1．「2．受診しなかった」を回答した場合、"受診しなかった“理由を教えてください。（最も当てはまるも
の1つにチェックをしてください）

看護職調査－47

26.6 21.8 6.1 14.5 15.0 7.4 8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=394)

忙しく、時間が取れなかった 面倒だったため・必要性を感じなかったため

他の健診を受けた、または受ける予定がある（人間ドック等） 産休・育休中だった

対象外だった 健康診断が実施されていなかったため

その他

 健康診断を受診しなかった理由について、「忙しく時間が取れなかった」（26.6）と回答した割合が最も多く、続いて「面倒だったため・必要性
を感じなかったため」（21.8）となっている。
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問31．あなたは令和2年度にストレスチェックを受検しましたか。（該当するもの1つにチェックをしてくださ
い）

 ストレスチェックの受検について、「受検した」と回答した割合が83.6％である。
 過去調査と比較すると、「受診した」と回答する割合が減少している。（受検しなかった理由については問31-1参照）

看護職調査－48

93.0

96.7

83.6

7.0

3.3

16.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

受検した 受検しなかった

問31-1．「2．受検しなかった」を回答した場合、"受検しなかった“理由を教えてください。（最も当てはまるも
の1つにチェックをしてください）

看護職調査－49

 ストレスチェックを受検しなかった理由について、「ストレスチェックが実施されていなかったため」（48.4%）と回答した割合が最も多く、約半
数を占める。「面倒だったため・必要性を感じなかったため」（11.3%）、「受けても改善が期待できないため」（11.0%）と続く。

7.9 11.3 11.0 8.1 6.9 48.4 6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=2020)

忙しく、時間が取れなかったため 面倒だったため・必要性を感じなかったため

受けても改善が期待できないため ストレスをあまり感じていないため

ストレスチェックの対象外だったため ストレスチェックが実施されていなかったため

その他
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問32．あなたは令和2年度に、長時間労働にかかる医師による面接指導を受けましたか。（該当するもの1

つにチェックをしてください）

 長時間労働にかかる医師による面接指導の受診有無について、「受けなかった」と回答した割合が93.4％であった。
 過去調査と比較すると、「受けた」と回答する割合が微増している。

看護職調査－50

4.3

3.2

6.6

95.7

96.8

93.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=6842)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

受けた 受けなかった

問32-1．「2．受けなかった」を回答した場合、"受けなかった“理由を教えてください。（最も当てはまるもの
一つにチェックをしてください）

看護職調査－51

2.8 6.2 7.6 6.6 30.5 11.4 31.9 3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=11499)

忙しく、時間が取れなかったため 面倒だったため・必要性を感じなかったため

受けても改善が期待できないため 心身の負担をあまり感じていないため

面接指導の対象外だったため 面接指導の対象である旨の案内がなかったため

面接指導が実施されていなかったため その他

 長時間労働にかかる医師による面接指導を受けなかった理由について、「面接指導の対象外だったため」が30.5%であり、「面接指導が実
施されていなかったため」と回答した割合が31.9%であった。
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問33．勤務環境の改善に関するあなた自身の現状認識として、当てはまるものを教えてください。（該当す
るもの1つにチェックをしてください）

看護職調査－52

46.3 37.3 13.4 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=12318)

重要な課題である やや重要な課題である あまり重要な課題ではない 重要な課題ではない

 勤務環境の改善に関する現状認識について、「重要な課題である」が46.3%、「やや重要な課題である」とが37.3%であり、80%以上の看護
職が勤務環境の改善の重要性を認識している。

(単位：%)

問34．従来より、医療法に基づき、医療機関の管理者は、医療従事者の勤務環境改善に努めなければならないとされてお
り、その実施に当たっては、職員の参画を得ながら、PDCAサイクルにより計画的に取り組むよう指針が示されております
が、あなたの勤務先の医療機関では、定期的に勤務環境の改善について、話し合う機会はありますか。（該当するもの1つ
にチェックをしてください）

看護職調査－53

14.3 27.1 35.7 22.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=12318)

定期的に管理職や経営陣と話し合う機会がある

たまに管理職や経営陣と話し合う機会がある

管理職や経営陣と話し合う機会はないが、同僚とは話し合う

話をする機会はない

 勤務先での勤務環境改善に関する話合いについて、「管理職や経営陣と話し合う機会はないが同僚とは話し合う」が35.7%、「たまに管理
職や経営陣と話し合う機会がある」が35.7%、「話をする機会はない」が22.9%である。「定期的に管理職や経営陣と話し合う機会がある」は
14.3%にとどまっている。
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問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

1 時間外労働時間の削減に取り組んでいる 68.8 13.4 

2 1回当たりの最長勤務時間の削減に取り組んでいる 44.3 7.1

3 年次有給休暇をはじめとする休暇の取得を促進している 68.2 21.5

4
夜勤負担の軽減（夜勤明けの早帰りの推進、夜勤者の配置人数の見直し、夜勤回数の制
限、仮眠時間の確保等）を行っている

45.1 9.8

5 夜勤専従者への配慮（夜勤の時間・回数の制限等）を行っている 35.7 7.6

6 夜勤・交代制勤務の勤務間隔を適切に管理している 49.3 12.5

7 労働時間設定改善に関する労使間の話し合いの機会を設けている 24.1 3.6

8 勤務間インターバル制度を導入している 11.3 3.3

 働き方・休み方改善に関する取組のうち、取り組んでいる割合が最も高いものは、「時間外労働時間の削減に取り組んでいる」（68.8%）で、
効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「年次有給休暇をはじめとする休暇の取得を促進している」（21.5%）である。高く評価されて
いる取組は、いずれも昨年度と同様の結果である。

 取り組んでいる割合が最も低いものは「勤務間インターバル制度を導入している」（11.3%）で、効果が高いと評価できる割合が最も低い
ものも同様の取組（3.3%）である。

労働時間管理

看護職調査－54

「8．勤務間インターバル制度を導入している」で「取り組んでいる」と回答した方は、インターバルの時間を
記入してください。

 勤務間インターバルの時間は、多い順に、「11時間超16時間以下」（33.1%）、「9時間超11時間以下」（16.3%）、「0時間超4時間以下」
（14.2%）、「0時間」（13.4%）となっている。平均値は11.1時間である。

看護職調査－55
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12.1
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15.9

16.3

48.3

32.9

33.1

9.6

12.8

10.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=330)

令和2年度

(n=1173)

令和3年度

(n=1352)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超9時間以下 9時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超
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問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

9 補助職（医師事務作業補助者、看護補助者等）を配置している 67.3 19.9

10
正職員について多様な勤務形態（短時間勤務、短日勤務、交代制勤務、フレックスタイム
制など）を活用している

46.5 11.5

11
当直（宿直・日直）明けの勤務者に対する配慮を行っている（連続当直を行わない、当直
明けに日勤を入れない等）

50.7 15.5

12 夜勤、緊急時対応、オンコール対応等に対する給与・手当等の処遇を充実・改善している 33.6 6.5

13
チーム医療や多職種連携（業務分担・連携の強化等・タスクシフト※）により負担軽減を
図っている

34.5 6.7

14
電子カルテやタブレット端末等のICT、IOT技術を活用した業務効率化・省力化に取り組ん
でいる

45.0 8.2

15 タスクシェアによる負担軽減を図っている 19.8 3.4

16 地域の医療機関との連携（オープンシステム、外来機能の分担等）を推進している 25.4 4.0

 勤務負担軽減に関する取組のうち、取り組んでいる割合が最も高いものは、「補助職（医師事務作業補助者、看護補助者等）を配置し
ている」（67.3%）で、効果が高いと評価できる割合が最も高いものも同様の取組（19.9%）である。

 取り組んでいる割合が最も低いものは「タスクシェアによる負担軽減を図っている」（19.8%）で、効果が高いと評価できる割合が最も低
いものも同様の取組（3.4%）である。

勤務負担軽減

看護職調査－56

「13．チーム医療や多職種連携(業務分担・連携の強化等・タスクシフト)により負担軽減を図っている」で
「取り組んでいる」と回答した方は、どのようなタスクシフトを行っていますか。

 タスクシフトの内容は、「看護補助者等の導入」（74.5%）が最も多く、続いて、「他職種への業務分担」（42.6％）、「看護補助者以外の書類
作成等の事務作業補助」（28.5%）となっている。

看護職調査－57

74.5

28.5

42.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

看護補助者等の導入、サポート

看護補助者以外での書類作成等の事務作業補助

他職種への業務分担

(n=4253)

(単位：%)
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問35-1．働き方全般に関しての満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 働き方全般に関しての満足度について、「どちらともいえない」（39.0%）が最も多く、次いで「どちらかというと満足」（23.7%）、「どちらかとい
えば不満」（21.9%）となっている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、過去3年で大きな変化は見られない。

看護職調査－58

3.0 

3.8 

3.7

23.2 

23.9 

23.7

38.1 

38.5 

39.0

24.2 

22.0 

21.9

11.5 

11.7 

11.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=6841)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

17 健康診断の事後措置（医療上の措置、就業上の措置、保健指導等）を実施している 66.0 10.5

18 職員の健康教育や身体的健康対策（生活習慣病対策等）に取り組んでいる 42.9 5.8

19 職員のメンタルヘルス教育研修を実施している 39.0 4.4

20
「心の健康づくり計画」を策定し、組織的・計画的にメンタルヘルス対策の取組を行っ
ている

24.5 2.5

21
作業管理・作業環境対策（腰痛対策や眼精疲労対策等）に取り組
んでいる

17.6 2.2

22 産業医を選任し、職員に周知している 27.8 3.6

 職員の健康支援に関する取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「健康診断の事後措置（医療
上の措置、就業上の措置、保健指導等）を実施している」（66.0%／10.5%）である。昨年度と同様に高く評価されている。

 取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「作業管理・作業環境対策（腰痛対策や眼精疲労対策等）に取り組
んでいる」（17.6%／2.2%）である。

職員の健康支援

看護職調査－59
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問35-2．健康支援に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 健康支援に関する満足度について、「どちらともいえない」（51.8%）が最も多く、次いで「どちらかというと満足」（22.1%）、「どちらかといえば
不満」（14.4%）となっている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、過去3年でわずがながら減少傾向にある。

看護職調査－60
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51.5 
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13.1 

14.7 

14.4
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7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年度

(n=6841)

令和2年度

(n=10194)

令和3年度

(n=12318)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

 仕事と子育て・介護等の両立支援の取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「院内保育所や提
携保育所等を整備している」（50.3%／12.8%）である。

 取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「子育て・介護を含む生活面との両立支援・ワークライフバランスに
関する相談窓口の設置や専門スタッフの配置を行っている」（14.2%／2.4%）である。（「その他」を除く）

仕事と子育て・介護等の両立支援

看護職調査－61

取り組んでいる(%)効果が高い(%)

23 男性職員に育児休業を取得するよう積極的に働きかけている 20.2 3.9

24 法定以上の育児休業制度、子の看護休暇制度（男性職員・女性職員ともに対象）を導入している 46.2 11.0

25 院内保育所や提携保育所等を整備している 50.3 12.8

26 保育サービス（病児保育や夜間預かり保育等）を実施している 29.2 6.6

27 院内や近隣に学童保育を整備している 14.6 3.1

28 学童期の子どもを有する職員に対する支援制度を設けている 17.6 3.3

29 本人の希望に応じて、子育て中の医師の当直を免除している 20.4 3.8

30 介護短時間勤務制度を導入している 24.4 3.5

31 法定以上の介護休業制度、介護休暇制度（男性職員・女性職員ともに対象）を導入している 28.8 4.2

32
法定以上の子育て・介護中の職員に対する夜勤・時間外労働免除（男性職員・女性職員ともに対象）を実施してい
る

29.0 5.7

33 子育て・介護等を行っている職員が雇用形態や勤務形態を選択可能な制度を整備している 39.1 9.0

34 保育・介護サービス利用料の補助制度（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 14.6 2.6

35 子育て・介護その他の事情により退職した職員に対する再雇用の制度を設けている 20.4 3.5

36
子育て・介護を含む生活面との両立支援・ワークライフバランスに関する相談窓口の設置や専門スタッフの配置を

行っている
14.2 2.4

37 その他の子育て・介護との両立支援の制度・取組（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 6.6 1.5
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33．「勤務環境の改善に関するあなた自身の現状認識」で「取り組んでいる」と回答した方は整備している
制度を教えてください（該当するものすべてにチェックをしてください）

 子育て・介護等の両立支援のために整備している雇用形態や勤務形態は、「短時間勤務」が79.0%と多い。それ以外の整備状況について
は、「育児・介護休暇制度」（56.9%）、「早番・夜勤の免除または回数制限」（53.2%）となっている。

看護職調査－62
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令和3年度

(n=4816)

(%)

(単位：%)

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

職員のいじめ・
ハラスメント等対策

38
職員へのいじめ・ハラスメントや患者等からの暴言・暴力・クレームへの対
応窓口を設置している

47.9 4.7

39
職員へのいじめ・ハラスメント対策や患者等からの暴言・暴力・クレームへ
の対策に関する研修や、当該研修への職員参加の支援を行っている

33.5 3.5

風土・環境整備

40 職員の働く満足度の調査を行っている 43.7 4.0

41 職員向けに、院内に仮眠室や休憩室等を整備している 61.2 9.3

42 職員の地域活動への支援（ボランティア活動支援等）を実施している 17.6 2.1

人材の定着化

43 定期的に職員の希望を把握し、配置や業務面の配慮をしている 38.7 5.1

44 複数主治医制を採用している 17.5 2.3

 職員のいじめ・ハラスメント等対策においては、「職員へのいじめ・ハラスメントや患者等からの暴言・暴力・クレームへの対応窓口を設置し
ている」（47.9%／4.7%）、風土・環境整備においては「職員向けに、院内に仮眠室や休憩室等を整備している」 （61.2%／9.3%） 、人材の
定着化においては、「定期的に職員の希望を把握し、配置や業務面の配慮をしている」 （38.7%／5.1%）が高く評価されている。

職員のいじめ・ハラスメント等対策／風土・環境整備／人材の定着化

看護職調査－63
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問35-3．働きやすさに関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 働きやすさに関する満足度について、「どちらともいえない」（41.8%）が最も多く、次いで「どちらかというと満足」（27.0%）、「どちらかといえ
ば不満」（17.2%）となっている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、昨年度からわずがながら増加している。

看護職調査－64
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満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%)効果が高い(%)

キャリア形成支援

45 施設外の研修への参加を支援している 64.7 12.7

46
学会への参加者に対し、勤務を免除する、通常勤務の時間を短くするなどの措
置をとっている

35.3 6.8

47
すべての職員のキャリア形成支援のために研修や子育てとの両立支援等に関
する相談窓口の設置、情報提供等が実施されている

17.3 2.4

48
法人内での人事ローテーションが、キャリア形成支援の視点から適切に実施され
ている

14.6 2.1

49 専門資格の取得を支援する制度を設けている 40.6 7.6

休業後のキャリア
形成支援

50
産休・育休復帰後のキャリア形成の支援（業務経験や研修等の機会の付与、産
休・育休経験者による相談対応等）を行っている

24.7 3.5

51 復職者が利用できる短時間正職員制度や有期契約職員制度が導入されている 31.8 5.0

52 復職者が利用できる短時間正職員制度や有期契約職員制度が導入されている 20.7 3.4

 「キャリア形成支援」においては、「施設外の研修への参加を支援している」（64.7%／12.7%）が多く取り組まれ、高く評価されている。
 「休業後のキャリア形成支援」においては、「復職者が利用できる短時間正職員制度や有期契約職員制度が導入されている」（31.8%／

5.0%）が多く取り組まれ、高く評価されている。

キャリア形成支援／休業後のキャリア形成支援

看護職調査－65
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問35-4．仕事の充実感・達成感に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

看護職調査－66
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満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

 仕事の充実感・達成感に関する満足度について、「どちらともいえない」（49.5%）が最も多く、次いで「どちらかというと満足」（27.1%）、「どち
らかといえば不満」（13.2%）となっている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、過去3年でわずがながら減少傾向にある。

問35-5．働き甲斐全般に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

看護職調査－67
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 働き甲斐全般に関する満足度について、「どちらともいえない」（46.2%）が最も多く、次いで「どちらかというと満足」（28.4%）、「どちらかとい
えば不満」（13.8%）となっている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、過去3年で大きな変化はみられない。
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取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

53 患者満足度の調査を行っている 61.1 9.4

54
子育て等により配慮を受ける職員とその他の職員の公平感に留意した適切な業務分担や処
遇となっている

26.1 3.9

55 定年退職者の再雇用に積極的に取り組んでいる 48.9 10.2

56 医師や看護師に対し、賠償保険に加入するよう積極的に働きかけている 36.8 6.6

57 通常診療時間外の病状説明は避けるなど患者家族に働き方改革の理解を求めている 23.6 4.1

58 その他 1.3 0.3

 その他の取組のうち、取り組んでいる割合が高いと評価できる割合が最も高いものは「患者満足度の調査を行っている」（61.1%）で、効果
が高いと評価できる割合が最も高いものは「定年退職者の再雇用に積極的に取り組んでいる」（10.2%）である。いずれも高く評価されてい
るのは昨年度と同様の取組である。

 取り組んでいる割合が最も低いものは、「通常診療時間外の病状説明は避けるなど患者家族に働き方改革の理解を求めている」（23.6%）、

効果が高いと評価できる割合が最も低いものは「子育て等により配慮を受ける職員とその他の職員の公平感に留意した適切な業務分担や
処遇となっている」（10.2%）である。

問35．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

その他

看護職調査－68

問35-6．勤務環境全般に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

看護職調査－69

 勤務環境に関する満足度について、「どちらともいえない」（48.4%）が最も多く、次いで「どちらかというと満足」（23.9%）、「どちらかといえば
不満」（16.2%）となっている。

 「満足」及び「どちらかというと満足」を合わせた割合は、過去3年で大きな変化はみられない。
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コメディカル調査
■調査結果 サマリー

＜属性＞
 職種では「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」（18.0%）が最も多く、「歯科衛生士」（1.1%）と「医師事務作業補助者
（0.9%）」からの回答が少ない。それ以外の職種は10%前後であり、上記2職種を除いて全職種からまんべんなく回答を得た。（参照：4）

 「臨床工学技士」、「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」、「栄養士（管理栄養士含む）」は、他職種に比べて、「20代」「30

代」と回答した割合が高い。（参照：1）

＜労働時間・働き方＞
 1年間の時間外・休日労働時間について、 「薬剤師」、「臨床検査技師」」は、他職種に比べて時間外労働時間が長い傾向にある。（参
照：16）

 時間外労働時間の申告について、「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」と「栄養士（管理栄養士含む）」は、他職種に比
べて時間外労働を時間通りに申告しなかった時間が多い傾向にある。（参照：18）

 「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」と「医師事務作業補助者」は、他職種に比べて勤務割上の勤務間隔の最短時間と
実際の勤務間隔の最短時間の差が大きく、勤務前後の残業が発生する可能性が高いことが示唆される。

 労働時間の管理方法について、タイムレコーダー等の客観的な情報の活用による管理が7割前後で、出勤簿等で上司および担当者の
現認による管理や自己申告のみによる管理が3割程度存在する。（参照：14）

＜休日・休暇＞
 1か月の所定休日日数のうち実際に休んだ日数の平均値は12.4日、年次有給休暇の付与日数のうち、取得日数の平均値は9.5日であ
る。医師と比較すると、休暇の取得率は高い水準にある。（参照：25.27）

＜健康状態＞
 現在の健康状況について、「MSP・PSW等ソーシャルワーカー」「歯科衛生士」は、他職種と比べて 「健康である」と「どちらかというと健康
である」と回答している割合が低い。（参照：39）

 勤務環境全般に関する満足度については、他職種と比べて「臨床工学技士」「MSP・PSW等ソーシャルワーカー」の満足度が低い結果と
なった。（参照：63）

問1．あなたの年齢を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 年齢について、いずれの職種も「30代」と回答した割合が多く、「臨床工学技士」と「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」、「栄
養士（管理栄養士含む）」は、他職種に比べて特に「20代」「30代」と回答した割合が高い。

コメディカル調査－1
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問2．あなたの職位を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

コメディカル調査－2

 職位について、いずれの職種も「一般職」が8割近くを占めている。「医師事務作業補助者」は他職種に比べて、管理職の割合が低い。

18.0

16.2

16.7

19.5

20.2

16.5

16.2

10.2

20.8

4.0

11.0

82.0

83.8

83.3

80.5

79.8

83.5

83.8

89.8

79.2

96.0

89.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=1393)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=575)

管理職 一般職

問3．あなたの性別を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 「栄養士（管理栄養士含む）」、「歯科衛生士」、「医療事務作業補助者」は、他職種に比べて「女性」の割合が高い。
 「診療放射線技師」と「臨床工学技士」は、他職種に比べて、「男性」の割合が高い。

コメディカル調査－3

51.7

62.6

22.5

23.4

39.4

87.7

62.6

100.0

50.0

97.0

69.7

46.7

36.6

76.9

76.5

59.6

11.7

36.6

48.5
3.0

29.6

1.6

0.8

0.6

0.2

1.0

0.6

0.8

1.5

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=1393)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=575)

女性 男性 その他・答えたくない
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問4．あなたの職種を教えてください（該当するもの１つにチェックをしてください）

 「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」（18.0%）が最も多く、次いで「臨床検査技師」「MSW・PSW等ソーシャルワーカー」（と
もに12.6%） 、「事務」（12.3%）、「診療放射線技師」（11.4%）の順となっている。

 回答者の職種の割合は、例年と大きな変化はない。

コメディカル調査－4

10.9 12.6 11.4 5.9 18.0 9.0 12.6 

1.1 

12.3 

0.9 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度

(n=11013)

薬剤師 臨床検査技師

診療放射線技師 臨床工学技士

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 栄養士（管理栄養士含む）

MSW・PSW等ソーシャルワーカー 歯科衛生士

事務 医師事務作業補助者

その他

問5．あなたの主な勤務形態を教えてください。（主として該当するもの1つにチェックをしてください）

 勤務形態については、いずれの職種も「日勤のみ」と回答した割合が多い。
 「薬剤師」、「臨床検査技師」、「診療放射線技師」、「臨床工学技士」、「MSW・PSW等ソーシャルワーカー」は、他職種に比べて、「2交代制」
の割合が高い。

コメディカル調査－5

0.8

0.6

0.9

1.1

0.2

3.1

0.6

0.3

1.0

4.0
1.0

17.2

20.2

21.9

13.3
0.6

2.5

20.2
1.7

1.1

10.1

11.3

0.1

0.3

0.2

0.2

0.3

0.2

0.1

66.2

54.1

48.3

66.0

97.1

87.4

54.1

96.6

92.5

93.0

78.4

73.0

15.2

24.1

27.7

19.2
1.9

6.4

24.1
0.8

5.6

4.0

6.8

14.1

0.5

0.6

1.0

0.3

0.3

0.5

0.6

0.8

0.5

2.0

0.5

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=1393)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=575)

合計

3交代制 2交代制 夜勤専従 日勤のみ それ以外 わからない
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問5-1．あなたには、変形労働時間制（フレックス含む）や裁量労働制が適用されていますか。

コメディカル調査－6

 変形労働時間制について、いずれの職種も「いずれも適用されていない」と回答した割合が多い。

 「臨床検査技師」、「診療放射線技師」、「臨床工学技士」、は、他職種に比べて、変形労働時間制および専門業務型裁量労働時間制が適
用されている割合が高い。

10.0 

13.9 

16.1 

16.8 

9.9 

10.1 

13.9 

9.3 

14.7 

11.0 

13.6 

12.8 

1.6 

2.3 

3.0 

2.4 

2.2 

1.2 

2.3 

1.7 

1.5 

2.1 

2.1 

73.7 

67.6 

65.2 

62.4 

69.5 

70.3 

67.6 

65.3 

74.7 

74.0 

63.0 

68.9 

14.7 

16.3 

15.7 

18.3 

18.3 

18.4 

16.3 

23.7 

9.1 

15.0 

21.4 

16.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=1393)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他

合計

変形労働時間制（フレックス含む）が適用されている 専門業務型裁量労働時間制が適用されている

いずれも適用されていない わからない

問6．あなたの現職種におけるキャリア（通算経験年数）を教えてください。なお、休職をした場合は、その期
間は含めず、回答してください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 現職種におけるキャリア（通算経験年数）については、いずれの職種も「1年未満」「2年未満」と回答した合計の割合が20%を下回っている。

コメディカル調査－7

2.2 

1.9 

2.1 

2.4 

2.6 

4.4 

1.9 

1.7 

5.1 

7.0 

3.1 

4.2 

3.5 

3.3 

4.3 

5.1 

3.7 

3.5 

3.4 

6.8 

7.0 

4.2 

3.7 

3.8 

2.8 

4.6 

5.2 

6.0 

3.8 

4.2 

7.0 

5.0 

4.2 

10.1 

7.7 

8.6 

9.9 

9.4 

11.3 

7.7 

10.2 

12.5 

10.0 

9.7 

25.6 

16.9 

15.3 

24.4 

24.1 

24.8 

16.9 

14.4 

21.9 

36.0 

23.7 

27.7 

29.3 

29.3 

33.4 

36.6 

30.3 

29.3 

36.4 

28.5 

26.0 

32.9 

26.5 

37.0 

38.8 

20.9 

17.0 

19.6 

37.0 

29.7 

18.3 

9.0 

22.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=1393)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=575)

1年未満 2年未満 3年未満 5年未満 10年未満 20年未満 20年以上
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問7．現医療機関における、あなたの勤務年数を教えてください。なお、休職をした場合は、その期間は含めず、回答してく
ださい。また、現医療機関を一度辞めている場合は、辞める前の勤務年数は含めずに回答してください。（数字を記入）

 現医療機関における勤務年数については、「10年未満」「20年未満」と回答した割合が多い傾向にある。

コメディカル調査－8

2.6 

2.7 

2.2 

2.0 

1.8 

3.7 

3.8 

1.7 

2.3 

5.0 

2.4 

10.1 

7.1 

5.1 

6.1 

7.5 

9.6 

7.6 

7.6 

10.9 

6.0 

7.3 

8.7 

6.8 

5.8 

6.0 

8.5 

9.0 

8.6 

8.5 

8.6 

5.0 

7.0 

16.4 

13.0 

12.5 

13.3 

15.6 

19.0 

19.1 

14.4 

15.5 

10.0 

12.2 

27.0 

21.0 

19.0 

29.0 

27.3 

26.1 

27.9 

22.9 

21.9 

28.0 

25.2 

20.7 

26.0 

27.3 

30.5 

28.6 

22.1 

26.3 

27.1 

25.4 

30.0 

31.7 

14.5 

23.5 

28.0 

13.1 

10.7 

10.5 

6.7 

17.8 

15.3 

16.0 

14.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=476)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=575)

1年未満 2年未満 3年未満 5年未満 10年未満 20年未満 20年以上

問8．主たるご勤務先の所在地を教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

コメディカル調査－9

4.1 
1.3 
1.3 

1.6 
1.2 

1.1 
0.8 

2.2 
1.4 

1.7 
3.0 

3.8 
7.0 

5.8 
2.4 

1.0 
1.3 

0.9 
1.0 

1.9 
2.1 

2.4 
5.2 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

0.7 
1.2 

2.5 
6.1 

3.7 
1.7 

1.2 
0.8 

1.4 
1.8 

2.9 
1.3 

0.7 
0.9 

1.9 
1.0 

5.1 
1.2 

1.6 
2.5 

1.3 
0.7 

1.6 
1.4 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

 勤務先の所在地について、多い順に、「東京都」（7.0%）、「大阪府」（6.1%）、「神奈川県」（5.8%）となっている。

（単位：%）
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問9．あなたが主に勤務する医療機関の病床機能を教えて下さい。（該当するもの1つにチェックをしてくだ
さい）

 勤務している病床機能について、「急性期」と回答した割合が多い傾向にある。
 「臨床工学技士」については、他職種に比べて、「高度急性期」の割合が高い。

コメディカル調査－10

15.2 

17.8 

18.1 

29.5 

10.0 

11.3 

17.8 

14.4 

7.2 

13.0 

19.0 

57.6 

56.1 

54.0 

50.7 

41.7 

52.8 

56.1 

61.0 

51.9 

68.0 

40.2 

10.3 

12.0 

15.3 

5.0 

27.4 

18.0 

12.0 

16.1 

13.8 

15.0 

18.6 

16.9 

14.1 

12.5 

14.8 

20.9 

18.0 

14.1 

8.5 

27.1 

4.0 

22.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

問10．ご勤務先では、新型コロナウイルス感染症患者の受入れを行っていますか。（令和3年6月時点。帰国者・接触者相
談センター等から紹介のあった疑い例の患者を含む） （該当するもの1つにチェックをしてください）

 勤務先の新型コロナ対応については、「受入れている」と回答した割合が多い傾向にある。
 「臨床工学技士」、「歯科衛生士」の勤務先では、他職種に比べて、特に新型コロナ対応をしている割合が高い。

コメディカル調査－11

66.5 

71.6 

71.8 

84.9 

57.0 

63.0 

71.6 

78.8 

46.8 

65.0 

59.3 

33.5 

28.4 

28.2 

15.1 

43.0 

37.0 

28.4 

21.2 

53.2 

35.0 

40.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=476)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=575)

受け入れている 受け入れていない
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問11．あなたは、新型コロナウイルス感染症患者の対応を令和3年6月中に行いましたか。（帰国者・接触
者相談センター等から紹介のあった疑い例の患者を含む） （該当するもの1つにチェックをしてください）

 コメディカルの多くが新型コロナ対応について、「行っていない」と回答している。
 「診療放射線技師」に関しては、新型コロナ対応を「行っている」と回答した割合が69.5%と多かった。

コメディカル調査－12

30.1 

46.8 

69.5 

45.8 

14.7 

21.4 

46.8 

16.1 

27.6 

27.0 

12.0 

69.9 

53.2 

30.5 

54.2 

85.3 

78.6 

53.2 

83.9 

72.4 

73.0 

88.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=476)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=575)

行った 行っていない

問12．あなたはご勤務先の就業規則等に記載されている時間外労働時間に関する規程をご存じですか。
（該当するもの1つにチェックをしてください）

 時間外労働時間に関する期待の認知について、「知っている」と回答した割合がいずれの職種でも過半数を超えている。
 事務については「知っている」と回答した割合が80.3%と、コメディカルの中で最も多い結果となった。

コメディカル調査－13

69.8 

70.7 

73.0 

74.2 

66.3 

70.6 

70.7 

66.9 

80.3 

72.0 

66.6 

30.2 

29.3 

27.0 

25.8 

33.7 

29.4 

29.3 

33.1 

19.7 

28.0 

33.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=476)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=575)

知っている 知らない
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問13．労働時間の管理方法を教えてください。（主として該当するもの1つにチェックをしてください）

 労働時間の把握方法について、「タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している」が最も多く、「出勤簿等を
活用して上司や権限が委任された担当者が現認する形で管理している」は3割程度の結果となった。

コメディカル調査－14

63.3 

62.6 

65.6 

64.6 

67.0 

66.8 

62.6 

73.7 

75.6 

79.0 

67.7 

28.7 

29.1 

28.9 

29.8 

25.3 

26.9 

29.1 

22.0 

20.8 

17.0 

26.1 

7.7 

8.0 

5.1 

5.6 

6.5 

5.8 

8.0 

3.4 

3.3 

3.0 

5.9 

0.3 

0.2 

0.3 

1.1 

0.5 

0.2 

0.8 

0.3 

1.0 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1201)

臨床検査技師 (n=1393)

診療放射線技師 (n=1251)

臨床工学技士 (n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1985)

栄養士（管理栄養士含む） (n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=476)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1356)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=575)

タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している

出席簿等(管理簿)等を活用して上司や権限が委任された担当者が現認する形で管理している

職員の自己申告のみで管理している

労働時間を管理していない

問13-1．問13で「1．タイムレコーダーや勤怠管理システム等の客観的な記録を活用して管理している」と回答した方にお聞
きします。
具体的な管理方法を教えてください。（主として該当するもの1つにチェックをしてください）

コメディカル調査－15

 客観的な記録を活用した労働時間管理のうち、「タイムレコーダー・タイムカード」「ICカード」がほとんどを占め、「勤怠管理システム」が続く。

46.8 

44.0 

43.8 

35.9 

50.0 

46.4 

44.0 

40.2 

58.7 

55.7 

47.0 

36.4 

33.5 

37.3 

40.2 

35.3 

38.7 

33.5 

37.9 

28.5 

29.1 

39.6 

0.8 

1.0 

0.7 

0.7 

1.1 

1.2 

1.0 

0.2 

0.5 

15.0 

20.9 

16.8 

22.0 

12.6 

13.1 

20.9 

20.7 

12.1 

15.2 

11.8 

1.1 

0.6 

1.3 

1.2 

1.1 

0.6 

0.6 

1.1 

0.5 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=759)

臨床検査技師 (n=872)

診療放射線技師 (n=821)

臨床工学技士 (n=423)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1330)

栄養士（管理栄養士含む） (n=659)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=872)

歯科衛生士 (n=87)

事務 (n=1025)

医師事務作業補助者 (n=79)

その他 (n=389)

タイムレコーダー・タイムカード ICカード 電子カルテなどのログ 勤怠管理システム その他
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問14．あなたの令和3年6月の1か月間のおおよその時間外・休日労働時間数（所定労働時間を超えて勤務した時間数と
所定の休日に勤務した時間数。残業中の休憩時間など労働していない時間は除く）を教えてください。（該当するもの1つに
チェックをしてください）

 1か月の時間外労働時間について、すべての職種において「45時間以下」と回答した割合が90%以上であった。

コメディカル調査－16

90.5 

93.6 

93.4 

94.0 

90.9 

92.6 

93.6 

89.8 

91.2 

92.0 

90.8 

6.7 

3.9 

3.5 

4.6 

3.7 

4.4 

3.9 

3.4 

5.5 

2.0 

2.8 

0.7 

0.4 

0.6 

0.3 

0.4 

0.2 

0.4 

0.6 

0.2 

0.2 

0.4 

0.2 

0.6 

0.3 

0.4 

0.8 
0.6 

2.1 

1.8 

1.7 

2.2 

1.1 

4.5 

2.5 

1.7 

5.9 

2.1 

6.0 

4.2 

84% 86% 88% 90% 92% 94% 96% 98% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

45時間以下 45～80時間以下 80～100時間以下 100時間超～ 把握していない

問15．あなたの令和2年度1年間のおおよその時間外・休日労働時間数（所定労働時間を超えて勤務した時間数と所定の
休日に勤務した時間数。残業中の休憩時間など労働していない時間は除く）を教えてください。（該当するもの1つにチェッ
クをしてください）

 1年間の時間外労働時間について、すべての職種において「360時間以下」と回答した割合が80%以上である。
 「薬剤師」、「臨床検査技師」は、他職種に比べて、360時間超の割合が高い。

コメディカル調査－17

77.3 

85.0 

86.3 

79.1 

82.4 

82.6 

85.0 

83.9 

84.5 

86.0 

87.3 

13.6 

7.0 

5.5 

13.1 

5.2 

6.9 

7.0 

4.2 

7.9 

5.0 
2.4 

0.7 

0.6 

0.8 

0.2 

0.5 

0.6 

0.8 

0.6 

0…

8.5 

7.5 

7.4 

7.8 

12.2 

10.0 

7.5 

11.0 

7.0 

9.0 

9.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

360時間以下 360～720時間以下 720時間超～ 把握していない
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問16．あなたの令和3年6月の1か月間のおおよその時間外・休日労働時間数のうち、時間外労働と申告し
なかったおおよその時間を教えてください。（全て申告している場合は0を記入）（数字を入力）

 時間外労働時間のうち申告しなかった時間について、「0時間」と「0時間超5時間以下」が半数程度の割合を占めている。
 「薬剤師」「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」「栄養士（管理栄養士含む）」は、申告しなかった時間が多い傾向にある。

コメディカル調査－18

48.1 

57.2 

65.8 

59.0 

47.3 

48.8 

54.1 

59.3 

65.8 

71.0 

65.2 

14.0 

13.6 

12.2 

12.8 

15.8 

12.7 

11.8 

17.8 

9.5 

11.0 

14.0 

9.8 

7.8 

6.4 

8.5 

8.5 

10.9 

10.8 

7.6 

5.4 

8.0 

6.1 

15.0 

12.4 

8.9 

10.6 

14.9 

15.6 

13.1 

9.3 

8.9 

7.0 

8.4 

10.8 

7.9 

5.1 

7.2 

11.0 

9.7 

8.9 

4.2 

8.4 
2.0 

5.2 

2.4 

1.2 

1.5 

1.8 

2.5 

2.2 

1.3 

1.7 

1.9 

1.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師 (n=1188)

臨床検査技師 (n=1387)

診療放射線技師 (n=1243)

臨床工学技士 (n=649)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職 (n=1970)

栄養士（管理栄養士含む） (n=978)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー (n=473)

歯科衛生士 (n=118)

事務 (n=1352)

医師事務作業補助者 (n=100)

その他 (n=572)

0時間 0時間超5時間以下 5時間超10時間以下 10時間超20時間以下 20時間超50時間以下 50時間超

問17．あなたの令和3年6月の1か月間の時間外労働の理由を教えてください。（該当するものすべてに
チェックをしてください）

 時間外労働の主な理由は「緊急対応」や、「記録・報告書作成や書類の整理」が多い。「薬剤師」「臨床検査技師」「診療放射線技師」につい
ては、「緊急対応」が最も多く、それ以外の職種では「記録・報告書作成や書類の整理」が最も多い結果となっている。

コメディカル調査－19

15.9 

25.7 

30.6 

26.2 

2.7 

6.5 

15.6 

23.5 

22.5 

1.3 

29.6 

18.9 

11.6 

14.3 

37.8 

18.7 

17.1 

14.7 

17.2 

21.9 

9.0 

3.6 

3.5 

6.3 

15.9 

13.4 

12.8 

11.4 

9.9 

15.0 

7.0 

6.3 

4.6 

3.6 

5.4 

0.0 20.0 40.0

薬剤師 (n=2776)

臨床検査技師 (n=3138)

診療放射線技師 (n=2850)

臨床工学技士 (n=1682)

理学療法士・作業療法士などリハ

ビリテーション職 (n=4386)

緊急対応

手術や外来対応等の延長

記録・報告書作成や書類の整理

業務上必要とされている会議・勉強会・研修会等への参加

他職種・他機関との連絡調整

勤務開始前の準備

その他

9.8 

25.7 

10.3 

8.6 

6.8 

9.1 

0.4 

15.6 

25.5 

5.5 

19.9 

9.4 

38.3 

18.9 

23.6 

36.3 

34.7 

27.4 

18.4 

17.1 

19.4 

15.5 

13.6 

18.0 

11.8 

3.6 

5.7 

10.9 

5.1 

9.1 

12.6 

12.8 

11.8 

8.9 

9.7 

15.1 

8.6 

6.3 

3.8 

14.3 

10.2 

11.9 

0.0 20.0 40.0

栄養士（管理栄養士含む）

(n=1946)

MSW・PSW等ソーシャルワー

カー (n=3138)

歯科衛生士 (n=263)

事務 (n=2246)

医師事務作業補助者 (n=176)

その他 (n=976)

緊急対応

手術や外来対応等の延長

記録・報告書作成や書類の整理

業務上必要とされている会議・勉強会・研修会等への参加

他職種・他機関との連絡調整

勤務開始前の準備

その他 （単位：%）
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問18．あなたは、普段、時間外労働時間を時間外労働時間どおり申告していますか。（該当するもの1つに
チェックをしてください）

 すべての職種において、過半数以上の職員が「時間外労働を時間外労働時間通りに申告している」と回答している。

 「薬剤師」「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」「栄養士（管理栄養士含む）」は、「時間外労働時間通りに申告する」の割合
が低い。

コメディカル調査－20

55.1 

66.5 

75.6 

74.7 

51.7 

51.6 

66.5 

68.6 

67.4 

72.0 

65.6 

38.4 

30.7 

21.6 

22.4 

41.8 

41.2 

30.7 

22.9 

22.6 

20.0 

26.1 

6.5 

2.8 

2.8 

2.9 

6.5 

7.2 
2.8 

8.5 

10.0 

8.0 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

時間通りに申告している 時間通りに申告していない タイムカード等のデータにより把握されているので申告の必要がない

問18-1．あなたが、時間外労働時間を時間外労働時間どおり申告しない理由を教えてください。（該当する
ものすべてにチェックをしてください）

 時間外労働時間を時間外労働時間通りに申告しない理由は多い順に「残業と認められない業務だから」（36.3%）、次いで「職場に残業を申
告しづらい雰囲気があるから」（35.9%）、「自分の都合や自分のこだわりのために残業したから」（30.3%）であった。

コメディカル調査－21

35.9 

36.3 

12.2 

30.3 

16.6 

16.7 

5.2 

0.6 

27.4 

1.9 

11.8 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

職場に残業を申告しづらい雰囲気があるから

残業と認められない業務だから

申告できる残業時間の上限が決められているから

自分の都合や、自分のこだわりのために残業をしたから

仕事が未熟でほかの人より時間がかかるから

申告するのが面倒だから

申告するのを忘れてしまうから

申告の方法を知らないから

時間外労働時間が短かったから

年俸制だから

その他

（単位：%）
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「10．年俸制だから」を回答した場合は、ご自身の年俸には「何時間分の残業代が含まれているか」ご存じ
ですか。

コメディカル調査－22

 年俸制が適用されている職員について、自身の年俸に何時間分の残業代が含まれているかについて、「知らない」（36.9%）が最も多く、
「知っている」は30.8%であった。（職種別集計ではサンプルが小さくなるため、合計のみ集計した）

30.8 36.9 32.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計(n=65)

知っている 知らない 定められていない

問19．時間外労働手当は、何に基づき支払われていますか。（主として該当するもの1つにチェックをしてく
ださい）

 各職種の回答について、「本人の自己申告に基づき支払われいる」と「時間外労働時間の上限時間が設定され、その上限の中で支払われ
ている」の割合が多くを占めている。

コメディカル調査－23

15.4 

20.3 

19.9 

27.5 

28.1 

27.0 

7.6 

23.7 

15.1 

18.0 

13.4 

37.1 

28.6 

27.0 

34.8 

36.6 

36.9 

33.2 

20.3 

28.5 

21.0 

26.1 

26.9 

25.8 

27.6 

29.8 

25.5 

23.8 

29.9 

35.6 

34.4 

38.0 

37.7 

17.2 

21.8 

22.3 

7.5 

9.5 

11.4 

25.3 

18.6 

17.9 

21.0 

18.4 

3.4 

3.4 

3.2 

0.5 

0.4 

0.9 

4.0 

1.7 

4.0 

2.0 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

タイムレコーダー・タイムカード・ICカード・電子カルテ等のログなどの客観的な記録に基づき支払われている

本人の申告時間に基づき支払われている

時間外労働の上限時間が設定され、その上限の中で支払われている

固定残業制が採用され、決められた範囲内で残業代が支払われている

記録や申告時間とは独立して、上司・管理者等が時間外労働と認めた分が支払われている

専門業務型裁量労働制に関する労使協定によるみなし時間が、法定労働時間内となっているため、時間外労働が発生しないことが通例となっている

時間外労働がない

時間外労働手当は支払われていない

その他
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問20．あなたの令和3年6月の①所定休日日数及び②実際に業務を休んだ日数を教えてください。（数字を
入力）

 所定休日日数について、「5～8日」と回答している割合が多くを占めている。

所定休日日数

コメディカル調査－24

0.6 

0.5 

0.4 

0.4 

0.2 

0.6 

0.6 

1.1 

0.2 

2.6 

3.9 

3.6 

2.8 

1.9 

1.9 

2.2 

3.3 

5.4 

2.3 

3.5 

77.4 

77.6 

79.1 

76.6 

67.6 

72.2 

75.9 

89.1 

70.5 

77.3 

67.8 

17.1 

15.9 

15.5 

19.3 

27.6 

23.6 

20.6 

3.3 

20.6 

19.3 

26.5 

1.1 

0.7 

0.6 

0.6 

1.4 

0.4 

0.2 

1.1 

0.4 

1.5 

1.1 

1.4 

0.8 

0.4 

1.3 

1.3 

1.0 

3.3 

2.4 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=984)

臨床検査技師(n=1154)

診療放射線技師(n=1030)

臨床工学技士(n=508)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1618)

栄養士（管理栄養士含む）(n=850)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=402)

歯科衛生士(n=92)

事務(n=1164)

医師事務作業補助者(n=88)

その他(n=453)

0日 1～4日 5～8日 9～12日 13～20日 21日以上

問20．あなたの令和3年6月の①所定休日日数及び②実際に業務を休んだ日数を教えてください。（数字を
入力）

実際に業務を休んだ日数

コメディカル調査－25

5.1 

4.7 

4.3 

5.3 

5.9 

3.8 

4.6 

9.9 

4.8 

8.3 

9.0 

4.8 

7.2 

4.6 

4.1 

5.8 

3.6 

4.2 

12.6 

5.0 

4.2 

4.8 

61.4 

59.2 

61.1 

47.8 

41.6 

47.4 

49.6 

55.9 

57.7 

51.0 

45.0 

27.1 

27.0 

28.6 

40.2 

43.8 

44.3 

41.0 

19.8 

30.9 

35.4 

37.8 

1.3 

1.4 

0.8 

2.3 

2.5 

0.6 

0.2 

0.9 

0.8 

1.0 

2.4 

0.3 

0.5 

0.6 

0.3 

0.5 

0.3 

0.4 

0.9 

0.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1146)

臨床検査技師(n=1326)

診療放射線技師(n=1170)

臨床工学技士(n=605)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1873)

栄養士（管理栄養士含む）(n=928)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=456)

歯科衛生士(n=111)

事務(n=1220)

医師事務作業補助者(n=96)

その他(n=545)

0日 1～4日 5～8日 9～12日 13～20日 21日以上

 実際に業務を休んだ日数について、「5～8日」と回答している割合が多くを占めているが、所定休日日数よりは低い割合となっている。
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問21．あなたの令和2年度の①年次有給休暇の付与日数と②年次有給休暇取得日数を教えてください。
（数字を入力）

 年次有給休暇の付与日数について、「10～19日」と「20日」と回答している割合が9割以上を占めている。

年次有給休暇の付与日数

コメディカル調査－26

3.0 

2.9 

1.5 

3.2 

2.1 

4.8 
2.4 

3.6 

4.0 

5.8 

3.6 

23.5 

21.0 

18.1 

17.8 

29.8 

33.6 

34.7 

29.8 

31.5 

30.2 

24.5 

72.8 

75.0 

79.2 

76.5 

67.3 

60.6 

62.3 

61.9 

63.7 

64.0 

69.5 

0.7 

1.1 

1.2 

2.4 

0.8 

1.1 

0.5 

4.8 

0.8 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=919)

臨床検査技師(n=1070)

診療放射線技師(n=993)

臨床工学技士(n=493)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1445)

栄養士（管理栄養士含む）(n=733)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=369)

歯科衛生士(n=84)

事務(n=1122)

医師事務作業補助者(n=86)

その他(n=413)

～9日 10～19日 20日 21日

 取得した年次有給休暇の日数について、「5~8日」「9~12日」「13～20日」と回答している割合が多くを占めている。平均値は9.5日である。

問21．あなたの令和2年度の①年次有給休暇の付与日数と②年次有給休暇取得日数を教えてください。
（数字を入力）

年次有給休暇の取得日数

コメディカル調査－27

4.9 

4.3 

2.2 

2.8 

2.8 

4.3 

4.0 

0.9 

5.1 

5.0 

5.1 

10.0 

9.1 

6.1 

5.9 

5.8 

9.4 

9.6 

8.5 

11.0 

8.0 

7.4 

45.4 

45.3 

37.4 

34.7 

38.0 

43.4 

35.1 

33.3 

43.9 

32.0 

34.1 

21.9 

21.6 

25.4 

26.4 

27.6 

22.8 

27.0 

25.6 

19.5 

28.0 

26.0 

17.1 

19.0 

27.5 

28.9 

24.3 

18.9 

22.8 

30.8 

19.9 

26.0 

25.3 

0.6 

0.8 

1.4 

1.4 

1.5 

1.1 

1.5 

0.9 

0.5 

1.0 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1195)

臨床検査技師(n=1380)

診療放射線技師(n=1242)

臨床工学技士(n=648)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1968)

栄養士（管理栄養士含む）(n=977)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=470)

歯科衛生士(n=117)

事務(n=1345)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=566)

0日 1～4日 5～8日 9～12日 13～20日 21日以上
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問22．あなたは主とする勤務先以外で定期的に副業・兼業を行っていますか。（該当するもの1つにチェック
をしてください）

 主とする勤務先以外での定期的なアルバイトについて、全職種の90％以上が「行っていない」と回答している。

コメディカル調査－28

3.4 

3.0 

7.9 

2.3 

6.1 

1.6 

3.0 

2.5 

1.3 

3.0 

5.9 

96.6 

97.0 

92.1 

97.7 

93.9 

98.4 

97.0 

97.5 

98.7 

97.0 

94.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

行っている 行っていない

「1.行っている」を回答した場合は、1か月あたりおよそ何日、合計何時間行っていますか。

61.1

45.8

49.3

58.3

50.0

50.0

40.0

66.7

42.9

50.0

58.8

27.8

33.3

36.0

41.7

37.1

31.8

30.0

33.3

28.6

50.0

32.4

11.1

12.5

12.0

10.0

13.6

20.0

28.6

5.9

8.3

2.7

2.9

4.5

10.0

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=36)

臨床検査技師(n=24)

診療放射線技師(n=75

臨床工学技士(n=12)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=70)

栄養士（管理栄養士含む）(n=22)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=10)

歯科衛生士(n=3)

事務(n=7)

医師事務作業補助者(n=2)

その他(n=34)

10時間以下 10時間超30時間以下 30時間超50時間以下 50時間超

 1か月あたりのアルバイト合計時間について、「10時間以下」「10時間超30時間以下」の回答が多い傾向にある。平均値は14.0時間である。

コメディカル調査－29
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「1.行っている」を回答した場合、副業・兼業を行っていることを主たる勤務先の医療機関等に届け出ていま
すか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 アルバイトを行っていることを主契約の医療機関に届け出ているかについて、「診療放射線技師」「栄養士（管理栄養士含む）」「事務」は、他
職種に比べて、「届け出ていない」と回答する割合が高い。

コメディカル調査－30

26.8 

19.0 

15.2 

26.7 

20.5 

25.0 

19.0 

29.4 

17.1 

9.5 

15.2 

26.7 

21.3 

12.5 

9.5 

11.1 

32.4 

31.7 

23.8 

14.1 

24.6 

18.8 

23.8 

66.7 

27.8 

66.7 

14.7 

2.4 

2.4 

6.7 

2.4 

11.1 

2.9 

2.4 

0.8 

2.4 

2.9 

4.9 

2.4 

1.0 

0.8 

2.4 

5.6 

17.1 

40.5 

53.5 

40.0 

32.0 

43.8 

40.5 

33.3 

44.4 

33.3 

17.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=41)

臨床検査技師(n=42)

診療放射線技師(n=99)

臨床工学技士(n=15)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=122)

栄養士（管理栄養士含む）(n=16)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=42)

歯科衛生士(n=3)

事務(n=18)

医師事務作業補助者(n=3)

その他(n=34)

副業・兼業先、勤務予定、実際に労働した時間を届け出ている 副業・兼業先、勤務予定のみ届け出ている

副業・兼業先のみ届け出ている 勤務予定のみ届け出ている

実際に労働した時間のみ届け出ている その他

届け出ていない

問23．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務の開始から勤務の終了までの時間が最も長い時間（職場に最も長くいた

時間）について伺います。①当直（宿直・日直）時間を含む、勤務割上の最長拘束時間と②その時の実際の労働時間数（休
憩を除く、宿直・日直時における勤務時間を含む）を教えてください。 (数字を入力)

 勤務割上の最長拘束時間について、「薬剤師」、「臨床検査技師」、「診療放射線技師」、「臨床工学技士」において、16時間超の拘束時間が
多い傾向にある。平均値は11.6時間である。

勤務割上の最長拘束時間

コメディカル調査－31

28.3 

23.4 

19.7 

26.2 

52.5 

54.1 

51.3 

57.6 

47.5 

52.5 

51.0 

31.1 

24.9 

22.8 

33.6 

43.4 

44.1 

42.5 

42.4 

38.0 

45.5 

33.8 

7.7 

10.1 

9.6 

12.5 

2.0 
1.7 

2.4 

4.9 
1.0 

5.1 

17.3 

21.4 

24.2 

14.5 
1.4 

0.1 

2.4 

4.6 

1.0 

8.0 

15.0 

19.6 

22.5 

12.8 
0.6 

1.5 

4.7 

2.1 

0.6 

0.6 

1.2 

0.5 

0.1 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1246)

臨床検査技師(n=1451)

診療放射線技師(n=1296)

臨床工学技士(n=657)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1964)

栄養士（管理栄養士含む）(n=985)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=464)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1313)

医師事務作業補助者(n=99)

その他(n=574)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超



 

- 293 -  

 

 実際の最長拘束時間について、すべての職種において13時間以下が多くを占める。平均値は10.0時間である。
 「薬剤師」、「臨床検査技師」、「診療放射線技師」、「臨床工学技士」は、他職種に比べて、最長拘束時間が長い。

問23．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務の開始から勤務の終了までの時間が最も長い時間（職場に最も長くいた

時間）について伺います。①当直（宿直・日直）時間を含む、勤務割上の最長拘束時間と②その時の実際の労働時間数（休
憩を除く、宿直・日直時における勤務時間を含む）を教えてください。 （数字を入力）

実際の労働時間数

コメディカル調査－32

30.8 

30.0 

29.4 

35.0 

57.0 

54.4 

59.8 

67.8 

52.4 

65.0 

60.5 

38.2 

29.9 

29.7 

35.7 

39.9 

44.6 

35.1 

31.4 

35.9 

35.0 

26.4 

9.4 

12.9 

13.9 

13.2 

1.2 

0.8 

1.5 

5.0 

7.5 

17.0 

22.3 

20.2 

12.2 

1.5 

0.2 

2.8 

0.8 

4.6 

4.5 

4.2 

4.8 

6.4 

3.7 
0.4 

0.9 

1.8 

0.9 

0.3 

0.1 

0.4 

0.2 

0.1 

0.2 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1198)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1254)

臨床工学技士(n=645)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1977)

栄養士（管理栄養士含む）(n=984)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=470)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1331)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=572)

8時間以下 8時間超13時間以下 13時間超16時間以下 16時間超24時間以下 24時間超36時間以下 36時間超

問24．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務（時間外労働を含む。）の終了から次の勤務の開始までの間隔が最も短
い時間について伺います。①令和3年6月の勤務割上の最短時間と②実際の最短時間を教えてください。 (数字を入力)

 いずれの職種においても、勤務日の勤務終了から次の勤務開始までの時間が勤務割上最も短い時間について、「11時間超16時間以下」と
回答する割合が多かった。平均値は12.3時間である。

勤務割上の勤務間隔の最短時間

コメディカル調査－33

0.9 

1.8 

1.5 

2.1 

2.0 

2.3 

0.8 

5.1 
2.5 

5.0 
2.6 

2.7 

4.6 

5.0 

3.1 

2.7 

3.1 

4.2 

3.4 

7.1 

4.0 

5.2 

17.4 

16.4 

16.5 

28.1 

21.0 

19.4 

21.4 

20.3 

20.1 

9.0 

20.7 

7.7 

7.5 

7.8 

10.1 

6.9 

8.5 

7.8 

6.8 

8.3 

4.0 

8.3 

67.9 

65.3 

64.9 

54.7 

66.1 

65.2 

63.0 

63.6 

60.0 

76.0 

61.0 

3.4 

4.5 

4.3 

2.0 

1.4 

1.4 

2.7 

0.8 

2.0 

2.0 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1200)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=476)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1355)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超9時間以下 9時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超
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問24．あなたの令和3年6月のある勤務日の勤務（時間外労働を含む。）の終了から次の勤務の開始までの間隔が最も短
い時間について伺います。①令和3年6月の勤務割上の最短時間と②実際の最短時間を教えてください。 (数字を入力)

 いずれの職種においても、実際の、勤務日の勤務終了から次の勤務開始までの時間が最も短い時間について、「11時間超16時間以下」と
回答する割合が多かった。平均値は12.3時間である。

 「理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職」は、「4時間超9時間以下」と回答する割合が高い。

実際の勤務間隔の最短時間

コメディカル調査－34

1.1 

1.4 

1.6 

3.2 

2.3 

2.2 

0.8 

4.2 

2.4 

5.0 

3.0 

6.0 

6.8 

3.8 

2.8 

3.4 

4.4 

3.4 

7.4 

4.0 

22.3 

23.2 

23.9 

38.0 

23.5 

22.0 

23.7 

23.7 

24.4 

8.0 

19.3 

15.5 

13.4 

17.9 

15.0 

15.8 

12.8 

9.3 

15.6 

17.0 

51.8 

49.9 

50.3 

35.6 

55.4 

55.3 

55.9 

58.5 

48.5 

65.0 

2.5 

3.9 

3.9 

1.5 

1.1 

1.2 

2.3 

0.8 

1.7 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1200)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=476)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1355)

医師事務作業補助者(n=100)

0時間 0時間超4時間以下 4時間超9時間以下 9時間超11時間以下 11時間超16時間以下 16時間超

問24-1．あなたは、問24で回答したような短い間隔になることが、月にどのくらいありますか。（該当するも
の1つにチェックをしてください）

 いずれの職種においても、勤務日の勤務終了から次の勤務開始までの時間が最も短い時間の頻度について、「よくある」と回答する割合が
20%以下である。（「その他」を除く）

コメディカル調査－35

16.9 

17.8 

18.8 

13.9 

16.8 

19.1 

17.8 

15.3 

18.4 

14.0 

22.8 

42.0 

43.8 

43.2 

51.9 

37.1 

38.2 

43.8 

33.9 

38.1 

29.0 

34.6 

41.1 

38.4 

38.0 

34.2 

46.1 

42.7 

38.4 

50.8 

43.5 

57.0 

42.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=476)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1355)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

よくある ときどきある めったにない
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問25．あなたのこの1か月間の睡眠の状況について教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてくだ
さい）

 いずれの職種においても、直近1か月の睡眠状況について、「睡眠は十分にとれた」と「睡眠は比較的とれていた」で過半数以上の割合を占
めている。

コメディカル調査－36

22.1 

20.6 

26.9 

22.9 

24.8 

21.8 

20.6 

22.9 

29.6 

33.0 

25.7 

43.0 

44.9 

42.0 

46.4 

45.1 

43.2 

44.9 

44.9 

42.4 

39.0 

45.0 

15.9 

18.0 

19.3 

15.0 

17.0 

17.2 

18.0 

15.3 

15.3 

10.0 

14.8 

13.7 

11.6 

8.9 

11.0 

8.9 

12.4 

11.6 

8.5 

9.4 

12.0 

9.6 

5.3 

4.9 

2.8 

4.7 

4.2 

5.4 

4.9 

8.5 

3.2 

6.0 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=476)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1355)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

睡眠は十分にとれていた 睡眠は比較的とれていた どちらともいえない

睡眠はあまりとれていなかった 睡眠は不足していた

問26．あなたは時間外労働時間を減らしたいと考えていますか。（該当するもの1つにチェックをしてくださ
い）

 時間外労働の削減希望について、「診療放射線技師」と「臨床工学士」の「減らしたくない」という回答の割合が、他の職種と比べて高い傾向
にある。

コメディカル調査－37

60.1 

45.9 

31.3 

31.0 

54.6 

60.1 

45.9 

44.9 

53.2 

41.0 

45.4 

36.4 

48.3 

55.2 

54.2 

41.6 

37.0 

48.3 

53.4 

43.9 

57.0 

50.6 

3.5 

5.8 

13.5 

14.8 
3.8 

2.8 

5.8 

1.7 

2.9 

2.0 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=476)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1355)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

減らしたい どちらでもよい 減らしたくない
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「3．減らしたくない」を回答した場合、"減らしたくない“理由を教えてください（最も該当するもの1つにチェッ
クをしてください）

 いずれの職種においても、時間外労働時間を減らしたくない理由について、「生活費を確保したい」の割合が高い。
 時間外労働を減らしたくない割合の高い「診療放射線技師」と「臨床工学士」では、特に 「生活費を確保したい」の割合が高い。

コメディカル調査－38

7.1 

7.4 

4.1 

5.2 

6.6 

3.6 

7.4 

2.5 

13.0 

76.2 

81.5 

89.3 

89.7 

72.4 

78.6 

81.5 

100.0 

80.0 

50.0 

82.6 

1.3 

2.5 

9.5 

3.7 

1.8 

3.1 

7.9 

10.7 

3.7 

1.2 

1.8 

1.0 

1.3 

1.2 

5.0 

7.1 

6.2 

3.0 

1.0 
10.5 

7.1 

6.2 

10.0 

50.0 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

薬剤師(n=42)

臨床検査技師(n=81)

診療放射線技師(n=169)

臨床工学技士(n=97)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=76)

栄養士（管理栄養士含む）(n=28)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=81)

歯科衛生士(n=2)

事務(n=40)

医師事務作業補助者(n=2)

その他(n=23)

研鑽をつみたい

生活費を確保したい

他の人より早く帰りたくない

患者の状態を確認することが医療従事者の責務だと思っているから

帰宅するより医療機関に居る時間を長くとった方が何かと便利だから（緊急時の対応等）

その他

問27．あなたの現在の健康状態について教えてください。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 いずれの職種においても、現在の健康状況について、「健康である」「どちらかというと健康である」の割合が8割近くを占める。

コメディカル調査－39

29.6 

29.3 

34.8 

32.4 

32.3 

36.5 

29.3 

28.0 

34.7 

42.0 

33.4 

45.7 

46.2 

45.6 

45.0 

46.4 

42.1 

46.2 

43.2 

44.6 

41.0 

45.4 

14.8 

14.3 

11.7 

12.1 

12.5 

13.0 

14.3 

13.6 

13.8 

9.0 

12.3 

6.9 

8.7 

6.1 

8.5 

7.1 

6.5 

8.7 

12.7 

6.0 

7.0 

6.8 

2.9 

1.6 

1.8 

2.0 

1.6 

1.9 

1.6 

2.5 

0.9 

1.0 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

健康である どちらかというと健康である どちらともいえない どちらかというと健康でない 健康でない
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問28．あなたは令和2年度に健康診断を受診しましたか。（該当するもの1つにチェックをしてください）

 いずれの職種においても、健康診断の受診有無について、「受診した」と回答した割合が90%を超えている。

コメディカル調査－40

98.3 

98.6 

98.8 

98.2 

97.6 

97.5 

98.6 

100.0 

98.3 

100.0 

96.5 

1.7 

1.4 

1.2 

1.8 

2.4 

2.5 

1.4 

1.7 

3.5 

94% 95% 96% 97% 98% 99% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

受診した 受診しなかった

問28-1．「2．受診しなかった」を回答した場合、"受診しなかった“理由を教えてください。（最も当てはまるも
の1つにチェックをしてください）

コメディカル調査－41

 健康診断を受診しなかった理由について、「面倒だったため・必要性を感じなかったため」、「産休・育休中だった」、「対象外だった」が多くを
占める。栄養士については、半数近くが「産休・育休中だった」と回答している。

（該当なし）

（該当なし）

9.5 

15.0 

13.3 

25.0 

21.3 

15.0 

0.0 

17.4 

10.0 

14.3 

28.6 

15.0 

33.3 

25.0 

14.9 

15.0 

0.0 

21.7 

0.0 

5.0 

16.3 

4.8 

2.1 

0.0 

8.7 

0.0 

10.0 

3.0 

9.5 

20.0 

20.0 

8.3 

21.3 

48.0 

20.0 

0.0 

13.0 

0.0 

30.0 

22.2 

23.8 

15.0 

13.3 

16.7 

21.3 

40.0 

15.0 

13.0 

25.0 

21.2 

4.8 

15.0 

6.7 

16.7 

6.4 

4.0 

15.0 

4.3 

7.4 

19.0 

20.0 

13.3 

8.3 

12.8 

8.0 

20.0 

21.7 

20.0 

15.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=21)

臨床検査技師(n=20)

診療放射線技師(n=15)

臨床工学技士(n=12)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=47)

栄養士（管理栄養士含む）(n=25)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=20)

歯科衛生士(n=0)

事務(n=23)

医師事務作業補助者(n=0)

その他(n=20)

合計

忙しく、時間が取れなかった 面倒だったため・必要性を感じなかったため

他の健診を受けた、または受ける予定がある（人間ドック等） 産休・育休中だった

対象外だった 健康診断が実施されていなかったため

その他
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問29．あなたは令和2年度にストレスチェックを受検しましたか。（該当するもの1つにチェックをしてくださ
い）

 ストレスチェックの受診有無について、「受診した」と回答した割合が高い。
 「事務」と「医療事務作業補助者」については、他職種に比べて、「受診しなかった」の割合が高い。

コメディカル調査－42

91.3 

92.4 

91.6 

93.0 

91.1 

92.2 

92.4 

94.1 

85.9 

87.0 

91.8 

8.7 

7.6 

8.4 

7.0 

8.9 

7.8 

7.6 

5.9 

14.1 

13.0 

8.2 

75% 80% 85% 90% 95% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

受検した 受検しなかった

問29-1．「2．受検しなかった」を回答した場合、"受検しなかった“理由を教えてください。（最も当てはまるも
の1つにチェックをしてください）

コメディカル調査－43

 ストレスチェックを受検しなかった理由について、「薬剤師」「診療放射線技師」「臨床工学技士」については、「面倒だったため・必要性を感じ
なかったため」が最多である。「臨床検査技師」「MSW・PSW等ソーシャルワーカー」は「忙しく、時間が取れなかったため」が最多である。

12.5 

19.8 

7.6 

13.0 

12.4 

6.5 

19.8 

14.3 

8.9 

7.7 

8.5 

25.0 

19.8 

27.6 

21.7 

24.3 

15.6 

19.8 

14.3 

12.6 

23.1 

14.4 

17.0 

18.1 

15.2 

7.3 

10.4 

17.0 

14.3 

8.4 

15.4 

6.4 

6.7 

7.5 

18.1 

17.4 

13.0 

6.5 

7.5 

13.1 

8.5 

14.4 

12.3 

9.5 

15.2 

10.2 

19.5 

12.3 

42.9 

14.7 

7.7 

21.3 

16.3 

10.4 

13.3 

10.9 

23.2 

19.5 

10.4 

0.0 

28.8 

23.1 

34.0 

10.6 

13.2 

5.7 

6.5 

9.6 

22.1 

13.2 

14.3 

13.6 

23.1 

21.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=104)

臨床検査技師(n=106)

診療放射線技師(n=105)

臨床工学技士(n=46)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=177)

栄養士（管理栄養士含む）(n=77)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=106)

歯科衛生士(n=7)

事務(n=191)

医師事務作業補助者(n=13)

その他(n=47)

忙しく、時間が取れなかったため 面倒だったため・必要性を感じなかったため

受けても改善が期待できないため ストレスをあまり感じていないため

ストレスチェックの対象外だったため ストレスチェックが実施されていなかったため

その他
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問30．あなたは令和2年度に、長時間労働にかかる医師による面接指導を受けましたか。（該当するもの1

つにチェックをしてください）

 長時間労働にかかる医師による面接指導の受診有無について、いずれの職種も「受けなかった」と回答した割合が9割以上である。

コメディカル調査－44

3.5 

2.9 

4.3 

4.7 

2.3 

2.8 

2.9 

5.9 

2.9 

3.0 

3.8 

96.5 

97.1 

95.7 

95.3 

97.7 

97.2 

97.1 

94.1 

97.1 

97.0 

96.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

受けた 受けなかった

問30-1．「2．受けなかった」を回答した場合、"受けなかった“理由を教えてください。（最も当てはまるもの
一つにチェックをしてください）

コメディカル調査－45

1.6 

1.1 

0.9 

2.2 

1.4 

1.3 

1.1 

2.7 

1.5 

2.1 

1.8 

5.6 

4.6 

4.4 

4.8 

6.1 

3.4 

4.6 

7.2 

3.8 

6.2 

4.0 

4.7 

3.6 

3.5 

3.8 

3.6 
1.9 

3.6 

5.4 
3.7 

3.1 
3.4 

5.8 

5.2 

7.7 

6.9 

7.6 

4.8 

5.2 
2.7 

7.5 
4.1 

6.1 

50.0 

53.3 

49.4 

51.1 

41.9 

60.1 

53.3 

45.9 

59.6 

48.5 

50.5 

12.9 

11.7 

12.0 

11.9 

11.8 

11.2 

11.7 

12.6 

6.3 

8.2 

11.0 

15.4 

17.1 

18.6 

16.7 

23.5 

13.3 

17.1 

20.7 

11.6 

21.6 

16.6 

4.0 

3.4 

3.4 

2.6 

4.1 

4.1 

3.4 

2.7 

5.9 

6.2 

6.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1159)

臨床検査技師(n=1352)

診療放射線技師(n=1197)

臨床工学技士(n=624)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1940)

栄養士（管理栄養士含む）(n=958)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1352)

歯科衛生士(n=111)

事務(n=1317)

医師事務作業補助者(n=97)

その他(n=553)

忙しく、時間が取れなかったため 面倒だったため・必要性を感じなかったため

受けても改善が期待できないため 心身の負担をあまり感じていないため

面接指導の対象外だったため 面接指導の対象である旨の案内がなかったため

面接指導が実施されていなかったため その他

 長時間労働にかかる医師による面接指導を受けなかった理由について、いずれの職種も「面接指導の対象外だっため」が最も多い。



 

- 300 -  

 

問31．勤務環境の改善に関するあなた自身の現状認識として、当てはまるものを教えてください。（該当す
るもの1つにチェックをしてください）

コメディカル調査－46

 勤務環境改善に関する現状認識について、いずれの職種も「重要な課題である」「やや重要な課題である」と回答した割合が8割近くを占め
る。「診療放射線技師」については、他職種に比べて上記2つの回答を合わせた割合が低い。

38.0 

34.1 

32.0 

35.6 

34.3 

34.2 

34.1 

30.5 

32.4 

34.0 

32.0 

40.5 

41.1 

36.5 

39.4 

42.2 

41.2 

41.1 

41.5 

37.6 

38.0 

36.0 

16.6 

21.0 

24.2 

19.4 

18.8 

18.9 

21.0 

22.0 

23.0 

19.0 

24.2 

5.0 

3.8 

7.4 

5.6 

4.7 

5.8 

3.8 

5.9 

7.0 

9.0 

7.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬剤師(n=1201)

臨床検査技師(n=1393)

診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

重要な課題である やや重要な課題である あまり重要な課題ではない 重要な課題ではない

問32．従来より、医療法に基づき、医療機関の管理者は、医療従事者の勤務環境改善に努めなければならないとされてお
り、その実施に当たっては、職員の参画を得ながら、PDCAサイクルにより計画的に取り組むよう指針が示されております
が、あなたの勤務先の医療機関では、定期的に勤務環境について、話し合う機会はありますか。（該当するもの1つに
チェックをしてください）

コメディカル調査－47

 勤務環境について話し合う機会について、いずれの職種も「定期的に管理職や経営陣と話し合う機会がある」と回答した割合は2割以下に
とどまっている。
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歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

定期的に管理職や経営陣と話し合う機会がある たまに管理職や経営陣と話し合う機会がある

管理職や経営陣と話し合う機会はないが、同僚とは話し合う 話をする機会はない



 

- 301 -  

 

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

1. 時間外労働時間の削減に取り組んでいる 65.8 17.9

2. 1回当たりの最長勤務時間の削減に取り組んでいる 38.5 8.4

3. 年次有給休暇をはじめとする休暇の取得を促進している 79.9 34.3

4.
夜勤負担の軽減（夜勤明けの早帰りの推進、夜勤者の配置人数の見直し、夜勤回数の制限、
仮眠時間の確保等）を行っている

26.5 6.4

5. 夜勤専従者への配慮（夜勤の時間・回数の制限等）を行っている 21.8 4.8

6. 夜勤・交代制勤務の勤務間隔を適切に管理している 27.6 7.1

7. 労働時間設定改善に関する労使間の話し合いの機会を設けている 20.4 3.3

8. 勤務間インターバル制度を導入している 4.0 1.1

 労働時間管理に関する取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「年次有給休暇をはじめとする
休暇の取得を促進している」（79.9%／34.3%）である。

 取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「勤務間インターバル制度を導入している」（4.0%／1.1%）である。

労働時間管理

コメディカル調査－48

「8．勤務間インターバル制度を導入している」で「取り組んでいる」と回答した方は、インターバルの時間を
記入してください。

 勤務間インターバルの時間は、「栄養士（管理栄養士含む）」「MSW・PSW等ソーシャルワーカー」は「11時間超16時間以下」が最も多く、そ
れ以外の職種については「0時間超4時間以下」が最多となっている。（サンプル数の少ない歯科衛生士は除く）

コメディカル調査－49
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栄養士（管理栄養士含む）(n=35)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=15)
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問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

9. 補助職（医師事務作業補助者、看護補助者等）を配置している 47.3 16.3

10.
正職員について多様な勤務形態（短時間勤務、短日勤務、交代制勤務、フレックスタイム制な
ど）を活用している

35.2 10.4

11.
当直（宿直・日直）明けの勤務者に対する配慮を行っている（連続当直を行わない、当直明け
に日勤を入れない等）

39.5 14.3

12. 夜勤、緊急時対応、オンコール対応等に対する給与・手当等の処遇を充実・改善している 27.8 6.2

13.
チーム医療や多職種連携（業務分担・連携の強化等・タスクシフト）により負担軽減を図ってい
る

35.9 7.6

14.
電子カルテやタブレット端末等のICT、IOT技術を活用した業務効率化・省力化に取り組んで
いる

44.8 12.5

15. タスクシェアによる負担軽減を図っている 18.9 3.9

16. 地域の医療機関との連携（オープンシステム、外来機能の分担等）を推進している 21.1 4.1

 勤務負担軽減に関する取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「補助職（医師事務作業補助者、
看護補助者等を配置している）」（47.3%／16.3%）である。

 取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「タスクシェアによる負担軽減を図っている」（18.9%／3.9%）である。

勤務負担軽減

コメディカル調査－50

問33-1．働き方全般に関しての満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 働き方全般に関しての満足度について、「満足」「どちらかでいうと満足」の回答が4割～5割程度である。
 「臨床検査技師」「臨床工学技士」「MSW・PSW等ソーシャルワーカー」は、他職種に比べて前向きな回答の割合が低い。

コメディカル調査－51
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歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満
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問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

17. 健康診断の事後措置（医療上の措置、就業上の措置、保健指導等）を実施している 71.6 15.7

18. 職員の健康教育や身体的健康対策（生活習慣病対策等）に取り組んでいる 46.1 7.8

19. 職員のメンタルヘルス教育研修を実施している 43.6 5.8

20.
「心の健康づくり計画」を策定し、組織的・計画的にメンタルヘ
ルス対策の取組を行っている

24.4 3.3

21. 作業管理・作業環境対策（腰痛対策や眼精疲労対策等）に取り組んでいる 15.3 2.1

22. 産業医を選任し、職員に周知している 38.8 5.7

 職員の健康支援に関する取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「健康診断の事後措置（医療
上の措置、就業上の措置、保健指導等）を実施している」（71.6%／15.7%）である。

 取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「作業管理・作業環境対策（腰痛対策や眼精疲労対策等）に取り組
んでいる」（15.3%／2.1%）である。

職員の健康支援

コメディカル調査－52

問33-2．健康支援に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 健康支援に関する満足度について、「満足」「どちらかでいうと満足」と回答した割合は40％程度である。

コメディカル調査－53
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栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)
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医師事務作業補助者(n=100)
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満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満
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問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

23. 男性職員に育児休業を取得するよう積極的に働きかけている 19.9 4.4

24. 法定以上の育児休業制度、子の看護休暇制度（男性職員・女性職員ともに対象）を導入している 41.2 11.3

25. 院内保育所や提携保育所等を整備している 52.2 15.8

26. 保育サービス（病児保育や夜間預かり保育等）を実施している 24.6 6.5

27. 院内や近隣に学童保育を整備している 12.5 2.8

28. 学童期の子どもを有する職員に対する支援制度を設けている 15.6 3.4

29. 本人の希望に応じて、子育て中の医師の当直を免除している 15.7 3.1

30. 介護短時間勤務制度を導入している 22.5 3.4

31. 法定以上の介護休業制度、介護休暇制度（男性職員・女性職員ともに対象）を導入している 21.1 3.2

32.
法定以上の子育て・介護中の職員に対する夜勤・時間外労働免除（男性職員・女性職員ともに対象）を実施し
ている

20.2 4.4

33. 子育て・介護等を行っている職員が雇用形態や勤務形態を選択可能な制度を整備している 28.0 7.1

34. 保育・介護サービス利用料の補助制度（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 10.4 1.8

35. 子育て・介護その他の事情により退職した職員に対する再雇用の制度を設けている 12.5 2.3

36.
子育て・介護を含む生活面との両立支援・ワークライフバランスに関する相談窓口の設置や専門スタッフの配
置を行っている

9.3 1.3

37. その他の子育て・介護との両立支援の制度・取組（男性職員・女性職員ともに対象）を実施している 3.2 0.8

 仕事と子育て・介護等の両立支援に関する取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「院内保育
所や提携保育所等を整備している」（52.2%／15.8%）である。

 取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も低いものは、「子育て・介護を含む生活面との両立支援・ワークライフバランスに
関する相談窓口の設置や専門スタッフの配置を行っている」（9.3%／1.3%）である。

仕事と子育て・介護等の両立支援

コメディカル調査－54

33．で「取り組んでいる」と回答した方は整備している制度を教えてください（該当するものすべてに○）

 子育て・介護等の両立支援のために整備している雇用形態や勤務形態は、「短時間勤務」が6割以上と圧倒的に多い。それ以外の整備状
況については、「短日勤務」が次に多い結果となっている。

コメディカル調査－55
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問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでい
る(%)

効果が高
い(%)

職員のいじ
め・ハラスメ
ント等対策

38.職員へのいじめ・ハラスメントや患者等からの暴言・暴力・クレームへの対応窓口を設置している 61.1 7.2

39.
職員へのいじめ・ハラスメント対策や患者等からの暴言・暴力・クレームへの対策に関する研修や、
当該研修への職員参加の支援を行っている

41.6 5.3

風土・環境
整備

40.職員の働く満足度の調査を行っている 39.3 4.4

41.職員向けに、院内に仮眠室や休憩室等を整備している 51.9 8.0

42.職員の地域活動への支援（ボランティア活動支援等）を実施している 17.8 2.5

人材の定着
化

43.定期的に職員の希望を把握し、配置や業務面の配慮をしている 30.3 4.8

44.複数主治医制を採用している 11.3 1.7

 職員のいじめ・ハラスメント等対策においては、「職員へのいじめ・ハラスメントや患者等からの暴言・暴力・クレームへの対応窓口を設置し
ている」（61.1%／7.2%）、風土・環境整備においては「職員向けに、院内に仮眠室や休憩室等を整備している」 （51.9%／8.0%） が多く取
り組まれ評価されている。人材の定着化においては、「定期的に職員の希望を把握し、配置や業務面の配慮をしている」 が多く取り組まれ
評価されている（30.3%／4.8%）。

職員のいじめ・ハラスメント等対策／風土・環境整備／人材の定着化

コメディカル調査－56

問33-3．働きやすさに関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 働きやすさに関する満足度について、「満足」「どちらかというと満足」を合わせた割合は、いずれの職種においても4割程度である。

コメディカル調査－57

6.2 

3.9 

7.0 

6.6 

6.9 

7.1 

3.9 

5.1 

8.5 

7.0 

7.3 

35.3 

35.5 

35.1 

33.0 

40.4 

39.1 

35.5 

39.8 

37.4 

39.0 

36.9 

39.7 

38.9 

39.7 

36.8 

36.0 

39.9 

38.9 

37.3 

39.2 

38.0 

39.3 

12.0 

13.9 

12.9 

14.8 

11.5 

9.7 

13.9 

14.4 

10.0 

14.0 

10.8 

6.8 

7.9 
5.3 

8.9 

5.2 
4.2 

7.9 
3.4 

4.9 

2.0 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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診療放射線技師(n=1251)

臨床工学技士(n=655)

理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満
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問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

キャリア形成
支援

45. 施設外の研修への参加を支援している 55.8 13.4

46.
学会への参加者に対し、勤務を免除する、通常勤務の時間を短くするなどの措置
をとっている

39.1 10.3

47.
すべての職員のキャリア形成支援のために研修や子育てとの両立支援等に関す
る相談窓口の設置、情報提供等が実施されている

10.3 1.7

48.
法人内での人事ローテーションが、キャリア形成支援の視点から適切に実施され
ている

11.0 1.9

49. 専門資格の取得を支援する制度を設けている 27.5 6.5

休業後の
キャリア形成
支援

50.
産休・育休復帰後のキャリア形成の支援（業務経験や研修等の機会の付与、産
休・育休経験者による相談対応等）を行っている

14.7 2.7

51. 復職者が利用できる短時間正職員制度や有期契約職員制度が導入されている 27.4 5.7

52
産休・育休中の職員の円滑な復職の支援（e-learning、実技実習、託児所を併設
した勉強会等）を行っている

11.1 2.3

 キャリア形成支援においては、「施設外の研修への参加を支援している」（55.8%／13.4%）、休業後のキャリア形成支援においては、「復職
者が利用できる短時間正職員制度や有期契約職員制度が導入されている」 （27.4%／5.7%）が多く取り組まれ評価されている。

キャリア形成支援／休業後のキャリア形成支援

コメディカル調査－58

問33-4．仕事の充実感・達成感に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

コメディカル調査－59

 仕事の充実感・達成感に関する満足度について、「満足」「どちらかというと満足」を合わせた割合は、4割～5割程度である。
 「臨床検査技師」「臨床工学技士」「MSW・PSW等ソーシャルワーカー」は他職種に比べて前向きな回答の割合が低い。
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理学療法士・作業療法士などリハビリテーション職(n=1985)

栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満
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問33-5．働き甲斐全般に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

 働き甲斐全般に関する満足度について、「満足」「どちらかでいうと満足」を合わせた割合は5割程度である。
 「臨床検査技師」「MSW・PSW等ソーシャルワーカー」は他職種に比べて前向きな回答の割合が低い。

コメディカル調査－60
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栄養士（管理栄養士含む）(n=986)

MSW・PSW等ソーシャルワーカー(n=1393)

歯科衛生士(n=118)

事務(n=1356)

医師事務作業補助者(n=100)

その他(n=575)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

問33．以下に挙げる医療従事者の勤務環境改善に関する取組のうち、ご勤務先で取り組んでおり、あなた
が勤務環境改善の効果を感じている項目を教えてください。（該当するものすべてにチェックをしてください）

取り組んでいる(%) 効果が高い(%)

53. 患者満足度の調査を行っている 64.3 12.2 

54.
子育て等により配慮を受ける職員とその他の職員の公平感に留意した適切な業務分担や処遇と
なっている

21.6 3.8 

55. 定年退職者の再雇用に積極的に取り組んでいる 48.4 11.2 

56. 医師や看護師に対し、賠償保険に加入するよう積極的に働きかけている 13.8 2.6 

57. 通常診療時間外の病状説明は避けるなど患者家族に働き方改革の理解を求めている 13.8 2.5 

58. その他 0.8 0.2 

 その他の取組のうち、取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も高いものは「患者満足度の調査を行っている」（64.3%／
12.2%）である。

 取り組んでいる割合／効果が高いと評価できる割合が最も低いものは「通常診療時間外の病状説明は避けるなど患者家族に働き方改革
の理解を求めている」（13.8%／2.5%）である。（「その他」を除く）

コメディカル調査－61
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問33-6．勤務環境全般に関する満足度（該当するもの1つにチェックをしてください）

コメディカル調査－62

 勤務環境全般に関する満足度について、「満足」「どちらかというと満足」を合わせた割合は、いずれの職種においても4割程度である。
 他職種と比較すると、「臨床工学技士」と「MSW・PSW等ソーシャルワーカー」の満足度が低い結果となっている。
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その他(n=575)

満足 どちらかというと満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満


